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「
明
る
く
雲
一つ
な
い
朝
、
空
か
ら
死
が
降
って
き
た
」

原
爆
死
没
者
慰
霊
碑
に
献
花
し
た
後
、
演
説
す
る
オ
バマ
米
大
統
領
＝
5
月
27
日
、
広
島
市

中
区
の
平
和
記
念
公
園
で

�

撮
影
：
野
本
　
裕
人（
読
売
新
聞
大
阪
本
社
写
真
部
）

　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
明
さ
れ
な
け
れ
ば
新

聞
は
安
泰
だ
っ
た
の
に
」と
旧
世
代
は
ぼ
や
く
。

し
か
し
時
計
の
針
は
戻
せ
な
い
。
な
ら
ば
、
敵
を

味
方
に
つ
け
て
反
転
攻
勢
へ
。

　
今
年
度
の
記
者
ゼ
ミ
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
次
世

代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
必
須
Ｉ
Ｔ
講
座
」だ
。
毎

回
、
各
社
の
ネ
ッ
ト
に
強
い
記
者
が
持
ち
回
り
で

講
師
役
に
な
り
、
若
手
、
中
堅
記
者
に
実
習
形
式

で
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
処
理
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な

ど
、
取
材
に
関
連
す
る
Ｉ
Ｔ
の
基
礎
を
伝
授
し
て

い
る
。
参
加
者
は
40
人
を
超
え
、
必
要
な
ゼ
ミ
生

に
は
補
講
ま
で
行
っ
て
い
る
。

　
昨
秋
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
ト
ン
プ

ソ
ン
社
長
は
当
ク
ラ
ブ
で「
10
年
後
も
記
者
を
や

り
た
か
っ
た
ら
デ
ジ
タ
ル
か
ら
逃
げ
ず
、
対
応
せ

よ
」と
力
説
し
た
。

　
新
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
で
き
る
取
材
力
を
各
社
の

相
互
協
力
で
高
め
、
そ
れ
が
各
社
に
よ
る
ハ
イ
レ

ベ
ル
の
ス
ク
ー
プ
合
戦
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
―

泥
く
さ
い
記
者
気
質
を
尊
重
し
つ
つ
、
新
し
い
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
活
性
化
に
当
ク
ラ
ブ
は
貢
献
し

て
い
き
た
い
。

◇

　
先
月
末
に
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
に
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
土
生
修
一
）

各
社
の
協
力
で「
敵
を
味
方
に
」

新
年
度
記
者
ゼ
ミ「
必
須
Ｉ
Ｔ
講
座
」
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付録　2015年度事業報告

過
去
最
多
　
プ
レ
ス
会
見
２
５
２
回

15
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
を
承
認

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
社
員
総
会
が
5
月

25
日
開
か
れ
、
２
０
１
５
年
度
の
事
業
報

告
、
決
算
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
役
員
の

一
部
交
代
に
関
す
る
人
事
案
件
も
承
認
さ

れ
た
。今
月
の
会
報
に
事
業
報
告
要
約
版
、

正
味
財
産
増
減
計
算
書
な
ど
を
掲
載
し
、

当
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
事
業
報

告
全
文
、計
算
書
な
ど
を
公
表
し
て
い
る
。

「
戦
後
７０
年
」な
ど
多
彩
な
会
見
を
実
施

　
当
ク
ラ
ブ
が
15
年
度
に
主
催
し
た
プ
レ

ス
会
見
は
計
２
５
２
回
、
総
会
記
念
講
演

や
試
写
会
な
ど
を
加
え
た
行
事
総
数
は
２

７
８
回
に
な
り
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
だ

っ
た
14
年
度
を
超
え
て
最
高
記
録
を
更
新

し
た
。
プ
レ
ス
会
見
の
内
訳
は
、
記
者
会

見（
１
２
２
回
）、
研
究
会（
95
回
）、
記

者
ゼ
ミ（
18
回
）な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
15
年
度
の
事
業
の
特
徴
と
し
て
は
①
シ

リ
ー
ズ
企
画「
戦
後
70
年
　
語
る
・
問
う
」

な
ど
の
戦
後
70
年
関
連
会
見
②
安
保
法
制

論
議
な
ど
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス
に
即
応
し

た
会
見
設
定
③
国
内
外
に
取
材
団
を
積
極

的
に
派
遣
―
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
シ
リ
ー
ズ
企
画「
戦
後
70
年
」の
会
見

数
は
15
年
度
が
28
回
、
前
年
度
を
含
め
る

と
総
回
数
は
42
回
と
な
っ
た
。
関
連
企
画

の
村
山
富
市
元
首
相
、
河
野
洋
平
元
官
房

長
官
に
よ
る
対
談
に
は
３
２
３
人
が
出
席

し
、
15
年
度
の
最
多
を
記
録
し
た
。

　
新
し
い
安
保
法
制
を
め
ぐ
る
論
議
は
、

国
会
前
で
大
規
模
集
会
が
行
わ
れ
る
な
ど

15
年
度
最
大
の
政
治
問
題
と
な
っ
た
。
安

保
法
制
に
つ
い
て
違
憲
派
と
合
憲
派
の
双

方
の
憲
法
学
者
や
政
治
家
か
ら
、
国
連
Ｐ

Ｋ
Ｏ
の
指
揮
官
経
験
者
や
自
衛
隊
の
元
統

合
幕
僚
長
な
ど
の「
現
場
組
」ま
で
、
多

角
的
に
ゲ
ス
ト
を
選
ん
だ
。
新
聞
、
テ
レ

ビ
、
ネ
ッ
ト
な
ど
で
一
連
の
会
見
内
容
が

大
き
く
伝
え
ら
れ
、
当
ク
ラ
ブ
の
存
在
感

を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
取
材
団
派
遣
も
、
国
内
外
合
わ
せ
て
9

回
と
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
国
内
は
、
沖

縄
で
は
辺
野
古
、
米
軍
基
地
な
ど
、
東
日

本
大
震
災
関
連
で
は
福
島
第
一
原
発
を
含

む
被
災
各
地
を
訪
ね
た
。
外
国
は
、
戦
後

和
解
を
テ
ー
マ
に
ド
イ
ツ
、イ
ス
ラ
エ
ル
、

ま
た
地
震
復
興
視
察
の
た
め
中
国
・
四
川

省
を
訪
れ
た
。

収
入
微
減
、
支
出
抑
制
で
黒
字
に

　
決
算
は
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書（
25

㌻
参
照
）に
よ
る
と
、
経
常
収
益（
収
入
）

面
で
は
収
益
の
約
8
割
を
占
め
る
会
費
が

前
年
度
比
で
減
収
し
た
が
、
貸
室
収
入
な

ど
の
事
業
収
益
が
前
年
度
を
上
回
っ
た
た

め
、
収
益
全
体
で
は
約
34
万
円
の
微
減
で

3
億
９
２
２
６
万
円
と
な
っ
た
。

　
一
方
、経
常
費
用（
支
出
）は
、事
業
費
、

管
理
費
と
も
に
前
年
を
下
回
っ
た
。
人
件

費
は
定
年
な
ど
で
職
員
3
人
が
退
社
し
た

が
補
充
は
２
人
に
と
ど
め
る
な
ど
で
８
２

５
万
円
減
少
さ
せ
、
支
出
の
最
大
科
目
で

あ
る
借
室
維
持
費
は
借
室
料
の
値
下
げ
な

ど
で
２
４
１
万
円
の
減
少
と
な
り
、
経
常

費
用
の
総
額
は
前
年
比
１
５
１
万
円
減
の

３
億
８
８
７
８
万
円
と
な
っ
た（
た
だ

し
、
こ
の
う
ち
１
１
０
０
万
円
は
14
年
度

に
計
上
し
た
45
周
年
記
念
事
業
費
）。

　
全
体
で
は
、
経
常
収
益
が
経
常
費
用
を

上
回
り
、３
４
８
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）

副
理
事
長
に
荒
木
Ｎ
Ｈ
Ｋ
理
事

　
社
員
総
会
で
は
、
荒
木
裕
志
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ

理
事
、
増
田
雅
己
・
読
売
新
聞
東
京
本
社

取
締
役
論
説
委
員
長
、
吉
次
弘
志
・
テ
レ

ビ
東
京
報
道
局
長
、
土
生
修
一
・
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
事
務
局
長
の
4
人
を
理
事
に
新

任
す
る
人
事
案
件
が
承
認
さ
れ
た
。
総
会

に
続
い
て
開
か
れ
た
理
事
会
で
は
、
荒
木

理
事
を
副
理
事
長
に
、
土
生
理
事
を
専
務

理
事
に
選
定
し
た
。
中
井
前
専
務
理
事
は

顧
問
に
委
嘱
さ
れ
た
。

　
こ
の
う
ち
増
田
理
事
は
4
月
の
理
事
会

で
会
員
資
格
委
員
長
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

556_P1-5,26-28.indd   2 2016/06/06   10:10:34



3◦日本記者クラブ会報　2016.6.10　No.556

退 任にあたって

時
代
を
引
っ
張
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
集
団

�

中
井
　良
則

　
米
大
統
領
に
就
任
す
る
と
１
期
目
の
最

初
の
日
か
ら
再
選
戦
略
を
考
え
る
。で
は
、

２
期
目
の
最
初
の
日
に
は
何
を
思
い
め
ぐ

ら
す
の
だ
ろ
う
。
も
う
選
挙
は
な
い
。
と

な
る
と
、
い
か
に
レ
ガ
シ
ー
を
作
る
か
、

が
大
事
に
な
る
。
オ
バ
マ
大
統
領
が
広
島

を
訪
問
し
た
の
も
、
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
評

価
さ
れ
た
い
と
願
う
気
持
ち
が
ど
こ
か
に

あ
っ
た
は
ず
だ
。

　
レ
ガ
シ
ー
は
死
者
が
家
族
に
残
す
遺
産

だ
が
、
大
統
領
の
場
合
は
歴
史
に
名
を
残

す
業
績
を
さ
す
。

レ
ガ
シ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
の
集
団

　
も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
と
こ
ろ
よ
く
聞
く

レ
ガ
シ
ー
が
あ
る
。

　
レ
ガ
シ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
。

　
新
聞
、
放
送
な
ど「
古
い
」と
受
け
止

め
ら
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
だ
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
い
う
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
が
手
放

せ
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
な
い
時
代
が
残
し
た
遺
産
に
み
え

る
ら
し
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

の
初
出
は
２
０
０
０
年
１
月
。
新
語
紹
介

の
特
集
記
事
で
、
レ
ガ
シ
ー
を「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
以
前
の
も
の
ご
と
の
や
り
方
」

と
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

　
最
近
、
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
私
た

ち
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
、実
は
レ
ガ
シ
ー
・

メ
デ
ィ
ア
の
集
団
だ
。

　
翌
年
に
大
阪
万
博
を
控
え
た
１
９
６
９

年
だ
っ
た
。
来
日
が
相
次
ぐ
は
ず
の
外
国

の
大
統
領
、
首
相
ら
を
招
き
記
者
会
見
を

自
前
で
開
き
た
い
。
私
た
ち
の
先
輩
記
者

は
そ
う
考
え
、
会
社
を
横
断
し
た
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
組
織
を
急
い
で
作
り
上
げ
た
。

「
ク
ラ
ブ
」で
あ
る
な
ら
、
個
人
が
自
発

的
に
集
ま
る
仕
組
み
が
多
い
。
だ
が
、
記

者
が
一
人
ず
つ
参
加
す
る
方
式
は
選
ば
れ

な
か
っ
た
。

　
日
本
全
国
の
新
聞
、
放
送
、
通
信
社
、

つ
ま
り
報
道
メ
デ
ィ
ア
企
業
が
法
人
会
員

と
し
て
加
わ
り
、
分
担
し
た
会
費
で
運
営

す
る
道
を
進
ん
だ
。
法
人
会
員
社
の
役
員

や
社
員
は
会
社
か
ら
基
本
会
員
あ
る
い
は

個
人
会
員
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。

法
人
会
員
中
心
主
義
が
支
え
た

　
そ
れ
か
ら
47
年
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
こ

の
法
人
会
員
中
心
主
義
が
日
本
記
者
ク
ラ

ブ
の
活
動
を
支
え
て
き
た
。
財
政
面
で
は

会
費
収
入
の
６
割
以
上
を
法
人
会
員
が
負

担
す
る
た
め
、安
定
収
入
を
確
保
で
き
た
。

組
織
面
で
も
法
人
会
員
が
社
員
総
会
を
構

成
し
、
理
事
を
出
す
。
法
人
会
員
社
の
ベ

テ
ラ
ン
記
者
が
記
者
会
見
を
企
画
し
、
司

会
を
務
め
る
。
法
人
会
員
社
に
属
す
記
者

な
ら
ク
ラ
ブ
の
会
見
に
出
席
し
取
材
で
き

る
。
ゲ
ス
ト
の
発
言
は
法
人
会
員
社
の
紙

面
や
画
面
を
通
し
て
ニ
ュ
ー
ス
、コ
ラ
ム
、

番
組
と
し
て
報
道
さ
れ
る
。

　
企
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
主
流
で
、
記

者
も
終
身
雇
用
が
多
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
以
前
だ
っ
た
時
代
に
適
応
し
た
設
計
思

想
、
と
も
い
え
る
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
が
存
在
し
て
い
な
い

と
仮
定
す
る
と
、
報
道
界
は
ど
う
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
。
い
く
つ
も
の
大
事
な
ニ
ュ

ー
ス
が
伝
え
ら
れ
な
い
事
態
が
想
定
で
き

る
。
私
た
ち
は
日
本
社
会
の
中
で
果
た
す

べ
き
役
割
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
法
人
会
員
が
作
り
、
動
か

し
て
き
た
ク
ラ
ブ
だ
が
、
同
時
に
活
動
の

範
囲
や
性
格
も
法
人
会
員
に
規
定
さ
れ

る
。

　
た
と
え
ば
、
部
長
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
会

社
か
ら
会
員
に
登
録
さ
れ
、
初
め
て
ク
ラ

ブ
を
知
っ
た
記
者
も
い
る
。
会
費
は
会
社

が
払
い
、
人
事
異
動
で
持
ち
場
が
変
わ
れ

ば
会
員
で
な
く
な
る
。
一
人
の
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
参
加

す
る
意
識
も
、
利
用
す
る
感
覚
も
薄
い
。

せ
っ
か
く
先
人
が
作
り
出
し
た
組
織
な
の

に
、
こ
れ
で
は
も
っ
た
い
な
い
。
使
い
道

は
も
っ
と
あ
る
は
ず
だ
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
公
益
と

　
２
０
１
１
年
は
ク
ラ
ブ
の
歴
史
を
画
す

る
年
だ
っ
た
。
３
月
、
東
日
本
大
震
災
・

福
島
第
一
原
発
事
故
が
起
こ
っ
た
。
翌
４

月
、
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
た
。
公
益

を「
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の
利
益
」と

定
義
す
る
法
律
に
縛
ら
れ
る
。
法
人
会
員

の
利
益
だ
け
で
は
な
い
。
定
款
を
書
き
換

え「
表
現
の
自
由
の
擁
護
」「
国
民
の
知
る

権
利
に
資
す
る
」を
目
的
に
加
え
た
。

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
公
益
と
会
員
制
度

と
主
催
会
見
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
れ
ば
最

適
解
と
な
る
の
か
。

　
会
見
の
数
は
倍
増
し
た
。
会
見
動
画
を

公
開
し
た
。
使
い
や
す
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
刷
新
す
る
準
備
も
進
む
。
法
人
会
員
中

心
主
義
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
ど
の

企
業
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
仲
間
と
と
ら
え

新
た
な
法
人
会
員
に
迎
え
る
か
ど
う
か
、

理
事
会
が
検
討
す
る
時
も
来
る
だ
ろ
う
。

　
レ
ガ
シ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
組
織
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
い
や
、
む
し
ろ
そ
れ
ゆ

え
に
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
時
代
を
引
っ

張
り
、
時
代
に
追
い
つ
い
て
い
く
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
集
団
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
新
聞
社
か
ら
転
職
し
て
７
年
２
カ
月
。

専
務
理
事
を
土
生
修
一
さ
ん
に
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。
会
員
と
ゲ
ス
ト
の
み
な
さ
ま
に

感
謝
し
ま
す
。�

（
顧
問
）
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こ
の
本
の
表
紙
写
真
の
よ
う
に
、
そ
れ
で

も
人
知
れ
ず
、
虹
色
に
変
化
し
続
け
る
で

し
ょ
う
が
…
…
」

　
刷
り
上
が
っ
た
ば
か
り
の
短
編
集『
落

葉
　
神
の
小
さ
な
庭
で
』を
手
に
し
な
が

ら
の
、
死
の
半
年
前
の
独
白
は
あ
ま
り
に

明
晰
、
か
つ
氏
の
小
説
と
地
続
き
の
幻
想

的
な
世
界
だ
っ
た
。
夢
中
で
聴
き
取
っ
て

再
現
を
試
み
た
夕
刊
の
記
事
。
こ
れ
を
越

す
仕
事
を
い
ま
だ
私
は
し
て
い
な
い
。

　
そ
し
て
こ
の
直
後
だ
、
石
井
桃
子
さ
ん

へ
長
時
間
の
取
材
を
申
し
込
む
手
紙
を
送

っ
た
の
は
。
私
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
。

95
歳
の
石
井
さ
ん
へ
の
集
中
し
た
聴
き
取

り
が
真
夏
に
実
現
し
、
そ
の
内
容
を
核
と

し
て『
ひ
み
つ
の
王
国
』は
で
き
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
の
私
の
受
賞
を
、
だ
か
ら
誰

よ
り
、
日
野
啓
三
さ
ん
に
報
告
し
た
い
。

自
身
の
死
ま
で
、
能あ

た

う
限
り
客
観
的
に
伝

え
よ
う
と
し
た
氏
か
ら
、
作
家
を
取
材
す

る
と
は
、
文
学
と
は
ど
の
よ
う
に
厳
粛
な

も
の
で
あ
る
か
。
教
え
ら
れ
た
。

お
ざ
き
・
ま
り
こ
　
１
９
５
９
年
生
ま
れ
。
青

山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
。
82
年
読
売
新
聞

社
入
社
。
92
年
か
ら
文
化
部
。
２
０
１
５
年
か
ら

16
年
５
月
ま
で
文
化
部
長
。
６
月
か
ら
現
職
。

　
著
書
に『
現
代
日
本
の
小
説
』『
瀬
戸
内
寂
聴
に

聞
く
寂
聴
文
学
史
』『
大
江
健
三
郎
　
作
家
自
身
を

語
る
』（
大
江
氏
と
の
共
著
）な
ど
。『
ひ
み
つ
の
王

国
　
評
伝
　
石
井
桃
子
』で
15
年
春
、
芸
術
選
奨

文
部
科
学
大
臣
賞
、
新
田
次
郎
文
学
賞
を
受
賞
。

　２３
㌻
に
贈
賞
式
関
連
記
事

い
」と
帰
国
後
、
作
家
を
志
し
75
年
に
芥

川
賞
を
受
賞
す
る
。
以
降
、
臨
海
部
の
埋

め
立
て
と
高
層
化
が
進
む
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス

を
洞
察
す
る「
東
京
特
派
員
」の
よ
う
に
、

現
代
文
学
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
た
。

　
対
す
る
私
は
33
歳
。
文
芸
誌
の
新
作
を

評
す
る「
文
芸
月
評
」を
書
き
始
め
て
い

た
。
抜
擢
と
い
う
よ
り
前
任
者
が
相
次
ぎ

異
動
し
た
た
め
で
あ
る
。
日
野
さ
ん
も
よ

ほ
ど
心
配
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
月
評
の
掲

載
直
後
に
は
、「
小
説
は〝
読
み
解
く
〟も

の
じ
ゃ
な
い
」な
ど
と
、
た
い
て
い
電
話

で
小
言
が
飛
ん
で
き
た
。
親
身
な
ア
ド
バ

イ
ス
も
受
け
た
。
無
理
し
て
授
賞
式
の
二

次
会
に
行
く
必
要
は
な
い
、
そ
の
分
、
家

で
本
を
読
む
と
い
い
、
子
育
て
の
時
間
は

瞬
く
間
に
過
ぎ
る
か
ら
…
…
。

　
文
化
面
ト
ッ
プ
の
原
稿
は
そ
の
頃
４
０

０
字
詰
め
で
７
枚
余
。文
芸
誌
の
見
開
き
、

新
書
の
１
項
目
と
ほ
ぼ
同
量
で
、「
こ
の
長

さ
を
一
気
に
読
ま
せ
る
技
量
が
備
わ
れ

ば
、
単
行
本
も
書
け
る
」。そ
う
鼓
舞
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
実
際
、
こ
の
言
を
頼

り
に
私
は
１
０
０
０
枚
の
本
を
書
い
た
。

　
日
常
を
注
意
深
く
見
つ
め
つ
つ
、
文
明

批
評
へ
、
宇
宙
の
神
秘
へ
と
思
索
が
広
が

る「
流
砂
の
遠
近
法
」に
は
、
熱
心
な
読

者
が
つ
い
た
。
氏
の
自
伝
的
長
編『
台
風

の
眼
』も
文
壇
最
高
峰
の
野
間
文
芸
賞
を

93
年
に
受
賞
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
完
治
し

た
は
ず
の
腎
臓
が
ん
が
97
年
、
膀
胱
に
転

移
。
99
年
に
は
鼻
腔
が
ん
も
見
つ
か
り
、

手
術
が
繰
り
返
さ
れ
る
。「
流
砂
」は
同

年
末
に
休
載
と
な
り
、
直
後
に
は
ク
モ
膜

下
出
血
で
緊
急
搬
送
。
そ
れ
で
も
な
お
、

作
家
の
精
神
は
強
靱
で
、
珠
玉
の
短
篇
が

生
み
出
さ
れ
た
。

　
抗
が
ん
剤
治
療
が
続
く
慶
応
病
院
の
個

室
に
も
通
い
慣
れ
た
、
２
０
０
２
年
４
月

末
。
め
ず
ら
し
く
気
分
が
良
好
だ
っ
た
日

野
さ
ん
は
、「
死
を
受
け
入
れ
る
気
持
ち

に
な
っ
た
よ
」と
、
不
意
に
語
り
始
め
た
。

　「
人
間
は
俯
瞰
す
る
視
点
を
獲
得
す
る

こ
と
で
、
自
分
た
ち
を
客
観
化
す
る
能
力

を
少
し
ず
つ
、身
に
付
け
た
ん
だ
と
思
う
。

そ
の
準
備
の
中
に
、
僕
の
小
説
家
と
し
て

の
仕
事
も
含
ま
れ
る
ん
だ
ろ
う
ね
。
と
こ

ろ
が
高
層
ビ
ル
の
垂
直
の
も
ろ
さ
を
、
あ

の
９
・
11
で
思
い
知
ら
さ
れ
た
」

　「
過
去
か
ら
未
来
へ
、
世
界
を
伝
え
て

い
く
の
は
と
て
も
き
つ
い
仕
事
で
、
若
い

人
た
ち
が
僕
の
持
つ
戦
争
の
重
荷
を
い
ら

な
い
と
い
う
な
ら
、
鉄
の
戦
車
を
積
ん
だ

輸
送
船
と
い
っ
し
ょ
に
海
底
に
沈
め
て
し

ま
え
ば
い
い
。
海
底
で
腐
蝕
し
た
鉄
は
、

　
文
化
面
が
今
よ
り
ず
っ
と
多
く
の
寄
稿

で
埋
ま
っ
て
い
た
１
９
９
０
年
代
前
半
。

新
米
文
芸
記
者
の
修
業
は
も
っ
ぱ
ら
原
稿

取
り
で
、
日
野
啓
三
さ
ん
の
新
連
載「
流

砂
の
遠
近
法
」の
伴
走
を
す
る
よ
う
指
示

さ
れ
た
の
は
、93
年
６
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
60
代
半
ば
の
氏
は
、
そ
れ
は
仰
ぎ
見
る

存
在
だ
っ
た
。
東
大
の
文
学
仲
間
、
佐
野

洋
、
大
岡
信
氏
と
共
に
読
売
新
聞
に
入
社

し
、
60
年
に
初
代
ソ
ウ
ル
支
局
長
、
64
年

に
は
戦
乱
の
南
ベ
ト
ナ
ム
に
常
駐
。「
こ

の
現
実
感
覚
は
小
説
の
形
で
し
か
書
け
な

日本記者クラブ賞

文
芸
記
者
24
年

　畏
怖
す
る
先
輩
に
導
か
れ
て

�

尾
崎
　真
理
子

�

（
読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
委
員
）
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表
現
す
る
方
法
を
模
索
す
る
作
業
に
は
、

プ
ロ
と
し
て
の
経
験
と
見
識
が
必
要
で

す
。
で
す
が
、
そ
の
根
っ
こ
に
あ
る
の
は

常
に「
人
の
話
を
聴
く
」こ
と
だ
と
い
う

気
が
し
て
い
ま
す
。取
材
対
象
者
に
接
し
、

よ
り
正
確
に
、
よ
り
深
く
、
よ
り
真
実
に

近
い
と
こ
ろ
を
冷
静
に
聴
き
取
る
た
め
に

は
、
職
業
人
と
し
て
よ
り
も
、
人
間
と
し

て
ど
う
あ
る
べ
き
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
地

に
足
を
つ
け
て
、
取
材
者
と
し
て
の
自
分

自
身
を
深
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
拙
著『
原
爆
供
養
塔
』は
及
ば
ず
な
が

ら
、
私
の
取
材
人
生
前
半
に
お
け
る
ひ
と

つ
の
到
達
点
と
な
り
ま
し
た
。
広
く
報
道

の
現
場
を
経
験
し
て
こ
ら
れ
た
百
戦
錬
磨

の
諸
先
輩
方
に
、
光
を
当
て
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
、
今
後
の

糧
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ほ
り
か
わ
・
け
い
こ
　
１
９
６
９
年
生
ま
れ
。

広
島
大
学
総
合
科
学
部
卒
。
92
年
広
島
テ
レ
ビ
放

送
入
社
。
報
道
記
者
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
兼
務
し

た
後
、
２
０
０
４
年
に
退
社
。
以
来
、
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
番
組
制
作
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
を

執
筆
。

　
著
書
に
第
32
回
講
談
社
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞

を
受
賞
し
た『
死
刑
の
基
準
―「
永
山
裁
判
」が
遺

し
た
も
の
』、
第
10
回
新
潮
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
賞
を

受
賞
し
た『
裁
か
れ
た
命
―
死
刑
囚
か
ら
届
い
た

手
紙
』、『
永
山
則
夫
―
封
印
さ
れ
た
鑑
定
記
録
』

『
教
誨
師
』な
ど
が
あ
る
。

は
本
籍
や
職
業
ま
で
分
か
り
な
が
ら
、
な

ぜ
戦
後
ず
っ
と
引
き
取
り
手
が
な
い
の

か
。
い
つ
か
本
気
で
調
べ
な
く
て
は
と
思

い
な
が
ら
、
あ
ま
り
の
重
さ
に
先
送
り
に

し
て
き
た
取
材
で
す
。

　
広
島
を
離
れ
、
時
間
の
流
れ
が
早
い
東

京
に
あ
っ
て
も
、
心
の
ど
こ
か
に
や
り
残

し
た
無
念
は
引
っ
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
間
、
司
法
を
現
場
に
、
人
間
や
命
に

関
わ
る
取
材
が
続
き
ま
し
た
。
一
見
、
畑

違
い
に
見
え
る
テ
ー
マ
で
す
が
、
そ
れ
も

決
し
て
無
駄
で
は
な
く
、
再
び
広
島
に
取

り
組
む
た
め
の
機
が
熟
す
に
必
要
な
通
り

道
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
始
め
た
取
材
は
、
70
年
と
い
う
長

い
歳
月
と
の
格
闘
に
め
ま
い
を
覚
え
な
が

ら
、
ゴ
ー
ル
の
見
え
な
い
暗
闇
の
中
を
、

一
歩
進
ん
で
は
二
歩
戻
る
よ
う
な
作
業
で

し
た
。
た
っ
た
１
本
の
電
話
を
か
け
る
の

に
１
カ
月
近
く
迷
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
し
、も
う
諦
め
よ
う
か
と
思
っ
た
矢
先
、

信
じ
ら
れ
な
い
偶
然
に
導
か
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
効

率
の
悪
い
取
材
の
果
て
に
思
わ
ぬ
鉱
脈
を

　
地
方
民
放
の
記
者
と
し
て
12
年
、
上
京

し
て
フ
リ
ー
と
な
っ
て
12
年
、
広
島
と
東

京
で
の
生
活
が
ち
ょ
う
ど
半
々
と
な
っ
た

節
目
の
年
に
、
思
い
も
か
け
ぬ
賞
を
授
か

り
ま
し
た
。

　
広
島
の
平
和
記
念
公
園
の
片
隅
に
あ

る
、
原
爆
供
養
塔
。
７
万
と
も
い
わ
れ
る

引
き
取
り
手
の
な
い
遺
骨
が
眠
る
場
所
で

す
。
そ
の「
納
骨
名
簿
」
が
毎
年
７
月
、

ま
る
で
歳
時
記
の
よ
う
に
広
島
市
か
ら
発

表
さ
れ
、
私
自
身
も
何
度
か
、
お
決
ま
り

の
短
い
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
を
書
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
住
所
や
氏
名
、
中
に

掘
り
当
て
た
時
に
は
、
取
材
に
近
道
は
な

い
と
い
う
鉄
則
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

　
広
島
を
離
れ
て
何
年
も
た
っ
て
か
ら
、

再
び
広
島
に
通
い
、
山
や
海
を
越
え
て
農

村
漁
村
を
歩
き
回
る
自
分
の
姿
を
、
わ
れ

な
が
ら
不
思
議
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
供
養
塔
に
眠
る
死
者
た
ち
の
無
言

の
叫
び
に
、
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
曲
が
り
な
り
に
も
１
冊
の
本
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
本
書
の
主
人
公

と
も
い
え
る
佐
伯
敏
子
さ
ん
は
じ
め
、
多

く
の
人
々
と
出
会
え
た
お
か
げ
で
す
。
先

人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
貴
重
な
記
録
や

証
言
に
も
奮
起
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
取
材

と
は
決
し
て
単
な
る
現
在
の
描
写
や
分
析

で
は
な
く
、
過
去
か
ら
の
蓄
積
と
継
続
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
未
来
へ
と
手
を
伸
ば

す
作
業
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
局
の
社
員
と
し
て
記
者
の
仕
事

を
し
て
い
た
頃
は
、
給
料
を
も
ら
い
な
が

ら
、
自
分
の
知
り
た
い
こ
と
を
好
き
な
だ

け
調
べ
て
表
現
す
る
場
を
与
え
ら
れ
る
な

ん
て
、
こ
ん
な
面
白
い
仕
事
は
他
に
な
い

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
会
社
の
肩
書
を
捨

て
て
フ
リ
ー
に
な
っ
て
か
ら
は
、
そ
れ
は

も
は
や
仕
事
や
職
業
な
ど
と
い
う
言
葉
で

発
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
然
に
吸
っ
て

は
吐
く
息
と
同
じ
、
生
き
る
こ
と
の
一
部

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
取
材
し
て
分
析
し
、
精
査
し
、
研
磨
し
、

日本記者クラブ賞
特別賞

懸
案
だ
っ
た
原
爆
供
養
塔
と
格
闘

�

取
材
活
動
は
生
き
る
こ
と
の
一
部

�

堀
川
　惠
子
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渡
わた

辺
なべ

　靖
やすし

　慶応大学教授

　「トランプ現象の背景には、白
人中間層の転落という米社会の構
造的変化がある。理性的なオバマ
大統領への反発から、本音を聞き
たいプアホワイトの支持を得てい
る」「トランプ氏は予測不可能。過
激な発言を軌道修正して変節する
可能性も」

■5・12（木）シリーズ企画「変わるアメリカ　変わらないアメ
リカ　米大統領選」⑥／司会：播摩卓士委員／出席：67人
８ページに会見リポート

広
ひろ

瀬
せ

　道
みち

明
あき

　東京ガス社長

　「『2020年までに首都圏の電力需
要でシェア1割獲得』は大変な目
標だが、今さら下げられない」。
来春のガス自由化には「電力とガ
スのセット販売など競争はすでに
始まっている」。「エネルギー事業
を核にして新しい生活スタイルを
提供する時代が来る」とも。

■5・9（月）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑤／
司会：水野裕司委員／出席：72人

グレン・フクシマ　元米通商代表部日本担当部長

　トランプ旋風の一因は、「視聴
者が聞きたがることをズバズバ言
う」流儀にテレビ各局が飛びつい
たこと。さらに主流派候補同士の
つぶし合いもトランプ氏を利し
た。ヒラリー・クリントン氏につ
いては「有能だが、人をひきつけ
る魅力に乏しい」。

■5・18（水）シリーズ企画「変わるアメリカ　変わらないアメ
リカ　米大統領選」⑦／司会：杉田弘毅委員／出席：86人

河
かわ

野
の

　真
ま

理
り

子
こ

　早稲田大学法学学術院教授

　南シナ海をめぐる中国との対立
をフィリピンが仲裁裁判に付託し
た問題を、国際法的に解説した。

「仲裁裁判所は領有権ではなく管
轄権を扱う」「中国は裁判を欠席、
判決も無視するだろうが、長期的
には不利」。かなり難解。会見後
も質問する記者の輪ができた。

■5・13（金）研究会「南シナ海の領有権問題」／司会：坂東賢
治委員／出席：71人

田
た

中
なか

　煕
てる

巳
み

　日本原水爆被害者団体協議会事務局長

　 オ バ マ 米 大 統 領 の 広 島 訪 問
（5.27）については「歓迎とまでは
言えない。プラハ演説からの7年
間は裏切られたという感じ」。「集
団的自衛権には絶対反対」と強調
したうえで、「今回の広島訪問が
日米軍事同盟強化のために利用さ
れるのでは」と不信感も。

■5・19（木）シリーズ企画「オバマ広島訪問」①／司会：瀬口
晴義委員／出席：53人／会見詳録
９ページに田中、松尾、秋葉3氏をまとめた会見リポート

井
い

山
やま

　裕
ゆう

太
た

　囲碁七冠

　「棋士として未熟」「（AIの）アル
ファ碁は私より碁が分かってい
る」。史上初の七冠を達成しても自
己査定は厳しい。「世界を意識す
るが、海外のトップ棋士たちとの
対局が少なく、距離感がつかめな
い」との悩みも。尊敬する棋士は
坂田栄男と師匠の石井邦生九段。

■5・16（月）記者会見／司会：橋本五郎委員／出席：89人
８ページに会見リポート

松
まつ

尾
お

　文
ふみ

夫
お

　元共同通信ワシントン支局長

　オバマ大統領の広島献花を提唱
した記者。その通り実現すること
に「感慨がある」。次は安倍首相
が真珠湾、南京、重慶に献花して
は、と勧めた。中国人記者から大
統領が謝罪しないことを聞かれ

「私は謝罪を求めない。お線香を
あげる、と日本語で言うんです」。

■5・20（金）シリーズ企画「オバマ広島訪問」②／司会：杉田
弘毅委員／出席：65人

カリン・フォン・ヒッペル　英国王立防衛安全保障研究所（RUSI）所長　

　世界最古のシンクタンクの所長
に昨年11月就任。第3回日英安全
保障協力会議を今秋、東京で開催
することを発表した。「日英両国
にはそれぞれ、南シナ海における
中国、欧州におけるロシアという
脅威がある。専門知識を共有し、
安全保障の連携強化が重要」。

■5・17（火）記者会見／司会：杉田弘毅委員／通訳：西村好
美／出席：51人

秋
あき

葉
ば

　忠
ただ

利
とし

　前広島市長

　「Yes, I’d like to come」。 広 島
市長として2010年に訪米の際、オ
バマ大統領に直接、広島訪問を打
診した時の返事だと言う。「ヒロ
シマに来て、被爆の実相に触れる
ことが大事。全てはそこから始ま
る」「今回は謝罪を求める段階には
ない」

■5・23（月）シリーズ企画「オバマ広島訪問」③／司会：恵村
順一郎委員／出席：56人

セイエッド・アッバス・アラグチ　イラン外務次官

　核合意の理由は2つある、と説
明した。「米国が威嚇から敬意に
転換した。双方がウィンウィンに
変わった」。米国がまず方針を改
めた、という話だ。いまや、各国
首脳が次から次にテヘランへ。安
倍首相訪問は「両国の転換点にな
る」。元駐日大使の面目躍如。

■5・19（木）記者会見／司会：杉田弘毅委員／通訳：稲見誉
弘／出席：43人
９ページに会見リポート

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033144/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033246/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033309/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033316/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033317/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033143/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033278/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033280/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033245/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033326/
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バーバラ・ヘンドリクス　ドイツ環境・自然保護・建設・原子力安全相

　G7環境相会合で来日、福島第
一原発も視察し「原発の甚大なリ
スクを再認識した」と語った。質
問は原発政策に集中。「ドイツは
稼働している原発が22基から8基
に減ったが余剰電力を生んでい
る」「2022年までにドイツは稼働中
の全ての原発を停止できる」

■5・20（金）記者会見／司会：ヴィーラント・ワーグナー委員
／通訳：石川桂子／出席：45人

林
C h e n  W e i  L i n

成蔚　常葉大学教授

　台湾出身の政治学者が新政権を
見事な日本語で解説。若者（ひま
わり世代）の支持、「台湾人」意識
の定着などを勝因に挙げ、人事面
から新政権は「外交軍事の比重減
少、内政重視」と分析。「民主化
以降で女性比率が一番低い内閣」
との指摘は意外だった。

■5・23（月）研究会「蔡英文の台湾」／司会：坂東賢治委員／
出席：65人
10ページに会見リポート

大
お お

村
む ら

　智
さとし

　北里大学特別栄誉教授　ノーベル賞受賞者

　スキー、研究室、世話になった
先生、ノーベル賞のメダル。写真
を見せながら80年の人生を振り返
った。「ストレスで眠れなくなっ
た時、精神科の医師からパチンコ
かゴルフを勧められた。パチンコ
をやるわけにもいかず、ゴルフを
始めたらのめりこんでしまって」

■5・25（水）総会記念講演／司会：伊藤芳明理事長／出席：
171人／会見詳録
10ページに会見リポート

野
の

口
ぐ ち

　健
け ん

　登山家

　熊本県益城町に約600人収容の
テント村を設営。「テントは避難者
が求めるプライバシー保護が可能。
仮設住宅完成までの有効な『つな
ぎ』になる」。支援した片岡聡一
岡山県総社市長、菅波茂AMDA
代表も同席。震災対策への有益な
指摘が詰まった会見。動画必見。

■5・30（月）記者会見／司会：倉重篤郎委員／出席：45人／
会見詳録

稲
い な

場
ば

　雅
ま さ

紀
き

　国際NGOネットワーク「動く→動かす」事務局長

西
に し

井
い

　和
か ず

裕
ひ ろ

　名古屋NGOセンター理事長

根
ね

本
も と

　かおる　国連広報センター所長

　　　　　　　　　　　　　　５月末のG7伊勢志
摩サミットでは、国
連で昨年採択された
SDGs（持続可能な開
発目標）が初めて議題
に。NGO代表者らが

G7と連動してSDGsへの期待を語った。
■5・19（木）記者会見／司会：土生修一事務局長／出席：63人

●
ス
タ
ー
並
み
の
人
気
に
戸
惑
い

　「
こ
ん
な
に
忙
し
く
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」。
控
室
で
大

村
智
さ
ん
は
笑
顔
で
ぼ
や
い
た
。

　
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
以
来
、講
演
依
頼
が
殺
到
、「
私
の
秘
書
は
、

断
り
の
手
紙
を
書
く
こ
と
が
一
番
の
仕
事
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

専
門
の
研
究
発
表
は
大
丈
夫
だ
が
、
講
演
は
疲
れ
る
ん
で
す

よ
」。
先
生
、
ス
ミ
マ
セ
ン
。

　「
握
手
し
て
く
だ
さ
い
」「
写
真
を
一
緒
に
い
い
で
す
か
」と

街
で
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
外

国
か
ら
返
送
料
金
を
同
封
し
て
サ
イ
ン
ブ
ッ
ク
が
送
ら
れ
て
く

る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
最
近
、
路
上
で
若
い
男
性
か
ら「
あ
の
ー
、
先
生
、
女
房
の

お
腹
を
さ
す
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」と
話
し
か
け
ら
れ
た
。
男

性
の
隣
で
大
き
な
お
腹
を
か
か
え
た
奥
さ
ん
が
頭
を
下
げ
て
い

る
。

　「
い
や
あ
、
よ
わ
っ
た
な
あ
と
思
っ
た
が
、
何
か
の
お
役
に

立
つ
の
な
ら
」と
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
た
。

　「
こ
う
な
る
と
、
ノ
ー
ベ
ル
教
の
教
祖
だ
な
あ
」と
博
士
は

豪
快
に
笑
っ
た
。

●
10
階
ホ
ー
ル
に
避
難
用
テ
ン
ト
が
出
現
！

　
熊
本
地
震
の
被
災
者
救
援
の
た
め
テ
ン
ト
村
を
設
営
し
た
登

山
家
の
野
口
健
さ
ん
の
会
見
で
は
、
10
階
ホ
ー
ル
に
同
型
の
テ

ン
ト
が
張
ら
れ
た
。
エ
ベ
レ
ス
ト
で
野
口
さ
ん
が
使
っ
た
タ
イ

プ
で
、「
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ（
標
高
５
０
０
０
メ
ー
ト
ル
）で
数

カ
月
、
暮
ら
し
た
こ
と
も
あ
る
。
寒
さ
に
強
く
、
高
さ
も
あ
る
。

長
期
間
暮
ら
す
に
は
人
が
立
て
る
こ
と
が
重
要
。
テ
ー
ブ
ル
や

イ
ス
も
置
け
る
タ
ー
プ
も
役
に
立
ち
ま
す
」と
野
口
さ
ん
は
説

明
す
る
。
昨
年
の
ネ
パ
ー
ル
地
震
の
避
難
者
支
援
で
テ
ン
ト
の

威
力
を
実
感
し
た
と
い
う
。

　
今
回
も
、
集
団
生
活
の
避
難
所
で
周
囲
に
気
を
遣
っ
て
い
た

子
ど
も
連
れ
の
家
族
や
、
車
中
泊
で
不
眠
に
悩
ん
で
い
た
人
た

ち
に
歓
迎
さ
れ
た
。

　「
最
初
、
希
望
す
る
避
難
者
全
員

が
収
容
で
き
な
い
の
な
ら
不
公
平
に

な
り
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
、
と
役
所

か
ら
言
わ
れ
た
。
で
も
現
場
に
乗
り

込
み
、
車
中
泊
の
人
た
ち
に
一
人
ひ

と
り
声
を
か
け
て
回
っ
た
。
や
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
や
ら
な
い
と
手
遅
れ
に

な
る
」

　
ス
ピ
ー
ド
重
視
の
民
間
と
公
平
重

視
の
行
政
。
テ
ン
ト
村
の
背
後
に
難

題
も
あ
っ
た
。 

（
事
務
局
　
土
生
）

会
見
余
話

＊右から

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033279/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033247/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033282/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033271/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/05/r00033336/
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　「
ブ
ッ
シ
ュ
に
可
能
性
が
な
い
と
は
思

っ
て
い
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
が
共
和
党
の
大

統
領
候
補
に
な
る
こ
と
は
予
想
し
て
い
な

か
っ
た
」と
い
う
渡
辺
教
授
の
正
直
な
告

白
か
ら
始
ま
っ
た
会
見
は
、
同
じ
く
予
想

を
外
し
た
多
く
の
出
席
者
が
、
ト
ラ
ン
プ

現
象
な
る
も
の
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
い
い

　
囲
碁
界
初
の
七
冠
同
時
制
覇
を
達
成
し

た
井
山
裕
太
九
段
が
、
世
界
戦
へ
か
け
る

思
い
、
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）ソ
フ
ト
な
ど

に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
最
初
の
自
己
紹
介
で「
究
極
の
目
標
が

達
成
で
き
て
、い
ま
だ
に
信
じ
ら
れ
な
い
。

た
だ
、
棋
士
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
。

さ
ら
に
精
進
し
て
、
囲
碁
界
を
盛
り
上
げ

た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　
司
会
者
と
の
ト
ー
ク
に
入
り
、
中
国
、

韓
国
が
リ
ー
ド
す
る
国
際
囲
碁
界
に
つ
い

て
問
わ
れ
る
と
、「
中
国
は
毎
日
の
よ
う

に
ト
ッ
プ
棋
士
が
共
同
研
究
し
て
い
る

が
、
日
本
で
は
な
か
な
か
難
し
い
。
中
国

は
国
内
よ
り
世
界
戦
に
向
け
て
力
を
注
い

象
は
一
過
性
で
は
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
が
当

選
し
な
く
て
も
、
ト
ラ
ン
プ
が
う
ま
く
や

っ
た
こ
と
を
目
撃
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、

今
後
、
第
２
、
第
３
の
ト
ラ
ン
プ
が
ま
た

出
て
く
る
だ
ろ
う
」と
警
告
す
る
。

　
厄
介
な
の
は「
メ
デ
ィ
ア
が
ト
ラ
ン
プ

批
判
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
逆
に
ト
ラ
ン

プ
支
持
が
拡
大
す
る
」と
い
う
現
象
。「
メ

デ
ィ
ア
は
ワ
シ
ン
ト
ン
の
一
部
と
思
わ
れ

て
い
る
か
ら
だ
」と
い
う
分
析
に
は
、
ド

キ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
。

　「
ト
ラ
ン
プ
は
何
主
義
者
な
の
か
さ
っ

ぱ
り
分
か
ら
な
い
が『
究
極
の
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
シ
ョ
ー
』を
や
っ
て
い
る
」と
言
う

渡
辺
教
授
の
観
察
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
シ

ョ
ー
の
面
白
さ
に
期
待
す
る
人
々
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
る
現
実
を
説
明
す
る
の
に

十
分
、
説
得
力
が
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
と
政

治
の
関
係
は
、「
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
」か
ら「
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」に
、
さ
ら
に
フ
ェ

イ
ズ
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
の
結
末
を
予
測

す
る
の
は
、
い
ま
だ
不
可
能
。
結
末
を
見

た
後
に
、あ
ら
た
め
て
分
析
を
聞
き
た
い
。

企
画
委
員
　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
編
集
主
幹

播
摩
　
卓
士

＊
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
　
あ
る
設
定
下
に
素

人
の
出
演
者
た
ち
を
置
き
、
そ
こ
で
の
出
来
事

を
そ
の
ま
ま
放
映
す
る
番
組
。
撮
影
は
隠
し
カ

メ
ラ
な
ど
で
行
う
の
が
特
徴
で
、
台
本
が
な
い

環
境
で
出
演
者
の
喜
怒
哀
楽
や
人
間
関
係
な
ど

を
映
し
、
視
聴
者
に
臨
場
感
を
与
え
る
。

た
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、「
ソ
フ
ト
は
答
え

が
出
る
と
こ
ろ
は
強
く
、
大
局
観
や
感
覚

的
な
部
分
で
は
人
間
に
か
な
わ
な
い
と
思

っ
て
い
た
が
、
違
っ
た
。
む
し
ろ
、
人
間

的
に
答
え
が
分
か
ら
な
い
場
面
で
感
心
し

た
。
対
局
し
た
碁
を
見
た
限
り
で
は
、
私

よ
り
少
し
分
か
っ
て
い
る
か
な
と
思
っ

た
。
新
た
な
囲
碁
の
考
え
方
を
示
し
て
く

れ
た
か
も
し
れ
な
い
」と
高
く
評
価
し
た
。

　
26
歳
と
い
う
若
さ
な
の
に
、
い
つ
も
の

よ
う
に
、
流
れ
る
よ
う
な
受
け
答
え
。
誰

に
取
材
し
て
も
悪
評
を
聞
い
た
こ
と
が
な

い
。
ど
こ
ま
で
も
人
格
者
な
の
だ
。
質
疑

応
答
に
入
り
、「
欠
点
は
な
い
の
で
す
か
」

と
意
地
悪
な
質
問
を
投
げ
か
け
る
と
、「
自

分
の
中
で
は
、
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
。

対
局
で
言
う
と
…
…
」と
、
や
は
り
優
等

生
的
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　
お
隣
の
将
棋
界
で
は
羽
生
善
治
前
名
人

が
20
年
前
に
七
冠
を
達
成
し
て
い
る
。

「
20
年
た
っ
た
今
も
ト
ッ
プ
で
い
る
こ
と

に
尊
敬
の
思
い
し
か
な
い
。
全
盛
期
の
強

さ
よ
り
、
強
さ
が
い
か
に
長
く
続
く
か
が

よ
り
重
要
。
私
も
そ
う
あ
り
た
い
」と
羽

生
前
名
人
を
た
た
え
た
。

　
会
見
時（
５
・
16
）は
、
本
因
坊
戦
七

番
勝
負
の
防
衛
戦
真
っ
最
中
。
帰
り
道
、

「
今
日
で
、
取
材
関
係
は
ほ
ぼ
一
段
落
。

明
日
か
ら
は
対
局
に
集
中
で
す
」と
笑
顔

で
語
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

毎
日
新
聞
社
編
集
委
員
　
金
沢
　
盛
栄

の
か
、
自
問

自
答
す
る
場

と
も
な
っ

た
。

　
渡
辺
教
授

は
、「
ア
ウ

ト
サ
イ
ダ
ー

や
政
治
的
な

〝
変
わ
り
者
〟

に
有
権
者
が

殺
到
す
る
」

で
い
る
点
も

あ
る
」と
分

析
。「
今
の

状
況
で
は
出

場
も
ま
ま
な

ら
ず
悔
し

い
」と
力
を

込
め
た
。

　
韓
国
の
世

界
ト
ッ
プ
棋

士
を
負
か
し

光
景
は
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
い
く
つ
か

見
ら
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
多
数
派
だ

っ
た
白
人
の
減
少
と
、
ア
メ
リ
カ
社
会
を

支
え
て
き
た
中
間
層
の
大
幅
な
縮
小
が
構

造
的
な
背
景
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し

て
、
中
間
層
の
社
会
に
対
す
る
寛
容
度
の

低
下
を
利
用
し
た
排
外
主
義
、
孤
立
主
義

の
広
ま
り
こ
そ
が〝
ト
ラ
ン
プ
現
象
〟の

本
質
と
見
る
。
だ
と
す
れ
ば
、「
こ
の
現

渡わ
た

辺な
べ

　靖や
す
し

　慶
応
大
学
教
授

ト
ラ
ン
プ
現
象
は
一
過
性
で
は
な
い

井い

山や
ま

　裕ゆ
う

太た

　囲
碁
七
冠

人
工
知
能

「
新
た
な
囲
碁
の
考
え
方
示
し
た
」
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オ
バ
マ
米
大
統
領
の
広
島
訪
問（
５
・

27
）を
前
に
、
被
爆
団
体
代
表
者
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
前
広
島
市
長
の
３
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
今
回
の
訪
問
に
つ

い
て
考
え
を
語
っ
た
。

　
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
被
爆
者
の
団
体

で
あ
る
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

の
田
中
煕
巳
事
務
局
長（
５
・
19
）。

　
田
中
さ
ん
は
、「
も
ろ
手
を
挙
げ
て
歓

迎
で
き
な
い
」と
今
回
の
訪
問
に
対
し
、

厳
し
い
事
前
評
価
を
下
し
た
。
理
由
は
、

オ
バ
マ
大
統
領
が
２
０
０
９
年
の
プ
ラ
ハ

演
説
で
、
核
廃
絶
を
め
ぐ
る
米
国
の
道
義

的
責
任
に
言
及
し
、
米
国
の
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
批

准
を
約
束
し
た
の
に
こ
れ
ま
で
批
准
は
お

ろ
か
、
核
政
策
を
何
も
変
え
て
い
な
い
か

ら
だ
。

　
大
統
領
の
謝
罪
に
つ
い
て
は「
被
爆
者

に
謝
罪
し
て
ほ
し
い
。
た
だ
、
強
く
求
め

る
こ
と
が
核
兵
器
廃
絶
の
障
害
に
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
ぐ
っ
と
こ
ら
え
る
」と
複
雑

な
心
境
を
述
べ
た
。

　
翌
日（
５
・
20
）は
、
元
共
同
通
信
ワ

シ
ン
ト
ン
支
局
長
の
松
尾
文
夫
さ
ん
が
登

壇
し
た
。

　
イ
ラ
ン
は
、
２
０
０
２
年
に
発
覚
し
た

核
開
発
問
題
で
制
裁
に
苦
し
ん
だ
日
々
に

終
わ
り
を
告
げ
た
。
ア
ラ
グ
チ
氏
は
会
見

の
冒
頭
、
今
や
主
要
国
の
経
済
発
展
の
パ

ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
前
政
権
下
で
テ
ヘ

ラ
ン
特
派
員
だ
っ
た
私
に
は
、
こ
の
よ
う

な
日
が
来
る
と
は
想
像
で
き
な
か
っ
た
。

　「
１
月
に
核
合
意
履
行
の
日
を
迎
え
た

後
、
６
カ
国
の
国
家
元
首
が
イ
ラ
ン
を
訪

問
し
た
」。
ア
ラ
グ
チ
氏
は
イ
タ
リ
ア
や

韓
国
を
例
に
挙
げ
た
。
ロ
ハ
ニ
大
統
領
が

仏
伊
歴
訪
で
、
エ
ア
バ
ス
社
の
１
１
８
機

購
入
を
含
む
計
５
０
０
億
ド
ル
分
の
協
定

や
覚
書
を
結
ん
だ
と
報
告
。
日
本
に
は
石

　
松
尾
さ
ん
は
05
年
、
米
大
統
領
が
広
島

を
、
日
本
の
首
相
が
真
珠
湾
を
訪
れ
る

「
相
互
献
花
外
交
」を
提
案
し
た
。

　
オ
バ
マ
広
島
訪
問
実
現
で
今
度
は
日
本

側
の
対
応
が
注
目
さ
れ
る
。松
尾
さ
ん
は
、

首
相
の
真
珠
湾
訪
問
に
加
え
、「
和
解
の
た

め
、中
国
へ
は
南
京
や
重
慶
で
の
献
花
、韓

国
へ
は
首
相
が
従
軍
慰
安
婦
に（
謝
罪
の
）

手
紙
を
送
る
」と
の
提
案
を
行
っ
た
。
ま

た「
今
回
の
訪
問
実
現
は
、広
島
選
出
の
岸

田
外
相
の
存
在
が
大
き
い
」と
分
析
し
た
。

　
前
広
島
市
長
の
秋
葉
忠
利
さ
ん（
５
・

23
）は
、
今
回
の
訪
問
が
、「
最
悪
の
敵
同

士
だ
っ
た
日
米
が
最
大
の
被
害
地
ヒ
ロ
シ

マ
で
和
解
し
、
共
通
の
敵
と
戦
う
新
た
な

同
盟
関
係
に
入
る
」と
い
う
安
倍
首
相
演

出
の「
安
倍
劇
場
」に
な
る
危
険
を
指
摘

し
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
今
回
の
訪
問
に
意

義
が
あ
る
と
す
る
。

　「
広
島
に
来
た
外
国
人
は
だ
れ
も
が
人

生
が
変
わ
る
ほ
ど
の
経
験
だ
っ
た
と
い

う
。
オ
バ
マ
大
統
領
も
被
爆
の
実
相
に
触

れ
れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
核
廃
絶
に
向
か
う

気
持
ち
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
世

界
の
マ
ス
コ
ミ
が
広
島
発
で
報
道
す
る
影

響
力
も
大
き
い
」

　「
満
点
で
は
な
い
が
、
訪
問
実
現
は
評

価
し
た
い
」あ
た
り
が
御
三
方
の
事
前
評

価
の
共
通
項
か
。

（
土
生
修
一
）

極
め
る
中
東
で
イ
ラ
ン
は
唯
一
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
治
安
が
よ
く
、
政
治
的
に
安
定

し
て
い
る
」。
こ
ん
な
言
葉
も
、
以
前
と

は
違
っ
て
胸
に
響
く
。

　
こ
こ
ま
で
状
況
を
変
え
た
の
は
、
ロ
ハ

ニ
政
権
の
対
外
融
和
路
線
だ
。
ア
ラ
グ
チ

氏
は
駐
日
大
使
を
経
て
、
外
務
次
官
と
し

て
核
問
題
の
協
議
で
米
英
仏
中
ロ
独
と
渡

り
合
っ
た
。「
わ
が
国
の
外
交
政
策
は
核

協
議
を
モ
デ
ル
と
し
て
進
め
て
い
る
」。

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
」だ
。

国
際
社
会
を
安
心
さ
せ
る
発
言
だ
っ
た
。

　
た
だ
、
核
関
連
の
制
裁
が
解
除
さ
れ
て

も「
一
部
の
企
業
・
金
融
関
係
者
は（
イ

ラ
ン
と
の
取
引
に
）ま
だ
完
全
な
信
頼
を

置
け
な
い
と
考
え
て
い
る
」と
認
め
た
。

「
10
年
間
か
け
て
壊
れ
た
も
の
が
、
４
カ

月
で
元
に
戻
る
と
は
思
わ
な
い
」

　
米
国
に
と
っ
て
イ
ラ
ン
は
依
然
と
し
て

テ
ロ
支
援
国
家
で
、
核
以
外
の
独
自
制
裁

も
存
在
す
る
。
核
合
意
の
履
行
が
壊
れ
な

い
と
い
う
絶
対
の
保
証
も
な
い
。
ロ
ハ
ニ

政
権
の
後
に
保
守
強
硬
派
が
再
び
伸
長
し

た
ら
…
…
。
そ
ん
な
不
安
も
浮
か
ぶ
。

　
中
東
の
大
国
と
し
て
自
信
を
深
め
る
一

方
で
、
そ
う
簡
単
に
制
裁
前
に
戻
る
わ
け

で
は
な
い
と
い
う
現
実
も
認
識
す
る
。
ア

ラ
グ
チ
氏
の
率
直
で
冷
静
な
語
り
口
か

ら
、
現
在
の
イ
ラ
ン
が
置
か
れ
た
状
況
が

よ
く
わ
か
っ
た
記
者
会
見
だ
っ
た
。

朝
日
新
聞
社
国
際
報
道
部
　
吉
武
　
祐

油
・
天
然
ガ

ス
や
自
動
車

な
ど
の
分
野

で
投
資
を
呼

び
か
け
、
新

幹
線
や
原
発

建
設
で
の
協

力
希
望
ま
で

飛
び
出
し

た
。

　「
混
乱
を

セ
イ
エ
ッ
ド
・
ア
ッ
バ
ス
・

ア
ラ
グ
チ
　イ
ラ
ン
外
務
次
官

自
信
深
め
る
中
東
の
大
国

シ
リ
ー
ズ
企
画

「
オ
バ
マ
広
島
訪
問
」

立
場
異
な
る
３
者

実
現
へ
の
評
価
は
一
致
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５
月
20
日
、
民
進
党
の
蔡
英
文
主
席
が

新
し
い
台
湾
総
統
に
就
任
し
て
３
日
後
の

会
見
だ
っ
た
。
テ
ー
マ
は「
蔡
英
文
の
台

湾
」。
蔡
政
権
で
台
湾
は
ど
う
な
る
か
、

蔡
政
権
を
生
ん
だ
台
湾
社
会
は
ど
う
変
化

し
た
か
、
２
つ
の
問
題
に
注
目
し
た
。

　
20
年
前
、
台
湾
初
の
民
選
総
統
に
李
登

　
昨
年
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
大
村

智
博
士
の
総
会
記
念
講
演
会
は
、
何
度
も

笑
い
に
包
ま
れ
た
。

　
山
梨
県
の
農
家
に
生
ま
れ
、
農
繁
期
は

夜
明
け
前
か
ら
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
た
。

一
方
、
農
閑
期
は
大
好
き
な
ス
キ
ー
に
熱

中
、
国
体
に
も
出
場
し
た
。

　
う
ま
く
な
る
に
は「
レ
ベ
ル
の
高
い
と

こ
ろ
に
い
る
こ
と
。
い
つ
の
間
に
か
自
分

も
レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
」。
勝
つ
た
め
に

は「
学
ん
で
い
る
だ
け
で
は
ダ
メ
。
独
自

の
方
法
が
必
要
」。
そ
れ
を
そ
の
後
の
人

生
で
も
実
践
し
て
き
た
と
話
す
。
必
要
な

こ
と
は
全
て
ス
キ
ー
に
学
ん
だ
と
言
っ
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
講
演
で
紹
介
さ
れ
た
写
真
は
、
他
の
人

と
一
緒
に
写
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

　
林
氏
は
、
台
湾
社
会
の
変
化
を
示
す
例

の
ひ
と
つ
と
し
て
１
２
９
万
人
の「
首
投

族（
今
回
、
初
め
て
選
挙
権
を
行
使
し
た

若
い
有
権
者
）」の
投
票
傾
向
を
挙
げ
た
。

蔡
氏
の
得
票
は
４
年
前
の
総
統
選
よ
り
約

80
万
票
増
え
て
い
る
の
で
、
若
い
世
代
の

票
が
蔡
氏
に
流
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
首
投
族
が
生
ま
れ
た
時
、
台
湾
の
民
主

化
が
起
き
た
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
民
主
主

義
体
制
の
下
で
育
っ
た
若
者
た
ち
が
、
民

主
主
義
を
認
め
な
い
中
国
か
ら「
ひ
と
つ

の
中
国
」を
押
し
つ
け
ら
れ
て
も
同
意
で

き
な
い
の
は
無
理
も
な
い
こ
と
だ
。今
後
、

選
挙
権
を
得
る
若
者
た
ち
が「
自
分
は
中

国
人
」と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を

持
つ
と
は
考
え
に
く
い
。

　
だ
が
、
建
国
以
来
、
民
主
主
義
を
体
験

し
た
こ
と
が
な
い
中
国
人
に
は
台
湾
の
若

者
の
意
識
は
理
解
で
き
な
い
。
ま
し
て
習

近
平
国
家
主
席
は
文
革
世
代
だ
。
最
近
の

発
言
を
見
る
と「
共
産
党
へ
の
忠
誠
」だ

の「
共
産
党
中
央
へ
の
絶
対
服
従
」だ
の
、

ア
ナ
ク
ロ
な
思
考
が
目
立
つ
。
台
湾
が

「
絶
対
服
従
」を
拒
否
す
れ
ば
、
武
力
行

使
を
た
め
ら
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
蔡
総
統
は
独
裁
政
権
の
恐
ろ
し
さ
を
知

る
世
代
。
中
国
に
関
す
る
発
言
は
極
め
て

慎
重
。
不
確
実
性
の
時
代
の
台
湾
に
は
蔡

氏
の
知
恵
が
必
要
だ
。

毎
日
新
聞
出
身
　
金
子
　
秀
敏

が
う
か
が
え
た
。
渡
米
後
は
、
著
名
な
研

究
者
と
の
記
念
写
真
が
続
い
た
。
早
く
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。

　
受
賞
理
由
と
な
っ
た
エ
バ
ー
メ
ク
チ
ン

は
、
ゴ
ル
フ
場
で
見
つ
か
っ
た
。
そ
の
ゴ

ル
フ
を
始
め
た
き
っ
か
け
に
驚
い
た
。

　「
夜
眠
れ
な
く
な
っ
た
」と
き
、
精
神

科
医
に「
パ
チ
ン
コ
か
ゴ
ル
フ
か
。
他
の

こ
と
を
忘
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
な
さ

い
」と
言
わ
れ
た
と
い
う
。「
５
年
で
ハ

ン
デ
ィ
５
ま
で
い
っ
た
」。
や
は
り
ノ
ー

ベ
ル
賞
学
者
は
違
う
。

　
無
償
の
薬
で
熱
帯
地
方
の
人
た
ち
を
救

っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
伝
統
の
あ
る
北
里

研
究
所
を
再
建
し
た
。

　
再
建
を
決
心
し
た
と
き「
あ
な
た
は
い

つ
も
給
料
の
安
い
と
こ
ろ
に
行
く
、
と
家

内
に
言
わ
れ
た
」と
笑
っ
た
。
だ
が
、
夫

人
は「
研
究
を
や
る
の
が
条
件
で
す
よ
」

と
付
け
加
え
た
と
い
う
。
内
助
の
功
が
あ

っ
た
の
だ
。

　
受
賞
が
決
ま
っ
た
日
の
記
者
会
見
を
思

い
出
し
た
。
首
相
か
ら
か
か
っ
て
き
た
電

話
を
手
に
し
た
職
員
が
現
れ
た
。
大
村
さ

ん
は
大
勢
の
記
者
が
待
っ
て
い
る
か
ら

と
、
電
話
に
出
ず
に
会
見
を
始
め
た
。

　
講
演
を
聴
い
て
、
こ
の
人
だ
か
ら
で
き

た
の
だ
と
感
じ
た
。

東
京
新
聞
論
説
委
員
　
井
上
　
能
行

輝
氏
が
選
ば

れ
た
。
そ
の

時
か
ら
総
統

選
挙
を
見
て

き
た
。毎
回
、

台
湾
の
熱
気

に
あ
お
ら
れ

て
高
揚
し
た

が
、
今
回
は

政
権
交
代
が

起
き
た
と
い

う
の
に
、
総
統
就
任
式
後
も
ど
こ
か
不
安

が
残
る
。「
不
確
実
性
の
時
代
に
入
っ
た
」

と
い
う
国
民
党
の
洪
秀
柱
主
席
の
言
葉
が

引
っ
か
か
る
。
台
湾
も
中
国
も
、
米
国
も

日
本
も
、
近
未
来
に
何
が
起
き
る
か
分
か

ら
な
い
霧
の
中
に
入
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
思
っ
て
聞
い
た
せ
い
か
、
林
成

蔚
氏
も
慎
重
に
言
葉
を
選
ん
で
い
る
よ
う

に
思
え
た
。

林Chen W
ei Lin

成
蔚
　常
葉
大
学
教
授

不
確
実
性
の
時
代
の
不
安

大お
お

村む
ら

　智さ
と
し

　北
里
大
学
特
別
栄
誉
教
授

ノ
ー
ベ
ル
賞
に
必
要
な
知
恵
は

ス
キ
ー
で
学
ん
だ
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記 者ゼミ　次世代ジャーナリストの必須IT講座①②

　「
パ
ナ
マ
文
書
」

が
世
界
に
衝
撃
を
広

げ
る
中
で
、「
次
世

代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
必
須
Ｉ
Ｔ
講
座
」

は
始
ま
っ
た
。
同
文

書
公
開
に
至
る
経
緯

で
、
記
者
は
情
報
源

と
の
通
信
を
常
に
暗

号
化
し
双
方
の
安
全

を
保
つ
必
要
が
あ
っ

た
し
、
テ
キ
ス
ト
や

画
像
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
形
式
の
２
・
６
テ

ラ
バ
イ
ト
に
及
ぶ
フ

ァ
イ
ル
を
処
理
・
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
も
し
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
取

り
扱
え
な
い
者
に
渡
っ
て
い
た
ら
、
同
文

書
は
い
ま
だ
明
る
み
に
出
な
い
ま
ま
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
第
１
回
講
座
で

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の

基
礎
知
識
を
学
び
、
暗
号
化
メ
ー
ル
と
コ

マ
ン
ド
ラ
イ
ン
の
実
習
を
行
っ
た
。
日
常

的
に
使
わ
れ
て
い
る
メ
ー
ル
や
パ
ス
ワ
ー

ド
が
ど
れ
だ
け
安
全
性
の
低
い
も
の
か
、

米
国
を
筆
頭
に
各
情
報
機
関
が
膨
大
な
情

身
を
守
る
手
段
の
１
つ
と
し
て
暗
号
化
通

信
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
が
、
大
事
な
点

は
、
今
日
安
全
な
技
術
も
明
日
に
は
破
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
を
契

機
に
、
自
ら
勉
強
を
続
け
る
こ
と
が
肝
要

と
感
じ
た
。

　
コ
マ
ン
ド
ラ
イ
ン
実
習
で
は
、
大
量
の

デ
ー
タ
処
理
や
フ
ァ
イ
ル
の
定
型
操
作
な

ど
を
効
率
的
に
行
え
る
コ
マ
ン
ド
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
体
験
し
た
。
パ
ナ
マ
文
書
だ
け

で
な
く
、
先
だ
っ
て
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
賞
を

受
賞
し
た
、
警
官
に
よ
る
民
間
人
射
殺
を

扱
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
の
報
道

も
、
デ
ー
タ
分
析
を
駆
使
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　
と
こ
ろ
で
実
習
の
最
終
課
題
は「
４
桁

の
暗
証
番
号
付
き
の
圧
縮
フ
ァ
イ
ル
を
解

凍
す
る
」と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
有
志
に

セキュリティーの基礎とコマンドライン実習

デジタルデータの取り扱いは
記者の必須技術に

５・10（火）講師：松浪功・中日新聞電子編集部／出席：49人＋ネット視
聴７人

正規表現とデータ整形

「きれいなデータ」化で実感した
ITスキルの重要性

５・24（火）講師：西尾能人・朝日新聞社統合編集センター次長／出席：
41人＋ネット視聴３人

報
を
収
集
し
、
個
人
を
丸
裸

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
と

い
っ
た
点
が
解
説
さ
れ
た
。

　
そ
の
上
で
、
取
材
源
と
自

今シリーズはゼミ生同士で教え学び合う

よ
る
補
講
の
お
か
げ
も
あ

っ
て
筆
者
も
成
功
し
た

が
、
こ
れ
は
つ
ま
り
、
素

人
で
も
数
時
間
勉
強
す
れ

ば
４
桁
の
暗
号
な
ど
無
き

に
等
し
く
な
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
こ
こ
で
も
あ
ら

た
め
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
の
難
し
さ
を
実
感
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

産
経
新
聞
社
編
集
局
経
済

本
部

松
田
　
麻
希

　
ニ
ュ
ー
ス
価
値
の

あ
る
デ
ー
タ
が
手
元

に
あ
る
が
、
不
必
要

な
情
報
も
混
じ
っ
て

い
て
、
す
ぐ
に
記
事

や
図
表
に
使
え
な
い

―
―
。
日
々
の
業
務

で
、
こ
う
し
た
状
況

に
直
面
し
た
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
２

回
目
の
記
者
ゼ
ミ

は
、
そ
ん
な
時
に
役

に
立
つ「
正
規
表
現

と
デ
ー
タ
整
形
」が

テ
ー
マ
。
講
師
の
西

処
理
し
や
す
い
形
に
加
工
し

た
。

　
記
事
や
図
表
に
ま
と
め
る

に
は
、
元
デ
ー
タ
を
こ
う
し

　
文
書
入
力
・
編
集
ソ
フ
ト

「
ア
ト
ム
」を
使
っ
た
実
習

で
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
の
成

績
一
覧
か
ら「
打
数
」や「
安

打
」な
ど
の
文
字
だ
け
を
一

括
処
理
で
削
り
、
数
字
だ
け

を
抜
き
出
し
た
。
デ
ー
タ
整

形
ソ
フ
ト「
オ
ー
プ
ン
リ
フ

ァ
イ
ン
」を
使
っ
た
実
習
で

は
、
熊
本
地
震
の
デ
ー
タ
か

ら「
緯
度
」や「
経
度
」「
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
」を
示
す
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
取
り
除
き
、

尾
さ
ん
が「
ツ
ー
ル
と
し
て
有
用
に
使
え

る
」と
お
薦
め
の
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
実
践

的
な
も
の
に
な
っ
た
。

た「
き
れ
い
な
デ
ー
タ
」に
す
る
下
準
備

は
必
須
だ
。
ひ
た
す
ら
削
除
ボ
タ
ン
を
押

せ
ば
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
ミ
ス
と

は
背
中
合
わ
せ
だ
。
時
間
も
か
か
る
し
、

作
業
要
員
も
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
基
本
的

な
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、「
作
業
を

自
動
化
し
た
方
が
い
い
」と
い
う
西
尾
さ

ん
の
話
は
説
得
力
が
あ
っ
た
。

　
租
税
回
避
地
の
利
用
実
態
を
暴
い
た

「
パ
ナ
マ
文
書
」の
デ
ー
タ
量
は
文
庫
本

２
万
６
０
０
０
冊
に
相
当
す
る
。
そ
こ
ま

で
膨
大
な
デ
ー
タ
で
な
く
て
も
、
提
供
さ

れ
た
デ
ー
タ
が
紙
だ
け
だ
っ
た
り
、
電
子

デ
ー
タ
で
も
不
必
要
な
情
報
が
混
じ
っ
て

い
た
り
し
て
、
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
は
よ

く
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
デ
ー
タ
化
さ

れ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
取
材
現
場
で

直
面
す
る
デ
ー
タ
は
、
増
え
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
減
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
広
が
る「
情
報
の
大
海
」を
前
に
、
わ

れ
わ
れ
は
徒
手
空
拳
で
挑
も
う
と
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト

を
使
い
こ
な
す
Ｉ
Ｔ
の
基
礎
知
識
の
重
要

性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
た
。

読
売
新
聞
東
京
本
社
経
済
部
記
者小

川
　
直
樹
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オ
バ
マ
米
大
統
領
　
広
島
訪
問�

城
戸

　収（
中
国
新
聞
社
）

評
価
は
ま
だ
早
い

　
　「
核
な
き
世
界
」実
現
へ
声
上
げ
続
け
る

　
広
島
は
５
月
27
日
、
被
爆
71
年
の
夏
を

前
に
初
め
て
、
原
爆
を
投
下
し
た
米
国
の

オ
バ
マ
大
統
領
の
訪
問
を
受
け
た
。
歴
史

的
な
１
日
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

た
だ
オ
バ
マ
氏
の
訪
問
、
そ
の
演
説
に
つ

い
て
評
価
す
る
こ
と
は
ま
だ
早
い
の
で
は

な
い
か
、
と
感
じ
て
い
る
。

　
訪
問
を
、
被
爆
者
も
市
民
も
総
じ
て
好

意
的
に
受
け
止
め
た
。「
謝
罪
」を
求
め

る
声
は
大
き
く
は
な
ら
な
か
っ
た
。だ
が
、

当
然
で
は
あ
る
が
歓
迎
一
色
で
は
な
い
。

原
爆
で
肉
親
を
奪
わ
れ
た
人
も
い
る
。
放

射
線
を
浴
び
今
も
病
に
苦
し
む
人
も
い

る
。
そ
の
胸
の
内
が
、
差
は
あ
っ
て
も
波

立
た
な
い
わ
け
は
な
い
。

　
編
集
局
内
も
そ
う
だ
っ
た
。
日
米
両
政

府
が
言
い
立
て
た「
未
来
志
向
」や「
和

解
」と
い
う
言
葉
に
違
和
感
を
覚
え
る
と

の
声
は
根
強
か
っ
た
。
現
職
大
統
領
の
訪

問
を
前
向
き
に
打
ち
出
し
た
方
が
い
い
、

と
い
う
主
張
も
あ
っ
た
。
意
見
が
割
れ
る

と
い
う
の
で
は
な
い
。
多
く
は
、
少
な
く

と
も
私
は
、
そ
う
し
た
感
情
が
振
り
子
の

よ
う
に
揺
れ
な
が
ら
当
日
を
迎
え
た
。

限
ら
れ
た
取
材
機
会 

詳
細
も
直
前
ま
で
分
か
ら
ず

　
現
職
大
統
領
の
広
島
訪
問
を
ど
う
紙
面

に
刻
む
か
。
議
論
を
重
ね
る
中
で
一
致
し

た
の
は
、
オ
バ
マ
氏
に
平
和
記
念
公
園
に

立
つ
重
み
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

だ
。
公
園
に
は
か
つ
て
街
が
あ
り
、
一
発

の
原
爆
が
多
く
の
人
を
消
し
去
っ
た
。
目

を
背
け
ら
れ
て
は
訪
問
の
意
味
は
な
い
。

　
だ
が
、
想
定
以
上
に
取
材
機
会
は
限
ら

れ
た
。
広
島
滞
在
は
１
時
間
32
分
、
公
園

に
は
52
分
。
代
表
撮
影
が
多
く
、
周
辺
の

ビ
ル
屋
上
か
ら
は
警
備
上
の
制
約
で
撮
影

で
き
な
い
。
公
園
が
見
渡
せ
る
マ
ン
シ
ョ

ン
を
訪
ね
、
住
人
に
撮
影
さ
せ
て
も
ら
う

よ
う
頼
ん
で
回
っ
た
。
原
爆
資
料
館
の
見

学
も
非
公
開
。
ど
ん
な
展
示
を
見
た
の
か

さ
え
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
当
日
の
行
程
も
漏
れ
伝
わ
っ
て
は
き
て

い
た
も
の
の
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
判
明
し
な

か
っ
た
。
訪
問
行
事
に
招
待
さ
れ
た
被
爆

者
に
外
務
省
か
ら
打
診
が
あ
っ
た
の
は

前
々
日
夜
。
オ
バ
マ
氏
と
の
抱
擁
が
世
界

に
発
信
さ
れ
た
被
爆
者
、
森
重
昭
さ
ん
の

出
席
を
把
握
し
た
の
は
前
日
だ
っ
た
。

　
公
園
へ
の
立
ち
入
り
制
限
が
解
除
さ
れ

た
の
が
午
後
６
時
35
分
。
本
格
的
な
周
辺

取
材
は
そ
こ
か
ら
始
ま
る
タ
イ
ト
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
。「
有
事
」も
考
慮
し

て
支
社
局
か
ら
記
者
を
集
め
、
総
勢
70
人

以
上
で
何
と
か
乗
り
切
っ
た
。

　
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
言
え
ば
、
17
分
間
に
及

ん
だ「
ヒ
ロ
シ
マ
演
説
」。
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
は
事
前
に「
数
分
間
の
所
感
」と
公

表
し
て
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
配
慮
が
行
き

届
い
た
内
容
に
、
わ
ざ
と
短
め
の
所
感
と

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
の
で
は
と
勘
ぐ
り
た
く

な
っ
て
し
ま
う
。

　
振
り
返
れ
ば
日
米
の
和
解
演
出
が
そ
こ

か
し
こ
に
あ
っ
た
。
米
側
の
森
さ
ん
招
待

も
そ
の
１
つ
。
森
さ
ん
は
長
年
、
被
爆
死

し
た
米
兵
の
調
査
を
し
て
き
た
。
米
側
が

森
さ
ん
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
広
島
訪
問

の
正
式
決
定
直
前
。
実
は
本
紙
記
者
と
米

関
係
者
と
の
や
り
と
り
が
き
っ
か
け
だ
。

そ
ん
な
細
か
い
情
報
も
漏
ら
さ
ず
に
生
か

し
た
米
側
の
姿
勢
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

　
オ
バ
マ
氏
の
広
島
訪
問
を
日
米
両
政
府

と
も
成
功
と
み
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
だ
が

評
価
す
る
の
は
ま
だ
先
だ
。
日
米
両
首
脳

が
被
爆
地
で
う
た
っ
た「
核
兵
器
な
き
世

界
」に
向
け
、
行
動
で
示
し
て
こ
そ
歴
史

的
意
義
を
持
ち
得
る
。
被
爆
地
の
新
聞
社

と
し
て
、
そ
う
指
摘
し
続
け
る
。

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス

き
ど
・
お
さ
む
▼
１
９
９
６
年
入
社
　
報
道
部

広
島
県
政
　
広
島
市
政
各
キ
ャ
ッ
プ
　
東
京
支

社
勤
務
な
ど
を
経
て
　
今
年
３
月
か
ら
報
道
部

デ
ス
ク

　
当
日
の
朝
刊
に
４
㌻
特
集
を
組
ん

だ
。
オ
バ
マ
氏
本
人
に
読
ん
で
も
ら

う
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
。
メ
ー
ン
は
１

９
９
７
年
か
ら
２
０
０
０
年
に
か
け

て
爆
心
地
一
帯
の
生
と
死
を
追
い
掛

け
た「
遺
影
は
語
る
」総
集
編
。
１

８
８
２
人
の
遺
影
を
見
開
き
で
再
掲

し
た
。
社
説
、
訪
問
決
定
後
か
ら
走

ら
せ
た
被
爆
者
の
声
の
連
載
の
一
部

と
と
も
に
英
訳
し
て
掲
載
し
た
。
さ

ら
に
、
当
日
の
言
動
を
克
明
に
記
録

し
よ
う
と
し
た
。
謝
罪
の
言
葉
は
な

く
と
も
、
そ
れ
ら
に
全
て
が
表
れ
る

と
考
え
た
。

「オバマさん、読んで
ください」――1882
人の遺影が並ぶ見
開きと被爆者の声
の英訳が載る特集。
訪問当日5月27日
付中国新聞朝刊
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三
菱
自
動
車
燃
費
偽
装�

是
枝

　智（
読
売
新
聞
社
）

大
き
かっ
た
不
正
の
代
償

　
　
業
界
・
行
政
の
課
題
は
重
い

　
ま
た
か
―
―
。

　
４
月
20
日
午
後
。
第
１
報
を
聞
い
た
時

の
正
直
な
感
想
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
す
ぐ

に
思
っ
た
。「
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な

る
」。
そ
の
後
は
懸
念
し
た
通
り
の
展
開

を
た
ど
り
、
自
動
車
業
界
の
再
編
に
ま
で

発
展
す
る
と
い
う
お
ま
け
ま
で
付
い
た
。

　
三
菱
自
動
車
に
よ
る
燃
費
デ
ー
タ
の
偽

装
問
題
で
あ
る
。

会
見
２
時
間 

「
再
犯
」に
厳
し
い
質
問
続
く

　
相
川
哲
郎
社
長
ら
が
出
席
し
て
午
後
５

時
す
ぎ
か
ら
国
土
交
通
省
で
始
ま
っ
た
記

者
会
見
は
、
約
２
時
間
に
及
ん
だ
。

　
独
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の
よ
う
に
排

ガ
ス
量
を
試
験
の
時
だ
け
少
な
く
見
せ
か

け
た
排
ガ
ス
不
正
と
は
異
な
る
も
の
の
、

２
０
０
０
年
代
の
リ
コ
ー
ル
隠
し
で
再
生

を
誓
っ
た
は
ず
の
三
菱
自
の「
再
犯
」だ

け
に
、
厳
し
い
質
問
が
相
次
い
だ
。

　
ユ
ー
ザ
ー
が
車
を
購
入
す
る
際
、
燃
費

の
良
さ
は
判
断
材
料
の
１
つ
に
な
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
菱
自
は
、
燃
費
測

定
の
基
と
な
り
、
空
気
抵
抗
を
含
め
た
車

両
全
体
の
抵
抗
を
指
す「
走
行
抵
抗
」の

デ
ー
タ
を
不
正
に
算
出
し
て
い
た
。

　
具
体
的
に
は
、
国
が
定
め
た
測
定
方
法

と
は
異
な
る
や
り
方
で
測
っ
て
い
た
だ
け

で
な
く
、
軽
自
動
車
の「
ｅ
Ｋ
ワ
ゴ
ン
」

や「
デ
イ
ズ
」（
日
産
自
動
車
向
け
）で
は

燃
費
を
良
く
見
せ
る
た
め
に
都
合
の
良
い

ウ
ソ
の
走
行
抵
抗
値
を
使
っ
て
い
た
。

　
国
交
省
が「
こ
れ
は
架
空
の
デ
ー
タ
を

使
っ
た
捏
造
だ
」と
厳
し
く
批
判
す
る
ほ

ど
の
内
容
だ
っ
た
。
そ
の
後
、「
Ｒ
Ｖ
Ｒ
」

な
ど
で
走
行
抵
抗
を
実
測
せ
ず
、
机
上
計

算
し
て
い
た
事
例
が
明
ら
か
に
な
り
、
三

菱
自
の
信
頼
は
失
墜
し
た
。

　「
競
合
が
激
し
い
軽
自
動
車
分
野
で
の

燃
費
ト
ッ
プ
達
成
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
」

「
硬
直
化
し
た
人
事
」「
高
圧
的
言
動
に
よ

る
物
言
え
ぬ
風
土
の
醸
成
」―
―
。

　
入
手
し
た
三
菱
自
の
国
交
省
へ
の
報
告

書
に
は
、
燃
費
デ
ー
タ
不
正
を
働
い
た
背

景
に
つ
い
て
、
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ど
ん
な
企
業
に
も
目
標
は
あ
る
。「
そ

れ
を
達
成
す
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
が

悪
い
の
か
」。
不
適
切
な
会
計
処
理
が
発

覚
し
た
東
芝
の
幹
部
も
、
そ
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

　
し
か
し
、
実
現
で
き
な
い
よ
う
な
目
標

は
空
想
だ
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
社
会
に
お
い

て
、
幹
部
の
無
理
な
指
示
に
部
下
が
逆
ら

う
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
根
拠
の
な
い
目

標
を
掲
げ
、
達
成
を
強
い
る
幹
部
の
言
動

は
無
責
任
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

周
到
な
準
備
進
め
た
日
産 

か
ん
口
令
敷
か
れ
取
材
は
難
航

　
消
費
者
を
欺
い
た
代
償
は
大
き
か
っ
た
。

　
５
月
12
日
。
日
産
本
社
近
く
に
あ
る
横

浜
市
の
会
見
場
に
姿
を
現
し
た
日
産
の
カ

ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
社
長
と
三
菱
自
の
益
子

修
会
長
の
表
情
は
対
照
的
だ
っ
た
。

　
不
正
発
覚
か
ら
わ
ず
か
３
週
間
余
り

で
、
三
菱
自
が
日
産
の
事
実
上
傘
下
に
収

ま
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
だ
。

　
も
と
も
と
、
日
産
は
三
菱
自
と
の
提
携

拡
大
を
模
索
し
て
い
た
。
そ
こ
に
降
っ
て

湧
い
た
の
が
燃
費
偽
装
問
題
だ
。
三
菱
自

の
株
価
は
ほ
ぼ
半
値
に
な
っ
た
。
日
産
か

ら
見
れ
ば
、
狙
っ
て
い
た
企
業
を
半
額
で

手
に
入
れ
ら
れ
る
。
ゴ
ー
ン
社
長
が
チ
ャ

ン
ス
を
逃
す
は
ず
も
な
か
っ
た
。

　
日
産
、
三
菱
自
の
社
内
に
は
か
ん
口
令

が
敷
か
れ
、
極
秘
交
渉
の
取
材
は
難
航
し

た
。
半
年
や
１
年
か
か
る
こ
と
が
珍
し
く

な
い
企
業
の
合
併
・
買
収（
Ｍ
＆
Ａ
）交

渉
が
短
期
間
で
ま
と
ま
っ
た
の
は
、
日
産

が
周
到
に
準
備
し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

合
意
内
容
を
見
れ
ば
、
日
産
が
有
利
に
交

渉
を
運
ん
だ
こ
と
は
一
目
瞭
然
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
三
菱
自
を
支
え
て
き
た
三
菱

グ
ル
ー
プ
の「
御
三
家
」（
三
菱
重
工
業
、

三
菱
商
事
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）も
、

「
お
荷
物
」を
処
理
で
き
る
の
だ
か
ら
反

対
す
る
理
由
は
な
か
っ
た
。

　
燃
費
不
正
は
ス
ズ
キ
に
飛
び
火
し
て
い

る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
性
善
説
を
前
提

に
し
て
き
た
車
の
燃
費
測
定
や
、
型
式
指

定
制
度
の
欠
陥
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一

連
の
問
題
が
自
動
車
業
界
や
行
政
に
投
げ

か
け
た
課
題
は
重
い
と
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
え
だ
・
さ
と
し
▼
１
９
９
２
年
入
社
　
経

済
部
　
ロ
ン
ド
ン
支
局
な
ど
を
経
て
　
２
０
１

３
年
か
ら
経
済
部
次
長

記者会見で頭を下げる三菱自動車の益子修会長（右）と
相川哲郎社長（５月１１日／東京都千代田区／読売新聞社提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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大
分
発
　
熊
本
地
震�

友
永

　敬
介（
大
分
合
同
新
聞
社
）

観
光
に
深
刻
な
影

　
　
大
分
･
熊
本
両
県
で
危
機
突
破
め
ざ
し
た
い

　
４
月
16
日
午
前
１
時
25
分
、
別
府
市
内

の
自
宅
で
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
横
揺
れ
を
感
じ
て
目
を
覚
ま
し
た
。

大
分
県
内
で
は
別
府
と
湯
布
院（
由
布
市

湯
布
院
町
）で
県
内
観
測
史
上
最
大
と
な

る
震
度
６
弱
を
記
録
。
直
後
に
別
府
市
内

を
取
材
す
る
と
、
ホ
テ
ル
駐
車
場
に
は
パ

ジ
ャ
マ
や
浴
衣
姿
で
慌
て
て
飛
び
出
し
た

宿
泊
客
が
不
安
そ
う
に
集
ま
っ
て
い
た
。

　
熊
本
と
大
分
の
地
震
で
は
、
熊
本
県
益

城
町
で
震
度
７
を
記
録
し
た
同
14
日
の
前

震
と
16
日
の
本
震
以
降
、
熊
本
県
内
と
大

分
県
別
府
、
湯
布
院
地
域
を
震
源
と
す
る

余
震
が
相
次
い
だ
。
デ
ス
ク
と
し
て
本
社

と
別
府
支
社
や
湯
布
院
を
担
当
す
る
由
布

支
局
と
の
連
絡
、
出
稿
調
整
な
ど
に
当
た

っ
た
。

　
16
日
の
本
震
直
後
は
県
内
で
も
Ｊ
Ｒ
な

ど
の
交
通
機
関
が
止
ま
り
、
観
光
客
が
家

に
帰
れ
な
い
状
況
も
起
き
た
。
宿
泊
キ
ャ

ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
観
光
地
か
ら
人
影
が

消
え
た
。
取
材
す
る
記
者
た
ち
も
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
事
態
に
戸
惑
っ
て
い
る
様

子
が
分
か
っ
た
し
、
原
稿
を
受
け
取
っ
た

私
自
身
、「
こ
ん
な
こ
と
が
本
当
に
起
き

て
い
る
の
か
」と
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

応
援
記
事
と
被
災
状
況 

同
居
の
ジ
レ
ン
マ

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク（
Ｇ
Ｗ
）に
入

る
と
、
被
災
地
も
や
や
元
気
を
取
り
戻
し

た
か
に
み
え
た
。
金き

ん

鱗り
ん

湖こ

や
土
産
品
店
が

並
ぶ
湯
布
院
の「
湯
の
坪
街
道
」を
取
材

し
た
由
布
支
局
長
は
、「
思
っ
た
よ
り
お

客
さ
ん
が
多
く
て
業
者
も
喜
ん
で
い
ま

す
」と
伝
え
て
く
れ
た
。
支
局
長
も
被
災

者
と
な
り
、
避
難
所
で
住
民
と
と
も
に
不

安
な
夜
を
過
ご
し
た
だ
け
に
、
心
底
う
れ

し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
話
も
、
震

度
５
強
を
は
じ
め
と
す
る
余
震
が
無
残
に

も
打
ち
砕
い
て
い
っ
た
。

　
県
に
よ
る
と
Ｇ
Ｗ
期
間
中（
４
月
29
日

～
５
月
８
日
）の
県
内
の
主
要
観
光
施
設

の
入
場
者
が
前
年
同
期
比
で
47
％
減
、
宿

泊
施
設
が
35
％
減
と
、
前
年
対
比
で
は
調

査
を
始
め
た
１
９
９
５
年
以
降
で
最
大
の

落
ち
幅
を
記
録
し
た
。
大
分
自
動
車
道
が

別
府
―
湯
布
院
間
で
土
砂
崩
れ
や
橋
脚
の

破
損
で
通
行
止
め
と
な
り
、
復
旧
が
Ｇ
Ｗ

明
け
に
ず
れ
込
ん
だ
の
も
痛
か
っ
た
。

　
余
震
の
長
期
化
は「
風
評
被
害
」を
増

幅
さ
せ
た
。県
内
で
は
ほ
と
ん
ど
の
宿
泊
、

観
光
施
設
で
そ
れ
ほ
ど
の
被
害
も
な
く
、

本
震
発
生
直
後
も
営
業
を
続
け
て
い
る
。

一
方
、
余
震
が
続
く
状
況
で
は
行
政
も
観

光
・
宿
泊
関
係
者
も「
安
心
だ
か
ら
遊
び

に
来
て
」と
言
え
な
い
状
況
と
な
り
、
有

効
な
手
を
打
て
な
い
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ

た
。
本
紙
で
も
観
光
地
や
被
災
地
を
応
援

す
る
記
事
と
地
震
の
被
害
、
注
意
を
呼
び

掛
け
る
記
事
が
同
居
す
る
状
況
が
続
き
、

記
者
も
取
材
と
紙
面
づ
く
り
に
頭
を
悩
ま

せ
た
。

｢

湯
布
院
ブ
ラ
ン
ド｣

築
き
上
げ
た 

力
を
再
び

　
本
震
か
ら
１
カ
月
以
上
が
過
ぎ
、
今
で

は
大
分
県
内
で
は
ほ
と
ん
ど
揺
れ
を
感
じ

る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。し
か
し
、熊
本
か

ら
別
府
に
至
る
、
い
わ
ゆ
る
九
州
観
光
の

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」で
発
生
し
た
地
震

は
、
県
内
だ
け
で
な
く
周
遊
観
光
の
九
州

全
体
に
深
刻
な
影
を
落
と
し
て
い
る
。
別

府
市
で
は
Ｇ
Ｗ
以
降
の
宿
泊
客
が
例
年
の

３
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
今
回
の
被
災
で
旅
行
会
社
、
観
光
客
の

視
線
が
九
州
以
外
の
他
エ
リ
ア
に
向
く
恐

れ
も
あ
る
。
長
期
化
す
れ
ば
観
光
業
者
の

資
金
繰
り
に
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。
国

や
大
分
県
が
検
討
す
る
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券

発
行
な
ど
、
風
評
被
害
の
早
期
終
息
に
向

け
た〝
ば
ら
ま
き
〟も
短
期
的
に
は
必
要

だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
解
決
に
つ
な
が
ら

な
い
と
感
じ
る
。

　
75
年
に
起
き
た
大
分
県
中
部
地
震
で
は

今
回
同
様
、湯
布
院
が
大
打
撃
を
受
け
た
。

住
民
は
逆
境
の
中
、
ま
ち
づ
く
り
に
全
力

を
傾
け
、
現
在
に
至
る「
湯
布
院
ブ
ラ
ン

ド
」を
築
き
上
げ
た
。
大
分
、
熊
本
両
県

が
手
を
携
え
、
観
光
の
立
て
直
し
に
向
け

広
域
的
な
取
り
組
み
で
未
曽
有
の
危
機
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
さ
ら
に
い

え
ば
、
今
回
の
地
震
か
ら
学
び
、
次
代
に

つ
な
ぐ
魅
力
創
出
な
ど
新
し
い
動
き
が
出

て
く
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

と
も
な
が
・
け
い
す
け
▼
１
９
９
５
年
入
社
　

別
府
　
佐
伯
両
支
社
　
本
社
報
道
部
な
ど
を
経

て
　
今
年
４
月
か
ら
報
道
部
次
長

本震後、JＲ久大本線が不通となったため、由布
院駅からタクシーに乗り込む観光客（４月16日／由
布市／大分合同新聞社提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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北
朝
鮮
・
朝
鮮
労
働
党
大
会�

井
上

　波（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
）

肩
透
か
し
の
連
続

　
　「
見
せ
た
い
場
所
」か
ら
見
え
た
も
の

私「
明
日
の
取
材
予
定
は
？
」

案
内
人「
明
日
に
な
れ
ば
分
か
り
ま
す
」

10
日
間
の
滞
在
中
、
こ
の
会
話
を
何
度

繰
り
返
し
た
か
わ
か
ら
な
い
。

36
年
ぶ
り
の
朝
鮮
労
働
党
大
会
の
開
幕

を
３
日
後
に
控
え
た
５
月
３
日
、
私
た
ち

は
平
壌
空
港
に
降
り
立
っ
た
。

今
回
招
か
れ
た
の
は
日
米
欧
を
中
心
に

12
カ
国
か
ら
44
社
・
１
２
０
人
余
り
。
ホ

テ
ル
１
階
の
会
議
場
に
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

が
設
け
ら
れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
韓

国
の
サ
イ
ト
や
北
朝
鮮
に
批
判
的
な
一
部

の
記
事
以
外
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
も
つ
な
が
っ
た
。

大
同
江
の
中
州
の
突
端
に
位
置
す
る
羊

角
島
ホ
テ
ル
は
、
好
奇
心
旺
盛
な
外
国
プ

レ
ス
を
閉
じ
込
め
て
お
く
に
は
格
好
の
場

所
だ
。
自
由
に
出
歩
く
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
た
め
、
取
材
に
向
か
う
車
中
で
も
常
に

カ
メ
ラ
を
回
し
続
け
た
。
タ
ク
シ
ー
や
ス

マ
ホ
を
使
う
人
の
数
が
飛
躍
的
に
増
え
、

少
な
く
と
も
、
私
た
ち
の
目
に
触
れ
る
平

壌
に
経
済
制
裁
の
影
響
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。

北
朝
鮮
側
は
私
た
ち
を〝
見
せ
た
い
場
　
　
　
　

所
〟に
し
か
連
れ
て
い
か
な
い
。
だ
か
ら

私
た
ち
は
そ
の
裏
に
あ
る
彼
ら
の
狙
い
を

見
定
め
、
反
対
側
に
何
が
あ
る
か
を
想
像

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
皆
さ
ん
は〝
党
大
会
慶
祝
行
事
〟の 

取
材
団
で
す
」

金
正
恩
氏
の
号
令
で
、
わ
ず
か
１
年
で

作
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う「
未
来
科
学
者

通
り
」は
、
平
壌
中
心
部
に
あ
る
カ
ラ
フ

ル
な
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
一
角
。
訪
問

し
た
工
業
大
学
の
教
授
宅
は
２
５
０
平
方

㍍
の
５
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
家
賃
は
無
料
。
テ
レ
ビ

や
エ
ア
コ
ン
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
カ
ラ

オ
ケ
ま
で
全
て
党
が
揃
え
て
く
れ
た
の
だ

と
い
う
。

「
こ
こ
に
住
む
こ
と
が
で
き
て
、
幸
せ

で
毎
日
踊
っ
て
い
ま
す
」と
教
授
の
母
親

は
言
っ
て
い
た
。
徹
底
的
に
恵
ま
れ
た
特

権
階
級
が
存
在
す
る
一
方
で
、
格
差
が
広

が
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
の
だ
が
、
そ
の

現
状
が
私
た
ち
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
な

い
。朝

鮮
労
働
党
大
会
が
開
幕
す
る
日
の

朝
、
私
た
ち
外
国
メ
デ
ィ
ア
は
行
き
先
を

告
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
ロ
ビ
ー
に
集
合
し

た
。
金
正
恩
氏
が
出
席
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

際
の「
携
帯
電
話
を
持
つ
な
」と
か「
ネ
ク

タ
イ
を
し
ろ
」と
い
う
指
示
が
な
か
っ
た

の
で
、
開
幕
式
の
取
材
で
な
い
こ
と
は
察

し
が
つ
い
た
。
結
局
、
私
た
ち
が
連
れ
て

い
か
れ
た
の
は
党
大
会
会
場
の「
４
・
25

文
化
会
館
」か
ら
大
通
り
を
隔
て
た
場
所

だ
っ
た
。
な
ぜ
党
大
会
を
取
材
さ
せ
な
い

の
か
と
問
う
私
の
同
僚
に
、
案
内
人
は
こ

う
言
っ
た
そ
う
だ
。

「
皆
さ
ん
は〝
党
大
会
〟の
取
材
団
で
は
な

く
、〝
党
大
会
慶
祝
行
事
〟の
取
材
団
で
す
」

最
終
日
の
午
後
、
食
品
工
場
の
取
材
が

設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
何
か
様
子
が
お

か
し
い
。
北
朝
鮮
側
が
一
部
の
メ
デ
ィ
ア

だ
け
を
党
大
会
の
取
材
に
連
れ
て
い
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
、
残
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア

が
ざ
わ
つ
き
始
め
た
。

「
説
明
が
あ
る
ま
で
は
動
か
な
い
」と
、

結
局
、
食
品
工
場
の
取
材
を
ボ
イ
コ
ッ
ト

し
た
形
に
な
っ
た
。
党
大
会
か
ら
戻
っ
た

責
任
者
は
、
な
ぜ
自
分
が
非
難
さ
れ
る
の

か
全
く
理
解
で
き
な
い
様
子
だ
っ
た
。
自

由
な
メ
デ
ィ
ア
を
持
た
な
い
彼
ら
に
し
て

み
れ
ば
、
反
発
は
予
想
だ
に
し
て
い
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

メ
デ
ィ
ア
対
応
に
見
る
北
朝
鮮
の「
度
量
」

今
回
の
滞
在
中
、
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の

記
者
が
一
時
拘
束
さ
れ
、
国
外
退
去
に
な

っ
た
。
訪
れ
た
小
児
病
院
の
患
者
や
医
師

が「
本
物
で
は
な
く
取
材
用
に
用
意
さ
れ

た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
」な
ど
と
す
る

報
道
内
容
が
問
題
視
さ
れ
た
と
い
う
。

コ
ト
の
真
相
は
分
か
ら
な
い
。
報
じ
る

側
の
先
入
観
が
強
す
ぎ
る
の
も
問
題
だ
と

思
う
。
た
だ
、
北
朝
鮮
が
現
在
の
よ
う
に

〝
良
い
部
分
〟だ
け
を
私
た
ち
に
見
せ
て
、

負
の
側
面
を
指
摘
す
る
人
間
を
排
除
し
続

け
る
限
り
、
彼
ら
が
望
む
国
際
社
会
の
理

解
を
得
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

い
の
う
え
・
な
み
▼
１
９
９
１
年
入
社
　
社
会

部
　
ニ
ュ
ー
ス
23
　
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
な
ど

を
経
て
　
２
０
１
４
年
９
月
か
ら
北
京
支
局
長

党大会の様子を放映する朝鮮中央テレビの画面を撮影する
外国メディア（ＴＢＳテレビ提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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ぐ
」「
心
ｔ
ｏ
心
」の
２
パ
タ
ー
ン
の
随
時

掲
載
記
事
。「
希
望
の
足
音
」「
と
も
に
歩

む
」「
明
日
を
重
ね
て『
３
・
11
』と
沖
縄
」

の
３
タ
イ
ト
ル
の
連
載
、
３
月
11
日
当
日

は
８
ペ
ー
ジ
の
特
集
を
作
っ
た
。

　
全
国
紙
を
は
じ
め
震
災
関
連
の
記
事
に

つ
い
て
マ
ン
ネ
リ
化
な
ど
と
課
題
の
声
が

あ
る
中
、
風
化
さ
せ
ず
、
継
承
し
て
い
く

大
切
さ
は
、
沖
縄
戦
の
経
験
や
米
軍
基
地

を
抱
え
る
沖
縄
の
地
元
紙
だ
か
ら
こ
そ
考被災地通信�

沖縄と福島
ともに「国策」に翻弄され

　
安
全
保
障
と
い
う
名
目
で
利
用
さ
れ
て

い
る
沖
縄
県
、
首
都
圏
へ
の
電
力
供
給
の

た
め
に
利
用
さ
れ
て
き
た
福
島
県
。
そ
れ

ぞ
れ
の
問
題
に
つ
い
て
、
安
易
に「
国
策
」

と
い
う
言
葉
で
、
ひ
と
く
く
り
で
語
ら
れ

る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
。

　
両
県
に
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
国
策
は
、

政
府
の
向
き
合
い
方
や
歴
史
的
な
経
緯
が

異
な
り
、
両
県
に
対
す
る
国
民
の
見
方
も

違
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
抱
え
る
激
し

い
怒
り
や
重
い
苦
し
み
、
住
ん
で
い
る

人
々
の
状
況
や
思
い
も
一
人
ひ
と
り
違

う
。
そ
れ
ぞ
れ
を
丁
寧
に
見
つ
め
、考
え
、

傍
観
者
で
は
な
く
当
事
者
の
目
線
で
何
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
は
地

方
紙
の
使
命
で
あ
り
、
全
国
紙
が
ま
ね
で

き
な
い
強
み
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
か
ら
５
年
。
こ
れ
ま
で
沖
縄
タ

イ
ム
ス
で
は
、
毎
月
11
日
に「
沖
縄
の
防

災
」特
集
を
継
続
、
発
生
直
後
か
ら
毎
年
、

東
北
に
記
者
を
派
遣
し
て
い
る
。今
年
は
、

記
者
計
８
人
が「
３
・
11
」に
合
わ
せ
て

現
地
で
取
材
し
た
。
沖
縄
か
ら
支
援
を
続

け
る
人
や
東
北
に
住
む
沖
縄
出
身
者
の
目

を
通
し
て
現
状
を
伝
え
た「
歩
む
　
つ
な

え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
た
と

え「
当
事
者
」で
な
く
と
も「
地

域
の
痛
み
」に
目
を
向
け
、
つ

ぶ
さ
に
伝
え
る
姿
勢
は「
基
地

問
題
は
全
国
民
で
考
え
る
べ
き

だ
」
と
訴
え
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
で
も
あ
る
。

　
基
地
に
苦
し
む
沖
縄
県
。
米

軍
が
ら
み
の
事
件
事
故
、
構
造

的
差
別
…
。
本
土
復
帰
44
年
を

経
て
も
変
わ
ら
な
い
不
条
理
。

　
原
発
事
故
の
先
が
見
え
な
い
福
島
県
。

健
康
被
害
、風
評
被
害
…
。
汚
染
水
対
策
、

廃
炉
、
賠
償
な
ど
課
題
は
山
積
み
だ
。

　
２
つ
の「
国
策
」の
根
底
に
は
、
傍
観

者
に
な
っ
て
い
る
国
民
一
人
ひ
と
り
の
加

害
性
、
責
任
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題

に
目
を
背
け
ず
、
共
有
し
、
ど
う
伝
え
る

か
。
沖
縄
と
福
島
だ
け
の
問
題
と
し
て
押

し
込
め
て
ほ
し
く
な
い
。

（
よ
し
か
わ
・
つ
よ
し
　
社
会
部
）

東日本大震災から5年3カ月� 被災地はい ま

「
現
地
の
問
題
」に

　
　
　
押
し
込
め
る
な

吉
川

　毅（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）

「
人
ご
と
の
論
理
」
を
超
え
て

松
元

　剛（
琉
球
新
報
社
）

　「
人
ご
と
の
論
理
」が
、
基
地
問
題
と

原
発
問
題
の
本
質
を
見
え
な
く
し
て
い

る
。
限
ら
れ
た
地
域
に
押
し
付
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
安
全
保
障
の
負
担
に
見
て
見
ぬ

ふ
り
を
決
め
込
み
、
不
都
合
な
真
実
か
ら

目
を
背
け
る
。
国
と
多
く
の
国

民
に
広
が
る
病
弊
で
は
な
い
か

―
。「
３
・
11
」か
ら
５
年
余
。

基
地
問
題
を
抱
え
る
沖
縄
で
、

原
発
事
故
後
の
福
島
の
苦
悩
を

共
有
し
た
い
と
い
う
思
い
を
込

め
た
紙
面
づ
く
り
の
核
に
あ
る

問
題
意
識
で
あ
る
。

　「
被
災
地
の
苦
し
み
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
」。
そ
れ
を
形

に
し
た
取
り
組
み
が
２
つ
あ

る
。「
復
興
と
課
題
　
東
北
の
新
聞
か
ら
」

は
毎
月
11
日
の
月
命
日
に
見
開
き
２
面

で
、
被
災
３
県
の
４
紙（
岩
手
日
報
、
河

北
新
報
、
福
島
民
報
、
福
島
民
友
）の
協

力
を
得
て
、
12
～
14
本
の
記
事
を
転
載
し

て
い
る
。
被
災
者
の
暮
ら
し
に
深
く
寄
り

添
い
、
復
興
へ
の
歩
み
と
課
題
を
照
ら
す

記
事
は
当
事
者
性
に
あ
ふ
れ
る
。
13
年
４

月
か
ら
38
回
を
重
ね
、
転
載
記
事
は
５
０

０
本
近
く
に
な
っ
た
。

　
被
災
者
の
生
の
声
に
触
れ
、
沖
縄
県
民

と
共
に
支
援
の
在
り
方
を
探
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
、
11
年
、
14
年
、
16
年
と
２
年
ご
と

に
開
い
て
い
る
。
今
年
は
、
過
酷
な
原
発

事
故
後
の
重
要
課
題
が「
心
の
復
興
」で

あ
る
こ
と
を
共
有
し
た
。
精
神
科
医
の
蟻

塚
亮
二
氏
は
地
域
共
同
体
を
失
っ
た
被
災

者
の
診
察
を
踏
ま
え
、「
国
や
東
電
が
原

発
事
故
の
責
任
を
認
め
な
い
た
め
、
喪
失

か
ら
再
起
を
図
る
住
民
の
心
の
傷
が
回
復

し
な
い
」と
報
告
し
た
。
い
わ
き
市
で
被

災
者
支
援
に
取
り
組
む
里
見
喜
生
氏
は
福

島
訪
問
を
呼
び
掛
け
、「
自
分
ご
と
」の

意
識
が
風
化
を
防
ぐ
と
訴
え
た
。

　
福
島
の
現
地
に
赴
い
た
記
者
に
よ
る
連

載
企
画
で
は
、
13
年
の「
原
発
事
故
と
ウ

チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
」と
14
年
の「
国
策
の
果

て
に
　
福
島
・
沖
縄
　
強
い
ら
れ
た
犠
牲
」

が
反
響
を
呼
ん
だ
。
い
ず
れ
も
当
銘
寿
夫

記
者（
現
政
治
部
）が
担
っ
た
。

　
13
年
の
連
載
は
、
除
染
作
業
な
ど
に
携

わ
る
沖
縄
出
身
の
作
業
員
を
訪
ね
歩
き
、

現
地
の
事
情
に
疎
い
こ
と
に
つ
け
込
ま

れ
、
格
段
に
不
当
な「
中
間
搾
取
」の
実

態
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
14
年
の
連
載

は
、
国
策
に
翻
弄
さ
れ
る
福
島
の
被
災
者

を
通
し
、
沖
縄
と
の
共
通
点
を
探
っ
た
。

福
島
と
沖
縄
に
犠
牲
を
強
い
て
き
た
多
数

の
国
民
の「
無
関
心
」を
ど
う
克
服
す
る

か
。腰
を
据
え
た
紙
面
作
り
を
続
け
た
い
。

（
ま
つ
も
と
・
つ
よ
し
　
編
集
局
次
長
）

　　
（
）
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南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
・
高
知
県
視
察高

橋

　直
子（
新
潟
日
報
社
）

減
災
へ
の
知
恵
、住
民
と
共
に
磨
く

プ レスツアー

　
内
閣
府
が
示
し
た
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
新
た
な
被
害
想
定
で
、
全
国
一
の
津

波
高
が
想
定
さ
れ
る
高
知
県
を
総
勢
８
人

で
訪
ね
た
。
２
０
１
２
年
３
月
に
新
想
定

が
公
表
さ
れ
て
以
来
、
現
場
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
が
進
ん
で
い
た
。

　
34
・
４
メ
ー
ト
ル
と
い
う
全
国
一
の
津

波
高
を
示
さ
れ
た
黒
潮
町
は
、「
避
難
放

棄
者
を
出
さ
な
い
」こ
と
を
目
標
に
対
策

を
始
め
た
。
町
は
２
０
０
人
弱
の
全
職
員

を
防
災
担
当
と
し
、
住
民
と
一
緒
に
避
難

設
備
を
点
検
、
必
要
な
津
波
避
難
タ
ワ
ー

な
ど
を
整
備
し
た
。
浸
水
エ
リ
ア
で
は
、

家
族
構
成
、
避
難
方
法
、
住
宅

の
耐
震
性
な
ど
を
書
き
込
ん
だ

「
戸
別
津
波
避
難
カ
ル
テ
」を

作
っ
た
。
対
象
は
３
７
９
１
世

帯
、回
収
率
１
０
０
％
を
誇
る
。

　
新
想
定
は
地
価
の
暴
落
と
い

っ
た「
実
害
」
も
も
た
ら
し
、

震
災
前
過
疎
が
危
惧
さ
れ
た
。
こ
れ
を
バ

ネ
に
、
町
は
缶
詰
工
場
を
建
設
。
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
や
食
味
を
追
求
し
た
非
常
食
を

津
波
高
の「
34
Ｍ
」を
記
し
た
缶
詰
に
し

て
売
り
出
し
、
防
災
の
町
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
18
人
の
雇
用
を
生
み
、
さ
ら
に
拡
充

す
る
計
画
だ
。

　「
後
ろ
向
き
に
な
る
な
、
前
を
向
け
」

と
職
員
に
指
示
し
続
け
て
き
た
大
西
勝
也

町
長
は
、「
新
想
定
が
あ
っ
た
か
ら
、
結

果
と
し
て
い
い
町
が
で
き
た
、と
な
れ
ば
、

あ
り
が
た
い
」と
話
す
。

　
カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り
で
知
ら
れ
る
中
土

佐
町
は
、
円
筒
状
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を

建
設
し
た
。
タ
ワ
ー
は「
だ
る
ま
朝
日
」

が
昇
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト
の
海
に
面
す
る
。

津
波
が
来
た
ら
住
民
は
海
に
向
か
っ
て
逃

げ
る
形
に
な
る
が
、
集
落
ま
で
長
い
ス
ロ

ー
プ
を
伸
ば
し
避
難
し
や
す
い
設
計
に
し

た
。「
こ
の
タ
ワ
ー
な
ら
住
民
全
員
が
助

か
る
」と
池
田
洋
光
町
長
は
胸
を
張
る
。

　
タ
ワ
ー
は
日
ご
ろ
か
ら
住
民
が
散
歩
な

ど
に
使
い
、
町
は
観
光
振
興
に
も
生
か
す

計
画
だ
。「
災
害
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て

い
た
ら
生
き
て
い
け
な
い
で
す
よ
」と
池

田
町
長
。
海
辺
で
は
道
の
駅
な
ど
の
観
光

施
設
建
設
も
控
え
て
い
る
。

　
衝
撃
的
な
想
定
に
ひ
る
ま
ず
、
命
を
守

り
抜
く
す
べ
や
地
域
の
価
値
を
、
住
民
と

共
に
考
え
、
磨
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
取

り
組
み
は
、
人
口
減
少
に
悩
む
全
国
の
町

で
も
応
用
で
き
る
と
感
じ
た
。

（
た
か
は
し
・
な
お
こ
　
論
説
編
集
委
員
）

日
程

５
月
９
日（
月
）南
国
市
：
大
湊
小

学
校
南
津
波
避
難
タ
ワ
ー
（
南
国
市

危
機
管
理
課
担
当
者
の
説
明
）▼
高

知
市
：
尾
𥔎𥔎
𥔎
𥔎
知
𥔎
𥔎
𥔎（
高
知

県
庁
）▼「
わ
ん
ぱ
ー
く
こ
う
ち
」で

津
波
救
命
艇
の
𥔎
学
と
説
明（
高
知

市
地
域
防
災
推
進
課
担
当
者
）▼
岡

村
真
高
知
大
学
特
任
教
授
の
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ（
高
知
新
聞
社
𥔎
議
室
）

▼
下
知
地
区
減
災
連
絡
𥔎（
坂
本
茂

雄
𥔎
務
局
長
ほ
か
）と
の
懇
談

５
月
10
日（
火
）黒
潮
町
：
大
西
勝

也
町
長
𥔎
𥔎（
黒
潮
町
役
場
）▼
黒

潮
町
万
行
地
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー

（
情
報
防
災
課
担
当
者
の
説
明
）▼
黒

潮
町
缶
詰
製
作
所
　
説
明
・
𥔎
学
▼

上
川
口
小
学
校�

前
田
浩
文
校
長
▼

中
土
佐
町
：
中
土
佐
町
久
礼
津
波
避

難
タ
ワ
ー�

池
田
洋
光
町
長
の
説
明

▼
高
知
龍
馬
空
港
で
解
散

参
加
：
８
人

黒潮町万行地区津波避難タワー　左手前の踊り場
のように見える部分は、新想定以前に作られた。高
さが足りないことがわかり、新タワーを併設した

中土佐町１号津波避難タワー　左奥が集落へつなが
るスロープ。愛称「純平タワー」は久礼を舞台にした
漫画「土佐の一本釣り」の主人公から。約400メートル
北側にある２号タワーはヒロイン「八千代」の名前を

尾﨑高知県知事

大西黒潮町長

池田中土佐町長
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やすだ・たつお
1943年生まれ　67年共同通信
社入社　テヘラン支局長　ワシ
ントン支局次長　ニュースセン
ター副センター長など　2011年
から15年まで（公財）新聞通信調
査会「メディア展望」編集長

書いた話　書かなかった 話

そ
れ
ま
で
の
人
生
で「
地
雷
」と
い
う

も
の
を
意
識
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

１
９
８
３
年
８
月
11
日
を
境
に
一
変
し

た
。
共
同
通
信
の
テ
ヘ
ラ
ン
支
局
長
だ
っ

た
私
は
こ
の
日
午
後
２
時
す
ぎ
、
イ
ラ
ン

の
敵
国
イ
ラ
ク
領
を
見
下
ろ
せ
る
中
西
部

メ
ヘ
ラ
ン
地
区
の
高
地
を
登
っ
て
い
た
。

開
戦
か
ら
３
年
。
戦
況
が
大
き
く
動
い

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
メ
ヘ
ラ
ン
地

区
は
イ
ラ
ク
首
都
の
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
東
約

１
６
０
㌔
に
位
置
す
る
国
境
の
山
地
で
、

主
戦
場
の
１
つ
だ
っ
た
。
ホ
メ
イ
ニ
体
制

下
で
、
外
国
特
派
員
を
管
理
す
る
イ
ス
ラ

ム
指
導
省（
情
報
省
）は「
対
イ
ラ
ク
戦
争

の
前
線
取
材
を
し
よ
う
と
も
し
な
い
外
国

特
派
員
に
、
滞
在
ビ
ザ
の
延
長
は
で
き
な

い
」と
の
姿
勢
で
当
時
、
７
社
各
１
人
が

常
駐
し
て
い
た
日
本
人
記
者
も
２
回
に
１

回
く
ら
い
は
、
こ
の
前
線
視
察
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て
い
た
。

「
ド
ー
ン
」。上
の
方
で
ず
し
ん
と
腹
に
こ

た
え
る
ご
う
音
が
響
い
た
。
一
瞬
、
イ
ラ

ク
軍
か
ら
砲
撃
を
食
ら
っ
た
か
と
思
い
身

を
伏
せ
た
。
だ
が
、ど
う
も
様
子
が
違
う
。

内
外
の
報
道
陣
約
20
人
の
前
線
視
察
ツ
ア

ー
は
こ
の
時
、
先
頭
か
ら
私
の
い
た
最
後

尾
ま
で
約
１
０
０
㍍
の
長
さ
に
延
び
て
い

た
。
先
頭
で
何
か
が
爆
発
し
た
よ
う
だ
。

直
前
に
、
引
率
し
て
い
た
情
報
省
の
若

い
職
員
が
慌
て
た
様
子
で
、
先
頭
を
急
ぐ

テ
レ
ビ
ク
ル
ー
を
速
足
で
追
い
か
け
る
の

を
目
撃
し
た
。
彼
は
坂
道
の
中
央
に
張
ら

れ
た
白
い
テ
ー
プ
か
ら
そ
れ
て
、
曲
が
り

角
で
近
道
を
取
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。

こ
の
後
、私
の
記
憶
は
し
ば
ら
く
飛
ぶ
。

気
づ
い
た
ら
、
シ
ャ
ツ
が
血
で
べ
っ
と
り

染
ま
っ
た
ロ
イ
タ
ー
通
信
の
イ
ン
ド
人
記

者
の
両
手
両
足
を
４
人
で
持
っ
て
、
運
び

下
ろ
し
て
い
た
。
朝
日
新
聞
の
百
瀬
和
元

支
局
長
が
左
肩
を
負
傷
し
た
ら
し
く
、
顔

を
し
か
め
て
、
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
姿
も

見
か
け
た
。

こ
の
白
い
テ
ー
プ
は
２
日
前
に
イ
ラ
ク

軍
か
ら
奪
還
し
た
高
地
に
敷
設
さ
れ
て
い

た
地
雷
を
イ
ラ
ン
軍
が
除
去
し
、
そ
こ
だ

け
は
安
全
に
歩
け
る
細
い
通
路
を
指
し
示

し
た
も
の
だ
っ
た
。
太
陽
が
少
し
で
も
高

い
う
ち
に
、
西
方
の
イ
ラ
ク
領
を
撮
影
し

た
い
と
焦
る
テ
レ
ビ
ク
ル
ー
を
追
い
か
け

た
情
報
省
職
員
が
危
険
地
帯
に
入
り
込

み
、
対
人
地
雷
を
踏
ん
だ
も
よ
う
だ
。

地
雷
爆
発
に
よ
る
死
者
は
情
報
省
職
員

と
、
ロ
イ
タ
ー
通
信
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
支
局

の
ナ
ジ
ム
ル
・
ハ
ッ
サ
ン
記
者
の
２
人
。

負
傷
者
は
百
瀬
氏
や
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
通
信（
イ

タ
リ
ア
）支
局
長
ら
３
人
に
上
っ
た
。

ハ
ッ
サ
ン
記
者
は
、
英
国
人
の
テ
ヘ
ラ

ン
支
局
長
が
バ
カ
ン
ス
休
暇
で
出
国
し
た

カ
バ
ー
の
た
め
、
３
日
前
に
イ
ラ
ン
に
入

国
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
の
日
、
軍
用

機
で
経
由
地
に
飛
ぶ
途
中
、
隣
席
の
彼
と

会
話
し
た
。
彼
は
５
年
前
の
イ
ス
ラ
ム
革

命
時
に
イ
ラ
ン
の
聖
地
コ
ム
近
く
で
交
通

事
故
死
し
た
共
同
の
竹
沢
護
・
元
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
支
局
長
を「
い
い
男
だ
っ
た
」と

し
の
ん
で
い
た
。
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら
の

イ
ラ
ン
取
材
は
通
信
社
に
２
つ
の
不
幸
を

も
た
ら
し
た
。

◆
非
人
道
的
な
対
人
地
雷

ど
う
し
て
、
こ
の
不
幸
な
事
態
が
起
き

た
の
か
。
直
接
の
原
因
は
、
兵
役
体
験
を

欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
の
情
報
省
職
員
の

無
謀
な
行
為
だ
が
、
遠
因
は
取
材
現
場
へ

の
到
着
が
い
つ
に
な
く
遅
れ
、
逆
光
を
嫌

う
テ
レ
ビ
ク
ル
ー
が
焦
っ
た
こ
と
だ
。
イ

ラ
ン
に
は
正
規
軍
と
革
命
防
衛
隊
と
い
う

２
つ
の
軍
事
組
織
が
今
も
並
立
し
て
い

る
。
こ
の
日
、
報
道
陣
を
ど
の
高
地
へ
案

内
す
べ
き
か
で
、
ガ
イ
ド
役
の
両
組
織
責

対
人
地
雷
爆
発
の
現
場
に
遭
遇

　
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
の
最
前
線
で

�

保
田

　龍
夫
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書 いた話　書かなかった話

任
者
が
口
論
し
、
目
的
地
が
な
か
な
か
定

ま
ら
な
か
っ
た
。
前
線
視
察
ツ
ア
ー
は
既

に
４
、
５
回
目
だ
っ
た
私
は「
今
日
は
案

内
が
不
安
定
で
危
険
度
が
高
い
」と
判
断

し
、
意
識
的
に
最
後
尾
を
歩
い
て
い
た
。

爆
発
し
た
対
人
地
雷
は
ど
う
い
う
構
造

だ
っ
た
の
か
。
日
本
大
使
館
の
藤
井
建
吉

防
衛
駐
在
官
は「
地
表
の
セ
ン
サ
ー
に
触

れ
る
と
、
地
中
か
ら
地
表
に
跳
ね
上
が
っ

て
高
さ
１
㍍
く
ら
い
で
爆
発
し
、
広
範
囲

に
鉄
片
や
鉄
球
を
飛
散
さ
せ
る
も
の
」と

推
定
し
た
。
地
雷
は
地
下
で
爆
発
す
る
も

の
と
思
い
込
ん
で
い
た
私
は
、
そ
の
恐
ろ

し
さ
に
衝
撃
を
受
け
た
。「
跳
躍
地
雷
」（
ポ

ン
ピ
ン
グ
地
雷
）と
言
う
ら
し
い
。
そ
う

い
う
構
造
だ
か
ら
こ
そ
、
多
数
の
死
傷
者

が
出
る
の
だ
。

日
本
に
帰
国
後
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
を

取
材
し
、
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
け
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
記
者
の
実
話

に
基
づ
く
映
画「
キ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル

ド
」（
84
年
）を
見
た
。
後
半
で
主
人
公
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
助
手
に
連
れ
ら
れ
て
ポ

ル
・
ポ
ト
派
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
少
年

が
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
地
雷
の
セ
ン
サ
ー
に

触
れ
て
、
恐
怖
の
表
情
を
浮
か
べ
る
。
結

局
、
爆
死
す
る
の
だ
が
、
そ
の
シ
ー
ン
が

脳
裏
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。

英
国
の
ダ
イ
ア
ナ
皇
太
子
妃
が
対
人
地

雷
の
廃
絶
運
動
に
身
を
さ
さ
げ
、
日
本
で

は
97
年
に
外
相
に
就
任
し
た
小
渕
恵
三
氏

が
外
務
省
の
強
い
反
対
を
押
し
切
っ
て
対

人
地
雷
全
面
禁
止
条
約
を
締
結
し
た
こ
と

は
特
筆
さ
れ
る
。

◆
石
油
リ
グ
炎
上
の
特
ダ
ネ
写
真
を
入
手

83
年
３
月
初
め
に
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
あ
る

イ
ラ
ン
の
ノ
ー
ル
ー
ズ
海
中
油
田
を
イ
ラ

ク
軍
が
空
爆
し
、油
井（
リ
グ
）が
炎
上
。大

量
の
原
油
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
流
出
し
、
湾

岸
諸
国
を
巻
き
込
む
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
イ
ラ
ン
人
の
あ
る
カ

メ
ラ
マ
ン
か
ら
生
々
し
い
現
場
の
カ
ラ
ー

写
真
を
入
手
し
た
。
国
内
で
は
発
表
不
可

の
写
真
と
い
う
。
小
躍
り
し
た
も
の
の
、

カ
ラ
ー
写
真
の
電
送
機
な
ど
夢
の
時
代

で
、
共
同
本
社
に
送
る
す
べ
が
な
い
。
と

り
あ
え
ず
最
も
近
い
ウ
ィ
ー
ン
支
局
に
届

け
て
、
あ
と
は
任
せ
よ
う
と
、
国
営
イ
ラ

ン
航
空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
つ
て
を
頼
っ
て

託
す
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
ウ
ィ
ー
ン
の
榎
彰
支
局
長
か

ら「
空
港
に
受
け
取
り
に
行
っ
た
が
届
い

て
い
な
い
」と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

手
の
打
ち
よ
う
も
な
く
、
じ
り
じ
り
待
つ

こ
と
数
日
。本
社
の
写
真
部
か
ら「
届
い

た
！
」と
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

ウ
ィ
ー
ン
に
送
り
だ
し
た
は
ず
の
写
真

が
ど
う
や
っ
て
本
社
に
届
い
た
の
か
今
で

も
不
思
議
だ
が
、
ど
う
や
ら
こ
う
い
う
こ

と
ら
し
い
。
イ
ラ
ン
航
空
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

た
ち
が
知
人
か
ら
託
さ
れ
た
荷
物
を
受
け

取
る
メ
ヘ
ラ
バ
ー
ド
空
港
の
ボ
ッ
ク
ス
で
、

東
京
行
き
の
便
の
パ
イ
ロ
ッ
ト（
こ
の
人

に
は
つ
て
が
な
か
っ
た
）が
問
題
の
封
筒

を
見
つ
け
、
自
分
が
直
接
届
け
て
や
ろ
う

と
気
を
利
か
せ
て
持
ち
去
っ
た
！
　
イ
ラ

ン
人
に
は
こ
の
よ
う
に
、
お
節
介
で
親
切

な
人
が
結
構
多
い
の
だ
。
こ
の
写
真
は
４

月
18
日
付
の
共
同
の
加
盟
紙
を
飾
っ
た
。

◆「
日
本
人
は
原
爆
投
下
を
忘
れ
る
の
か
」

イ
ラ
ン
に
は
多
数
派
の
ペ
ル
シ
ャ
人

（
61
％
）の
ほ
か
に
ク
ル
ド
人
な
ど
少
数
民

族
も
多
い
。
82
年
秋
に
テ
ヘ
ラ
ン
の
街
中

を
歩
い
て
い
た
ら
、
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
キ

リ
ス
ト
教
教
会
に
多
数
の
信
徒
が
集
ま
っ

て
い
る
の
が
目
に
留
ま
っ
た
。
何
事
か
と

若
者
の
信
徒
に
尋
ね
た
ら「
オ
ス
マ
ン
帝

国
に
よ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
に
抗
議

し
、
犠
牲
者
を
悼
む
集
い
だ
」と
言
う
。

「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
」と
い
う
の
は
、

第
１
次
世
界
大
戦
中
の
１
９
１
６
年
に
オ

ス
マ
ン
帝
国（
ト
ル
コ
の
前
身
）内
で
少

数
民
族
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
強
制
移
住
な
ど

に
よ
り
多
数
殺
害
さ
れ
た
と
さ
れ
る
事

件
。
ア
ル
メ
ニ
ア
人
が
こ
の
事
件
を「
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
」（
民
族
大
量
虐
殺
）と
し
て

弾
劾
し
て
い
る
歴
史
的
重
み
を
よ
く
知
ら

な
か
っ
た
私
は
、
思
わ
ず
若
者
に「
そ
ん

な
昔
の
事
件
を
い
ま
だ
に
問
題
に
す
る
の

か
」と
問
い
返
し
て
し
ま
っ
た
。

す
る
と
彼
は「
で
は
、
日
本
人
は
ア
メ

リ
カ
に
よ
る
原
爆
投
下
の
惨
禍
を
忘
れ
去

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
」と
静
か
に
反

論
し
て
き
た
。
そ
の
時
、私
の
感
じ
た「
居

心
地
の
悪
さ
」を
今
で
も
思
い
出
す
。
広

島
、
長
崎
の
市
民
20
数
万
人
を
無
差
別
に

殺
害
し
た
原
爆
投
下
。
そ
れ
を
行
っ
た
ア

メ
リ
カ
を
憎
み
も
せ
ず
に
友
好
関
係
を
続

け
て
い
る
ら
し
い
日
本
と
い
う
国
が
、
こ

の
ア
ル
メ
ニ
ア
人
若
者
に
不
可
思
議
な
存

在
に
映
る
の
も
無
理
は
な
い
な
と
思
っ
た
。

「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
」は
中
東
地
域

に
今
も
残
る
ト
ゲ
の
１
本
で
あ
る
。
ア
ル

メ
ニ
ア
側
は
事
件
で
１
５
０
万
人
が
犠
牲

に
な
っ
た
と
主
張
、
ト
ル
コ
政
府
は「
民

族
衝
突
の
結
果
」だ
と
し
て
、
意
図
的
な

虐
殺
を
否
定
し
て
い
る
。
欧
州
諸
国
で
も

ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
が「
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
」と
認
定
し
、
そ
れ
を
否
定
す
る
発

言
を
刑
法
で
禁
じ
て
い
る
。

イラク軍の攻撃で炎上するイランのノールー
ズ海中油田のリグ。左手前の黒い海面は流出
原油（1983年4月12日／共同通信社提供）
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リレーエッセ ー

好
漢
、
早
世
を
惜
し
む

　元
財
務
次
官
の
香
川
俊
介
さ
ん

吉
田

　文
和（
共
同
通
信
社
）

な
役
回
り
だ
っ
た
。
機
敏
に
し
て
の
り
を

超
え
ず
。
小
沢
さ
ん
に
気
に
入
ら
れ
、
外

務
省
派
遣
の
現
マ
レ
ー
シ
ア
大
使
、
宮
川

真
喜
雄
さ
ん
と
絶
妙
の
秘
書
官
コ
ン
ビ
だ

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
と
も
小
沢
さ
ん
を
中
心

に
濃
密
な
時
間
を
共
有
す
る
戦
友
、
同
志

の
の
り
だ
っ
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
勤
務
中
の
１
９
９
７
年
、

ロ
ン
ド
ン
の
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
の
雑
踏
で

偶
然
、
再
会
し
、
彼
と
の
不
思
議
な
縁
を

一
層
強
く
感
じ
た
。
お
互
い「
え
ー
、
何

し
て
い
る
の
」。
底
光
り
の
す
る
目
を
丸

く
し
て
笑
み
を
浮
か
べ
た
。
そ
ん
な
こ
と

も
あ
り
、
当
方
の
勝
手
な
ご
縁
意
識
で
、

帰
国
後
も
、い
ろ
ん
な
場
面
で
彼
の
人
脈
、

見
識
に
助
け
ら
れ
た
。

き
も
の
の
秀
才
く
さ
さ
は
毛
筋
も
見
せ
な

か
っ
た
か
ら
、
正
直
、
小
沢
評
は
ぴ
ん
と

こ
な
か
っ
た
。
主
計
局
長
、
次
官
と
し
て

消
費
税
率
引
き
上
げ
ま
で
持
っ
て
い
っ
た

パ
ワ
ー
を
見
よ
。
秘
め
た
実
力
を
見
抜
け

な
か
っ
た
眼
力
不
足
を
恥
じ
る
。

良
く
も
悪
く
も
小
沢
さ
ん
と
の
近
さ
が

香
川
さ
ん
の
官
僚
人
生
に
陰
影
を
落
と
し

て
い
た
。
小
沢
さ
ん
の
全
盛
時
に
は「
若

手
の
政
治
家
が
、
こ
わ
ご
わ
と
見
る
ん
で

す
よ
。
言
い
つ
け
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る

の
か
な
あ
」と
面
白
が
っ
て
い
た
。
酒
席

で
は「
虎
の
よ
う
に
怖
か
っ
た
で
す
よ

ね
」と
小
沢
話
で
盛
り
上
が
る
の
が
お
約

束
だ
っ
た
。
だ
が
虎
の
威
を
借
り
る
よ
う

な
人
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
自
民
党
政

権
下
で
嫌
な
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

め
っ
た
に
愚
痴
を
言
わ
な
か
っ
た
が
、

小
泉
政
権
以
降
、
自
民
党
幹
部
か
ら
事
あ

る
ご
と
に
た
た
か
れ
た
。
比
類
な
い
人
脈

の
幅
と
深
さ
ゆ
え
に
警
戒
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
。「
も
う
辞
め
て
や
ろ
う
か
な
、
来
て

く
れ
と
い
う
人
も
い
る
し
」と
民
間
へ
の

転
身
を
漏
ら
し
た
こ
と
す
ら
あ
っ
た
。
官

僚
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
か
ら
逃
げ
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。
消
費
税
率
引
き
上
げ
反

対
に
転
じ
た
小
沢
さ
ん
に
対
し
て
も
、
役

人
と
し
て
の
筋
を
通
し
て
い
た
。

昨
年
６
月
26
日
、次
官
室
に
訪
ね
た
。

机
に
ち
ん
ま
り
と
座
っ
て
い
る
姿
に
言

葉
を
失
っ
た
。「
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
」

と
切
り
出
さ
れ「
人
生
、
理
不
尽
だ
ね
」

と
慰
め
に
も
な
ら
な
い
言
葉
を
漏
ら
す

と「
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
。
こ
こ
ま
で

や
れ
た
ん
だ
か
ら
」。
密
度
の
濃
い
官

僚
道
だ
っ
た
と
思
う
。

「
退
官
ま
で
頑
張
る
。（
小
沢
）先
生

に
挨
拶
に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
な

あ
」と
問
わ
ず
語
り
に
語
っ
た
。「
疲
れ

た
」と
沈
み
込
む
よ
う
な
声
を
潮
に
部

屋
を
後
に
し
た
。

昨
年
９
月
30
日
、
青
山
葬
儀
所
で
の

お
別
れ
の
会
は
、
近
年
、
政
官
界
関
係

で
は
記
憶
が
な
い
ほ
ど
の
参
列
者
で
あ

ふ
れ
て
い
た
。
初
め
て
お
会
い
し
た
奥

様
ら
ご
家
族
に
一
礼
し
な
が
ら
思
い
起

こ
し
た
。「
娘
は
歴
女
な
ん
だ
」。
激
務

の
合
間
を
縫
っ
て
お
嬢
さ
ん
と
楽
し
ん

だ
歴
史
め
ぐ
り
の
道
中
を
う
れ
し
そ
う

に
語
っ
て
い
た
こ
と
を
。
　
　

（
よ
し
だ
・
ふ
み
か
ず
　
共
同
通
信
会
館
代
表

取
締
役
専
務
　
元
共
同
通
信
社
常
務
理
事
）

次
号
は
龍
崎
孝
さ
ん（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ

ビ
出
身
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

あ
ま
り
に
早
す
ぎ
る
別
れ
だ
っ
た
か

ら
、い
さ
さ
か
の
迷
い
が
あ
る
。
一
方
、

だ
か
ら
こ
そ
記
憶
が
鮮
明
な
う
ち
に
書

い
て
お
く
べ
き
だ
と
も
思
う
。
昨
年
８

月
９
日
、
財
務
次
官
を
退
職
後
、
１
カ

月
余
り
で
死
去
し
た
香
川
俊
介
さ
ん
の

こ
と
だ
。
重
層
か
つ
多
彩
な
彼
の
人
脈

の
ご
く
周
縁
部
に
属
す
る
に
過
ぎ
な
い

筆
者
で
は
あ
る
が
、
人
物
像
の
一
端
を

紹
介
す
る
役
割
を
果
た
し
た
い
。

知
り
合
っ
た
の
は
、竹
下
内
閣
の
時
。

官
房
副
長
官
だ
っ
た
小
沢
一
郎
さ
ん
の

も
と
に
旧
大
蔵
省
か
ら
送
り
込
ま
れ
た

秘
書
官
が
香
川
さ
ん
だ
っ
た
。

ふ
て
ぶ
て
し
く
、
そ
の
く
せ
か
わ
い

げ
が
あ
る
。
懐
の
深
い
役
所
だ
か
ら
、

強
面
の
小
沢
さ
ん
に
仕
え
る
に
は
、
知

恵
ば
か
り
で
は
な
く
愛
嬌
と
侠
気
を
兼

ね
備
え
た
人
材
で
な
け
れ
ば
持
た
な
い

と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
。
小
沢
番
記
者

は
30
代
半
ば
が
中
心
で
、
30
代
に
入
っ

た
ば
か
り
の
香
川
さ
ん
は
弟
分
の
よ
う

香
川
俊
介
氏

小
沢
さ
ん
は

早
く
か
ら「
香

川
は
偉
く
な
る

ぞ
」と
予
言
し

て
い
た
。
エ
リ

ー
ト
官
僚
に
つ



21⃝日本記者クラブ会報　2016.6.10　No.556

■
版
画
で
た
ど
る
万
葉
さ
ん
ぽ

宇
治
　
敏
彦
（
中
日
新
聞
社
相
談
役
）

■
世
界
経
済
大
乱（
日
経
プ
レ
ミ
ア
シ
リ
ー
ズ
）

滝
田
　
洋
一
（
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
）

■
米
中
抗
争
の「
捨
て
駒
」に
さ
れ
る
韓
国

鈴
置
　
高
史
（
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
）

「
心
の
ふ
る
さ
と
」を
彫
る
　
約
４
５
０

０
首
の
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
日
本
最
古

の
国
民
歌
集
・
万
葉
集
を
版
画
に
彫
り
始

め
て
か
ら
40
年
た
っ
た
。
７
年
前
に『
木

版
画
　
萬
葉
秀
歌
』を
上
梓
し
た
が
、
今

回
は
カ
ラ
ー
版
画
や
ペ
ン
画
も
加
え
て
約

１
０
０
首
を
紹
介
。
万
葉
集
の
約
７
割
は

恋
の
歌
だ
が
、
１
３
０
０
年
以
上
も
前
の

私
た
ち
の
先
祖
が
、
こ
ん
な
に
も
繊
細
か

つ
情
熱
的
で
、
さ
ら
に
心
の
伝
え
方
が
高

い
芸
術
性
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
か
さ

れ
る
。
心
の
豊
か
さ
が
失
わ
れ
て
い
る
今

日
、
拙
著
を
通
じ
て
大
和
人
の
心
情
と
知

恵
に
接
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

経
済
大
乱
の
現
場
報
告
　
昨
年
６
月
、
中

国
株
バ
ブ
ル
が
崩
壊
す
る
さ
な
か
、
上
海

で
現
地
の
経
済
学
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と

議
論
し
た
。
彼
ら
の
バ
ブ
ル
懸
念
は
本
物

だ
っ
た
。
今
年
１
月
、
円
高
・
株
安
が
加

速
し
た
と
き
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
や
政
策

当
局
者
の
雰
囲
気
は
、
切
羽
詰
ま
っ
て
い

た
。
３
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
会
っ
た
銀
行
経

営
者
た
ち
は
、
声
を
潜
め
過
剰
規
制
を
語

っ
て
い
た
。
米
国
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
と
サ

ン
ダ
ー
ス
氏
の
政
策
の
類
似
性
を
聞
い

た
。
世
界
経
済
の
大
乱
を
現
場
を
、見
て
、

聞
い
て
、
記
し

た
。
ご
笑
覧
た

ま
わ
れ
ば
、
幸

い
で
す
。

米
中
の
は
ざ
ま
で
フ
リ
ー
ズ
す
る
朴
槿
恵

外
交
　
シ
リ
ー
ズ
８
冊
目
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
７
冊
は
米
陣
営
を
離
れ
、
急
速
に
中

国
に
傾
斜
す
る
韓
国
を
描
い
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
潮
目
が
変
わ
り
ま
し
た
。

米
国
が
二
股
に
怒
り
出
し
ま
し
た
。
中
国

新評論
１９４４円

日本経済新聞出版社
９１８円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

試 写会／会員の著書

も
、
北
朝
鮮
の
核
武
装
が
着
々
と
進
む
の

に
韓
国
の
期
待
ほ
ど
に
は
助
け
て
く
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
う
え
米
中
朝
が
米
朝
平
和
協

定
の
締
結
に
動
き
ま
す
。
軍
事
力
も
外
交

力
も
乏
し
い
韓
国
は
蚊
帳
の
外
に
。
こ
の

苦
境
を
打
開
す
る
に
は
核
武
装
し
か
な
い

―
と
の
声
が
韓
国
の
政
治
家
や
メ
デ
ィ
ア

の
間
で
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

日経ＢＰ社
１５１２円

　
最
後
ま
で
画
面
に
く
ぎ
付
け
だ
っ
た
。

　
何
し
ろ
、
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
事
件
で

あ
る
。
米
国
家
安
全
保
障
局（
Ｎ
Ｓ
Ａ
）

の
不
正
を
暴
露
し
た
元
Ｃ
Ｉ
Ａ
職
員
・
ス

ノ
ー
デ
ン
氏
本
人
の
告
発
か
ら
公
表
に
至

る
取
材
過
程
を
克
明
に
記
録
し
た
同
時
進

行
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、

サ
ス
ペ
ン
ス
タ
ッ
チ
の
映
像
作
品
に
仕
立

て
た
手
腕
に
は
敬
服
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
外
信
部
デ
ス
ク
と
し
て
こ
の
ニ
ュ
ー
ス

に
接
し
た
当
時
は
多
く
の
疑
問
が
あ
っ
た

が
、
香
港
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
脱
出
の

過
程
を
リ
ア
ル
に
見
せ
つ
け
ら
れ
、
ど
う

い
う
経
緯
で
ニ
ュ
ー
ス
が
発
信
さ
れ
た
の

か
を
あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
国
家
を「
裏
切
っ
た
」ス
ノ
ー
デ
ン
氏

の
評
価
は
難
し
い
。
冷
静
に
見
な
け
れ
ば

と
思
い
つ
つ
、
取
材
当
事
者
に
よ
る
気
迫

の
こ
も
っ
た
映
像
に
思
わ
ず
、
強
く
共
感

し
て
し
ま
っ
た
自
分
が
い
た
。

　
最
後
の
場
面
。
ス
ノ
ー
デ
ン
氏
が
暮
ら

す
モ
ス
ク
ワ
の
ア
パ
ー
ト
の
位
置
は
、
遠

景
の
ク
レ
ム
リ
ン
と
足
元
の
モ
ス
ク
ワ
川

を
見
れ
ば
、
か
つ
て
現
地
に
駐
在
し
た
経

験
か
ら
お
お
よ
そ
想
像
が
つ
く
。
そ
こ
で

説
得
力
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
も
な
お
違
和
感
が
拭
え
な
い
の

は
、
米
政
府
の
不
正
を
告
発
し
た
ス
ノ
ー

デ
ン
氏
が
、
市
民
社
会
を
弾
圧
し
て
い
る

ロ
シ
ア
に
庇
護
さ
れ
て
い
る
と
い
う
皮
肉

な
現
実
で
あ
る
。

毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
　
大
木
　
俊
治

取材過程を克明に
説得力あるドキュメンタリー

シチズンフォー　
スノーデンの暴露

さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
の
米
軍
基
地
が
無
人

機
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
の
拠

点
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
新
た
な「
特

ダ
ネ
」が
暴
露
さ
れ
る
。
思
わ
ず
興
奮

し
た
が
、
実
は
昨
年
４
月
に
ネ
ッ
ト
情

報
誌「
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
」で
報
じ
ら

れ
て
い
た
と
後
か
ら
知
っ
た
。
日
本
で

は
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
が
恥
じ
入
る

し
か
な
い
。

　
今
は「
パ
ナ
マ
文
書
」が
世
界
を
震

撼
さ
せ
て
い
る
。
内
部
告
発
に
よ
る

「
タ
レ
込
み
」を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が

ど
う
す
く
い
上
げ
る
か
。
私
の
よ
う
な

ア
ナ
ロ
グ
記
者
に
は
難
し
い
ネ
ッ
ト
情

報
の
世
界
を
、
誰
に
で
も
伝
わ
る
よ
う

に
映
像
化
し
た
。
数
々
の
授
賞
は
そ
の

©
Praxis�Film

s

　©
Laura�Poitras

シ
ア
タ
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開
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今
も
あ
の
日
を
思
い
出
す
と
軽
い
興
奮

を
覚
え
る
。
１
９
８
５
年
２
月
７
日
。
早

朝
か
ら
東
京
・
平
河
町
の「
砂
防
会
館
別

館
」前
に
は
時
な
ら
ぬ
カ
メ
ラ
の
放
列
。

こ
の
日
の
主
役
は
竹
下
登
蔵
相（
当
時
）

だ
。
最
大
最
強
の
派
閥
と
い
わ
れ
た
木
曜

ク
ラ
ブ（
田
中
派
）内
に
自
ら
の
政
策
集

団「
創
政
会
」の
旗
揚
げ
を
決
断
、
そ
の

発
会
式
が
３
階
の
派
閥
事
務
所
で
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
派
閥
の
オ
ー
ナ

ー
の
田
中
角
栄
元
首
相
は
、
あ
い
さ
つ
に

氏
の
秘
書
・
早
坂
茂
三
氏
が
調
整
役
と
な

り
、
砂
防
会
館
内
の
派
閥
事
務
所
で
発
会

式
を
行
う
こ
と
で
折
り
合
い
を
付
け
た
。

し
か
し
、
ど
ん
な
に
形
式
を
取
り
繕
っ
た

と
こ
ろ
で
派
内
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

主
張
し
た
。

　
そ
こ
に
割
っ
て
入
っ
た
の
が「
じ
い
さ

ん
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
元
自
民
党
副

総
裁
の
西
村
英
一
氏
。
西
村
氏
は
初
代
田

中
派
会
長
で
砂
防
会
館
を
運
営
す
る
砂
防

協
会
長
も
田
中
氏
か
ら
引
き
継
い
だ
。
田

中
氏
に
と
っ
て
名
実
と
も
に
精
神
的
支
柱

で
あ
り
、
砂
防
会
館
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

だ
っ
た
。
西
村
氏
の
裁
断
は「
喧
嘩
両
成

敗
」。
竹
下
、
二
階
堂
の
グ
ル
ー
プ
双
方

か
ら
事
務
所
の
鍵
を
取
り
上
げ
、
締
め
出

し
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
田
中
派
の

牙
城
と
も
い
わ
れ
た
砂
防
会
館
を
舞
台
に

し
た
権
力
の
攻
防
劇
は
幕
を
閉
じ
た
。

　
竹
下
氏
が
激
し
い
権
力
闘
争
の
末
に
首

相
の
座
に
上
り
詰
め
た
の
は
そ
れ
か
ら
間

も
な
い
87
年
11
月
。
さ
ら
に
竹
下
氏
か
ら

政
権
を
引
き
継
い
だ
宇
野
宗
佑
氏
も
砂
防

会
館
本
館
に
事
務
所
を
構
え
て
い
た
。
実

に
砂
防
会
館
が
輩
出
し
た
首
相
は
４
氏
を

数
え
る
。
そ
し
て
老
朽
化
が
進
む
本
館
の

建
て
替
え
を
決
断
し
た
の
も
、
か
つ
て
田

中
派
に
属
し
た
綿
貫
民
輔
・
現
砂
防
協
会

長（
元
衆
院
議
長
）だ
。

　「
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、
窓
も
割
れ

て
建
て
替
え
も
や
む
を
得
な
い
」

　
ま
さ
に「
兵
ど
も
が
夢
の
跡
」。
砂
防

会
館
の
壁
に
刻
ま
れ
た「
刀
傷
」を
知
る

政
治
家
も
政
治
記
者
も
、
年
々
減
っ
て
い

く
。�

（
ご
と
う
・
け
ん
じ
）

訪
れ
た
竹
下
氏
に

厳
し
く
ク
ギ
を
刺

す
。
だ
が
、
そ
の

場
の
元
首
相
の
ひ

と
言
が
皮
肉
に
も

竹
下
氏
の
決
意
を

き
な
誤
算
だ
っ
た
。

　
危
機
感
を
抱
い
た
田
中
氏
は
創
政
会

結
成
を
容
認
し
た
も
の
の
、
あ
く
ま
で

も
派
内
の「
政
策
勉
強
会
」と
の
位
置

付
け
に
こ
だ
わ
っ
た
。
こ
の
た
め
田
中

創政会発会式のため砂防会館に到着した竹下氏を各社の
政治記者が追う　左が筆者（1985年２月７日／堀田喬氏提供）

壁に刻まれた刀傷
■後藤　謙次（共同通信社客員論説委員）

　
か
つ
て
自
民
党
本
部
が
置
か
れ
、
田
中
角
栄
氏
、
中
曽
根
康
弘
氏
な
ど
首

相
経
験
者
も
事
務
所
を
構
え
た「
砂
防
会
館
」が
老
朽
化
に
伴
う
建
て
替
え

の
た
め
、
３
月
に
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
政
治
記
者
の〝
熱
い
〟取
材
拠
点
で

も
あ
っ
た
同
会
館
の
思
い
出
深
い
記
憶
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

砂防会館あの日あの時　特別企 画

揺
る
ぎ
な
い
も
の
に
し
た
。

　「
俺
が
も
う
一
度
や
っ
て
か

ら
に
し
ろ
」

　
田
中
氏
は
83
年
、
ロ
ッ
キ
ー

ド
裁
判
で
懲
役
４
年
、
追
徴
金

５
億
円
の
有
罪
判
決
を
受
け
、

控
訴
中
の
刑
事
被
告
人
で
も
あ

っ
た
。
84
年
10
月
の
総
裁
選
を

め
ぐ
っ
て
は
田
中
氏
の
側
近
だ

っ
た
自
民
党
の
二
階
堂
進
・
元

副
総
裁
が
党
長
老
と
公
明
、
民

社
の
両
党
幹
部
と
意
を
通
じ

て
中
曽
根
康
弘
首
相
の
追
い

落
と
し
を
企
図
し
た「
二
階

堂
擁
立
劇
」に
遭
遇
し
た
ば

か
り
。
し
か
も
二
階
堂
擁
立

劇
を
収
拾
し
た
論
功
で
、
竹

下
氏
の
盟
友
・
金
丸
信
氏
が

自
民
党
幹
事
長
に
就
任
し
た

こ
と
も
田
中
氏
に
と
っ
て
大

　
創
政
会
結
成
直
前
に
東
京
・
目

白
台
の
私
邸
で
会
っ
た
田
中
氏
が

昼
間
か
ら
オ
ー
ル
ド
パ
ー
を
あ
お

っ
て
い
た
姿
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。
こ
の
角
栄
氏
の
意
向
を
反
映

し
て
創
政
会
参
加
メ
ン
バ
ー
へ
の

切
り
崩
し
は
血
し
ぶ
き
が
飛
ぶ
よ

う
な
激
し
さ
が
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
迎
え
た
発
会
式
当
日
。

竹
下
氏
は
東
京
・
代
沢
の
私
邸
か

ら
パ
ト
カ
ー
に
先
導
さ
れ
て
砂
防

会
館
に
到
着
し
た
。
注
目
は
参
加

議
員
数
の
１
点
。
創
政
会
事
務
局

長
に
就
任
し
た
梶
山
静
六
氏
は
手

帳
に
、
こ
う
記
し
た
。

　「
創
政
会
発
会
式
。
出
席
者
は

四
十
名
。
衆
院
二
十
九
名
、
参
院

十
一
名
。
安
ど
し
た
」

　
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
20
日
後
、
田

中
氏
は
脳
梗
塞
で
倒
れ
、
政
治
生

命
を
失
っ
た
。
さ
ら
に
派
内
の
対
立
抗
争

は
約
２
年
に
わ
た
っ
て
続
き
、
最
終
的
に

竹
下
派
と
二
階
堂
グ
ル
ー
プ
に
分
裂
す

る
。
双
方
と
も
派
閥
継
承
の
正
統
性
を
担

保
す
る
た
め
派
閥
事
務
所
の
継
続
使
用
を
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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
同
特
別
賞
贈
賞
式

　懇
親
会
₅．25

　
２
０
１
６
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・

同
特
別
賞
の
贈
賞
式
が
５
月
25
日（
水
）

午
後
５
時
半
か
ら
、
10
階
レ
ス
ト
ラ
ン
・

ア
ラ
ス
カ
で
行
わ
れ
た
。
ク
ラ
ブ
賞
の
尾

崎
真
理
子
さ
ん（
読
売
新
聞
社
）と
特
別

賞
の
堀
川
惠
子
さ
ん
に
伊
藤
芳
明
理
事
長

か
ら
表
彰
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
尾
崎
さ
ん
は
宮
崎

日
日
新
聞
記
者
だ
っ
た
父
と
過
ご
し
た
少

女
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
記
者
を
志
し

た
き
っ
か
け
を
紹
介
。
東
京
タ
ワ
ー
を
高

度
成
長
時
代
の
象
徴
と
し
て
描
い
た
映
画

「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
三
丁
目
の
夕
日
」を
例

に
出
し
、「
地
方
で
育
っ
た
私
の
オ
ー
ル

ウ
ェ
イ
ズ
は『
新
聞
の
あ
る
風
景
』だ
っ

た
」と
述
べ
、「
新
聞
が
毎
日
届
く
喜
び

を
、
た
や
す
く
手
放
す
最
近
の
風
潮
を
残

念
に
思
う
。
活
字
文
化
の
豊
か
さ
を
文
芸

記
者
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
書
き
続
け
て
い

き
た
い
」と
結
ん
だ
。

　
堀
川
さ
ん
は
ま
ず
、
贈
賞
式
の
翌
々
日

に
控
え
て
い
た
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
広
島

贈 賞式・パーティー

クラブ賞・尾崎真理子さん（中央）を囲んで　松岡享子・東京
子ども図書館名誉理事長（左）と岸田節子・かつら文庫初代お
姉さん。かつら文庫は児童文学者･石井桃子さんが自宅を開放
して始めた小さな図書館。読み聞かせをするボランティアが
「お姉さん」と呼ばれた

特別賞・堀川惠子さん（中央）と語る三好範英（左）、鵜飼哲夫の両読売新聞記者

元理事長の斎藤史郎氏（左）と滝鼻卓雄氏もお祝いに

伊
藤
芳
明
理
事
長（
中
央
）と
土
生
修

一（
左
）、中
井
良
則
の
新
・
旧
専
務
理

事
。贈
賞
式
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
理
事

会
で
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

訪
問
を
挙
げ
、「
広
島
生
ま
れ
の
記
者
と

し
て
原
爆
を
長
く
追
っ
て
き
た
。
深
い
感

動
と
静
か
な
祈
り
の
よ
う
な
思
い
で
い

る
」と
語
っ
た
。「『
原
爆
供
養
塔
』を
は

じ
め
、
こ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
き
た
ど
の
取

材
も
完
璧
に
や
り
切
っ
た
と
言
え
る
も
の

は
ひ
と
つ
も
な
い
」と
、今
後
も
精
力
的
に

取
材
活
動
を
続
け
て
い
く
決
意
を
話
し

た
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
約
１
９
０
人
が
参

加
。
歴
代
受
賞
者
や
ク
ラ
ブ
運
営
に
携
わ

る
理
事
・
委
員
、
各
社
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

員
も
多
く
出
席
し
交
流
を
深
め
た
。
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■
会
議
報
告

⃝
第
88
回
定
時
社
員
総
会（

５
・
25
　
会
見
場
）

　
書
面
議
決
社
員
を
含
め
出
席
社
員
計
１
１

８
社
の
出
席
を
も
っ
て
成
立（
定
足
数
69

社
）、
定
款
25
条
の
定
め
に
従
い
、
伊
藤
理

事
長
が
議
長
に
な
り
議
事
を
進
め
た
。

　
２
０
１
５
年
度
の
事
業
報
告（
今
号
付

録
）・
同
収
支
決
算（
詳
細
２
㌻
、
別
表
参
照
）

の
理
事
会
案
を
議
決
し
た
。続
い
て
役
員
の

一
部
交
代（
別
掲
）を
承
認
し
た
。

⃝

第
５
８
４
回
理
事
会�

（
５
・
25
　
会
見
場
）

　
板
野
氏
の
後
任
副
理
事
長
に
荒
木
裕
志
Ｎ

Ｈ
Ｋ
理
事
・
報
道
局
長
を
、
中
井
氏
の
後
任

専
務
理
事
に
土
生
修
一
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
事

務
局
長（
兼
務
）を
選
定
し
た
。
ま
た
、
中

井
前
専
務
理
事
に
顧
問
を
委
嘱
し
た
。

出
席
　
伊
藤
理
事
長
、
水
谷
、
荒
木
の
両
副

理
事
長
、
土
生
専
務
理
事
、
西
村
、
増
田
、

原
田
、
飯
塚
、
渡
邊
、
田
辺
、
矢
島
、
深
田
、

藤
井
、
菅
生
、
袴
田
、
篠
塚
、
西
渕
、�

吉
次
、

吉
田
、
壱
岐
、
村
川
、
川
嶋
、
木
村
、
西
野

の
各
理
事
。
沖
永
、
林
、
二
木
の
各
監
事
。

⃝

第
３
７
３
回
会
報
委
員
会

（
５
・
11
　
大
会
議
室
）

　
新
委
員
の
大
辻
一
晃
・
共
同
通
信
社
地
域

報
道
部
長（
旧
・
高
橋
茂
氏
）、
井
上
洋
一
・

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
取
材
・
災
害
担
当
局

次
長（
旧
・
向
山
明
生
氏
）が
挨
拶
し
た
後
、

６
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
飯
塚
委
員
長
、
稲
沢
、
大
辻
、
鈴
木
、

井
上
、大
寺
、長
﨑
、藤
井
、藤
澤
の
各
委
員
。

会議報 告

⃝

第
４
６
３
回
企
画
委
員
会

（
５
・
13
　
10
階
Ｂ
ホ
ー
ル
）

　
新
委
員
の
鶴
原
徹
也･

読
売
新
聞
社
編
集

委
員（
旧･

秦
野
る
り
子
氏
）が
挨
拶
し
た

後
、
今
後
の
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
候
補
を
協
議
し

た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
恵
村
、
倉
重
、
鶴
原
、

脇
、
実
、
別
府
、
宮
田
、
杉
田
、
川
上
、
軽

部
、
加
藤
、
山
本
、
瀬
口
、
島
田
、
播
摩
、

小
栗
、
川
村
、
和
田
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
梶
本
、

橋
場
の
各
委
員
。

⃝

第
４
６
５
回
会
員
資
格
委
員
会

（
５
・
19
　
小
会
議
室
）

　
６
月
１
日
付
入
会
を
審
議
し
、
理
事
会
に

答
申
し
た
。

出
席
　
増
田
委
員
長
、
越
中
、
井
上
、
山
本

の
各
委
員
。

⃝

第
２
２
２
回
施
設
運
営
委
員
会

（
５
・
31
　
小
会
議
室
）

　
新
委
員
の
海
保
真
人
・
毎
日
新
聞
社
編
集

編
成
局
次
長（
旧
・
野
村
隆
宏
氏
）、
関
朋
子
・

日
本
経
済
新
聞
社
総
務
局
次
長（
旧
・
竹
内

敏
氏
）、
堅
田
正
剛
・
高
知
新
聞
社
東
京
支

社
長（
旧
・
須
賀
仁
嗣
氏
）が
挨
拶
し
た
後
、

２
０
１
５
年
度
の
会
議
室
の
売
り
上
げ
と
16

年
４
月
の
貸
室
利
用
状
況
と
飲
食
売
り
上
げ

を
事
務
局
が
報
告
し
た
。

出
席
　
西
渕
委
員
長
、海
保
、関
、堅
田
、林
、

吉
澤
、富
田
、羽
原
の
各
委
員
。

理
事
交
代

読
売
新
聞
社

（
新
）�

増
田
雅
己�

東
京
本
社
取
締
役
論
説
委

員
長

（
旧
）�

小
田
　
尚

テ
レ
ビ
東
京

（
新
）�

吉
次
弘
志�

報
道
局
長

（
旧
）�

加
増
良
弘

第
５
８
２
回
理
事
会（
４
・
22
）で
承
認
済
み

日
本
放
送
協
会

（
新
）�

荒
木
裕
志�

理
事
・
報
道
局
長

（
旧
）�

板
野
裕
爾

日
本
記
者
ク
ラ
ブ

（
新
）�

土
生
修
一�

事
務
局
長

（
旧
）�

中
井
良
則

科��������目 2015年度 2014年度 増��減

Ⅰ　資産の部

⒈流動資産

現 金 預 金 45,798,450 63,960,928 △18,162,478

仮 払 金 250,108 22,879 227,229

立 替 金 6,347,220 5,071,041 1,276,179

未 収 会 費 5,747,000 6,784,500 △1,037,500

未 収 貸 室 料 2,362,377 938,009 1,424,368

前 払 金 11,481,752 11,637,421 △155,669

流 動 資 産 合 計 71,986,907 88,414,778 △16,427,871

⒉固定資産

⑴特定資産

退 職 準 備 積 立 預 金 128,937,036 158,298,021 △29,360,985

特 別 修 繕 積 立 預 金 164,973,032 158,165,424 6,807,608

特別記念事業積立預金 55,000,000 44,000,000 11,000,000

特別システム更新積立預金 62,318,782 25,318,782 37,000,000

ク ラ ブ 賞 積 立 預 金 210,957,246 210,957,246 0

経営安定化資金積立預金 210,414,561 229,179,392 △18,764,831

特 定 資 産 合 計 832,600,657 825,918,865 6,681,792

⑵その他固定資産

内 装 設 備 5,378,352 6,196,694 △818,342

什 器 備 品 2,878,537 4,830,994 △1,952,457

ソ フ ト ウ ェ ア 1,193,389 1,643,245 △449,856

敷 金 75,938,403 32,271,109 43,667,294

保 証 金 0 55,342,000 △55,342,000

そ の 他 固 定 資 産 合 計 85,388,681 100,284,042 △14,895,361

固 定 資 産 合 計 917,989,338 926,202,907 △8,213,569

資 産 合 計 989,976,245 1,014,617,685 △24,641,440

Ⅱ　負債の部

⒈流動負債

仮 受 金 985,100 1,376,900 △391,800

未 払 金 9,424,309 7,798,207 1,626,102

流 動 負 債 合 計 10,409,409 9,175,107 1,234,302

⒉固定負債

退 職 準 備 引 当 金 128,937,036 158,298,021 △29,360,985

固 定 負 債 合 計 128,937,036 158,298,021 △29,360,985

負 債 合 計 139,346,445 167,473,128 △28,126,683

Ⅲ　正味財産の部

⒈指定正味財産

指 定 正 味 財 産 合 計 46,872,328 46,872,328 0

⒉一般正味財産 803,757,472 800,272,229 3,485,243

正 味 財 産 合 計 850,629,800 847,144,557 3,485,243

負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 989,976,245 1,014,617,685 △24,641,440

貸借対照表　2016 年�3 月 31 日現在
（単位：円）
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2 015年度決算

科�����目
公益目的事業会計

収益事業等会計 法人会計 合計公 1
記者会見等

公 2
クラブ賞

公 3
会報・HP 共通 小計

Ⅰ一般正味財産増減の部
⒈経常増減の部
⑴経常収益
特 定 資 産 運 用 益 270,111 859,879 1,129,990 1,129,990
受 取 会 費 253,186,362 253,186,362 71,411,538 324,597,900
法 人 会 員 会 費 収 入 156,865,800 156,865,800 44,244,200 201,110,000
個 人 会 員 会 費 収 入 56,668,794 56,668,794 15,983,506 72,652,300
賛 助 会 員 会 費 収 入 39,651,768 39,651,768 11,183,832 50,835,600
事 業 収 益 66,234,463 66,234,463
貸 室 料 収 入 42,350,588 42,350,588
飲 食 売 上 割 戻 し 17,981,425 17,981,425
施 設 機 器 賃 借 料 5,902,450 5,902,450

雑 収 益 8,448 8,448 142,215 1,014 151,677
受 取 利 息 8,448 8,448 1,802 1,014 11,264
そ の 他 の 雑 収 入 140,413 140,413
受 取 入 会 金 117,000 117,000 33,000 150,000
個 人 会 員 入 会 金 117,000 117,000 33,000 150,000
経 常 収 益 計 270,111 254,171,689 254,441,800 66,376,678 71,445,552 392,264,030

⑵経常費用
事 業 費 157,760,437 17,112,941 46,203,729 55,515,550 276,592,657 49,496,540 326,089,197
借 室 維 持 費 73,824,880 55,515,550 129,340,430 24,412,440 153,752,870
借 室 料 38,440,963 24,025,602 62,466,565 19,220,482 81,687,047
共 益 費 6,846,149 4,278,843 11,124,992 3,423,074 14,548,066
空 調 ・ 光 熱 費 3,537,768 2,211,105 5,748,873 1,768,884 7,517,757
ホ ー ル 専 用 利 用 費 25,000,000 25,000,000 50,000,000 50,000,000

人 件 費 62,470,112 14,975,768 22,363,874 99,809,754 24,334,673 124,144,427
役 員 報 酬 6,800,000 1,360,000 5,440,000 13,600,000 13,600,000
給 与 金 37,131,540 9,604,424 11,735,993 58,471,957 17,190,404 75,662,361
賞 与 ・ 諸 手 当 18,168,572 3,904,344 5,062,881 27,135,797 6,963,269 34,099,066
厚 生 費 370,000 107,000 125,000 602,000 181,000 783,000
事 業 費 19,485,473 2,137,173 23,839,855 45,462,501 45,462,501
会 議 費 1,755,866 67,533 427,711 2,251,110 2,251,110
事 業 運 営 費 15,803,259 607,818 3,849,512 20,260,589 20,260,589
会 報 発 行・ Ｈ Ｐ 運 営 費 11,194,030 11,194,030 11,194,030
ク ラ ブ 賞 実 施 費 1,124,075 1,124,075 1,124,075
写 真 電 子 化 費 6,991,213 6,991,213 6,991,213
運 営 雑 費 294,190 11,315 71,662 377,167 377,167
通 信 費 1,109,699 221,940 887,759 2,219,398 2,219,398
印 刷 費 451,526 90,305 361,221 903,052 903,052
交 通 費 70,933 14,187 56,747 141,867 141,867
減 価 償 却 費 1,979,972 1,979,972 749,427 2,729,399

管 理 費 62,689,590 62,689,590
借 室 維 持 費 18,309,331 18,309,331
借 室 料 14,415,361 14,415,361
共 益 費 2,567,306 2,567,306
空 調 ・ 光 熱 費 1,326,664 1,326,664
人 件 費 22,477,794 22,477,794
役 員 報 酬 2,400,000 2,400,000
給 与 金 13,277,905 13,277,905
賞 与 ・ 諸 手 当 6,677,192 6,677,192
厚 生 費 122,697 122,697
そ の 他 の 管 理 費 20,838,129 20,838,129
ク ラ ブ 管 理 費 15,468,136 15,468,136
機 器 備 品 費 822,882 822,882
消 耗 品 費 1,188,113 1,188,113
事 務 委 託 費 1,991,676 1,991,676
事 務 雑 費 551,242 551,242
通 信 費 554,850 554,850
印 刷 費 225,764 225,764
交 通 費 35,466 35,466
減 価 償 却 費 1,064,336 1,064,336

経 常 費 用 計 157,760,437 17,112,941 46,203,729 55,515,550 276,592,657 49,496,540 62,689,590 388,778,787
評価損益等調整前当期経常増減額 △157,760,437 △16,842,830 △46,203,729 198,656,139 △22,150,857 16,880,138 8,755,962 3,485,243

当期経常増減額 △157,760,437 △16,842,830 △46,203,729 198,656,139 △22,150,857 16,880,138 8,755,962 3,485,243
⒉経常外増減の部
⑴経常外収益の部
⑵経常外費用の部
当 期 経 常 外 増 減 額
他 会 計 振 替 額 3,682,294 3,682,294 △3,682,294

当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 △157,760,437 △16,842,830 △46,203,729 202,338,433 △18,468,563 13,197,844 8,755,962 3,485,243
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 △148,120,377 △15,997,840 △51,084,283 843,587,792 628,385,292 124,974,645 46,912,292 800,272,229
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 △305,880,814 △32,840,670 △97,288,012 1,045,926,225 609,916,729 138,172,489 55,668,254 803,757,472

Ⅱ指定正味財産増減の部
指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 46,872,328 46,872,328 46,872,328
指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 46,872,328 46,872,328 46,872,328

Ⅲ正味財産期末残高 △305,880,814 14,031,658 △97,288,012 1,045,926,225 656,789,057 138,172,489 55,668,254 850,629,800

日本記者クラブ　正味財産増減計算書内訳表
自　2015年4月1日　　至　2016年3月31日

（単位：円）
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　NYで特派員をしていた15年前に比
べ、テロも移民問題もさらに深刻化し
てきた。日本社会も問題だらけ。引き
続き注視していきたい。

河
こう

野
の

　博
ひろ

子
こ
1979年読売新聞入社。社会部次長、
ニューヨーク支局長、編集委員な
ど。現在、読売新聞社企画委員。

　気が付けば会社人生活は四十有余年。
残された自由な時間を大切にし、あき
れることが目につく世の中を、しっか
りウオッチしていきたいと思います。

関
せき

口
ぐち

　元
もと

朗
お
1974年日本経済新聞入社。日経ビ
ジネス副編集長、日経金融新聞編
集長、格付投資情報センター取締
役格付本部長、同監査役など。

　民主主義の原点、ギリシャ、ローマ時
代より、匿名の投稿は無視された。そ
れが現代は匿名メールが政治を動かす。
目的は手段を選ばないのか考えたい。

瀧
たき

山
やま

　誠
まこと

1968年フジテレビ入社。バンコク
特派員、ニュース部担当部長、報
道番組部長、編集委員などを務め
2013年退社。

　英国の元首相のように「教育！�教
育！！�教育！！！」と訴え続けて四半
世紀近く。教育記者に教員としての役
割が加わり、これからは「！」4つです。

中
なか

西
にし

　茂
しげる

1983年読売新聞入社。北海道支社
編集委員兼東京本社論説委員、調
査研究本部主任研究員など。現在、
玉川大学学術研究所所属。

　会員に加えていただき、身の引き締
まる思いです。これからは主にスポー
ツという題材から政治のありようを考
えていきたいと思います。

龍
りゅう

崎
ざき

　孝
たかし 1984年毎日新聞入社。政治部など

を経て94年に退社後、95年TBSテ
レビ入社。モスクワ支局長、政治
部長など。現在、流通経済大学ス
ポーツ健康科学部教授。

情報発信

新しいOB会員

■小林節氏　政治団体設立発表会見
　安全保障関連法の廃止を訴えてきた憲法学者
の小林節・慶応大名誉教授が、夏の参院選に向
け政治団体「国民怒りの声」の立ち上げを発表し
た。基本政策として「言論の自由回復」や原発廃
止も掲げた。（5.9　会見場）

■科学ジャーナリスト賞2016贈呈式
　科学技術に関する報道や出版、映像などで優れ
た成果を挙げた個人を表彰している。2016年の受
賞者と受賞作品は次のとおり。
　〔科学ジャーナリスト大賞〕阿部豊・東大大学
院理学系研究科准教授（著作『生命の星の条件を
探る』）〔科学ジャーナリスト賞〕▶会川晴之・毎
日新聞社北米総局長（連載「核回廊を歩く〜日本
編」および記事「日本の核技術流出、初確認」）▶
近堂靖洋・NHK報道局ネット報道部長（当時・
科学文化部専任部長）（NHKスペシャル「廃炉へ
の道2015�“核燃料デブリ”未知なる闘い」など4
件（5.12　10階ホール）

■安倍晋太郎氏を偲び安倍総理と語る会
　安倍晋太郎元外相が亡くなって25年。当時の
番記者や関係者などが命日に集まり、ほぼ毎年
クラブで偲ぶ会を開催している。安倍晋三首相
も出席した。（5.16　会見場）

■福祉フォーラム・ジャパン　討論会
　「かかりつけ医」先進国である英国の事例を学
ぶ講演会。家庭医療専門医の澤憲明氏による「プ
ライマリ・ケアを考える〜英国でのGPの取り組
み」の基調講演などが行われた。（5.21　10階ホール）

■山本美香記念国際ジャーナリスト賞　授賞式
　第3回受賞者はシリア内戦の取材を著した

『シリア　戦場からの声』の著者でジャーナリス
トの桜木武史氏。授賞式後は桜木氏と選考委員、
佐藤和孝・山本美香記念財団代表理事によるシ
ンポジウムも開かれた。（5.26　10階ホール）

■読売テクノ･フォーラム「ゴールド・メダル賞」
受賞記念講演会
　同賞は科学技術の分野で優れた成果を挙げた
新進の研究者を表彰している。第22回受賞者の
岡田随象・大阪大教授、菅裕明・東大教授、中
村正人・宇宙科学研究所教授の3人が「科学の
力で、世界を元気に」をテーマにそれぞれ講演
した。（5.28　10階ホール）

■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらによる勉強会。
5月は山本幸三・自民党衆院議員（5.11）、山尾志
桜里･民進党政調会長（5.25）をゲストに招いた。

寄贈書
東日本大震災　原発事故から5年
ふくしまは負けない　2011 ～ 2016

　福島民報社は東日本大震災、東
京電力福島第一原発事故から5年
間の報道記録『東日本大震災　原
発事故から5年　ふくしまは負け
ない　2011 〜 2016』を発刊した。
　同書は平成23年（2011）3月11
日から今年3月11日まで激動の5
年間の県内外の動きを、当時の写

真を取り入れながら「ドキュメント」として詳細
に収録。福島民報本紙に掲載した本県の現状を
検証した「福島の今」、震災後に取材した人たち
のその後を追った「それぞれの5年」、ひたむき
に生きる人たちを紹介した「震災・原発事故5
年」の一部を改編して収めた。
　5年目となった今年3月11日の祈念式や追悼
の様子、福島第一原発の現状などの写真も数多
く取り入れた。
� （福島民報社事業局出版部　清野　昭宏）

福島民報社
1296円
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：134社　⃝基本会員：745人　⃝個人会員：1,308人　
⃝法人・個人賛助会員：63社・139人　⃝特別賛助会員：99人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：136人 計：197社・2,439人

クラブの電話　ダイヤルイン

長野放送が入会しました

　長野放送（フジテレビ系列）が再入会しまし
た。登録会員は下記の方々です。7年ぶりのク
ラブメンバー再加盟とともに、6月25日、プレ
スセンター2階に東京支社が入居します。クラ
ブの法人会員は134社、プレスセンタービルに
東京支社を置く地方会員社は11社となります。
外山衆司・代表取締役社長
西條彰浩・東京支社長

レストラン・アラスカ 夜の半額サービス

　毎年好評をいただいているアラスカ夜の半額
サービスを今年も行います。8月中はディナー
タイムの一般メニューを全て半額で提供しま
す。お仲間、ご家族などでお楽しみください。
ご利用の際は03-3503-2766まで予約をお願いし
ます。

部屋代50%引き　夏の宴会プランをどうぞ

　例年通り、8月はクラブの貸室料金が半額に
なります。この期間限定で、お得な宴会プラン
も用意します。洋食8品、和食（おそば）でお一
人3,240円です。1,404円をプラスしてフリードリ
ンク（2時間）にもできます。お問い合わせは
03-3503-2724まで。

＜法人会員代表変更＞
日経BP社
　新実傑代表取締役社長（旧・長田公平氏）

＜訃報＞
　彌富鞆彦会員（ニッポン放送出身、87歳）が5
月10日死去されました。謹んでご冥福をお祈り
いたします。

メールアドレスの登録を

　急に開催が決まった会見の案内や日時の変
更・中止などをすぐにお知らせできるよう、メ
ールアドレスの登録をお願いしています。
　お名前と会員番号を下記のアドレスにお送り
ください。OB会員の皆様にも積極的な登録をお
願いいたします。

kaiken@jnpc.or.jp

和食　伊勢海老懐石（7/1まで）

　先付：焼き茄子雲丹乗せ、穴子八幡巻ほか　お
椀：鮎魚女葛打ち　造り：伊勢海老姿造り　焼物：
魳木の芽焼き　煮物：伊勢海老具足煮　揚物：太
刀魚挟み揚げ　食事：伊勢海老頭味噌椀、ご飯　
水菓子：季節の果物　グラス冷酒付き（5,400円）
� （板長：大井由光）

洋食　おすすめコース（6/30まで）

　冷製フォアグラのフラン　白ワイン 蜂蜜風味、
ヴィシソワーズまたはコンソメ、オマール海老の
カダイフ包みフリット　サフランライス添え、ト
スサラダ、マンゴームース、パン、コーヒー付き
（3,780円）。ランチ、ディナー（土曜日はランチの
み9階レストラン）ともにご利用いただけます。
� （シェフ：黒須修一）

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

レストラン＊価格は全て税込みです

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■私の取材余話　ベテラン会員によるエッセー

●「情報戦うら・おもて（パート５）潜水艦の売
り込みやTPP交渉のカギは？」
　村上吉男会員（朝日新聞出身）

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　井上　洋一　大辻　一晃
　　　　大寺　廣幸　鈴木　　仁　長﨑　和夫
　　　　藤井　良広　藤澤　秀敏　吉澤　正一
　　　　渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

●日比谷カレッジ参加者がクラブを見学
　5月30日、日比谷図書文化館が主催する
市民プログラム「日比谷カレッジ」の一環
として、「日本プレスセンターが眺めた日
比谷と報道の世界40年」が開催された。催
しには約60人が参加、春原昭彦会員（上智
大学名誉教授）の講演を聞いた後、プレス
センターに移動しラウンジや10階ホールな
どを見学した。一般の方々にクラブの活動
を知ってもらう機会となった。
●米国大学生もクラブ訪問
　海外経験学習で来日した米国ノーステキ
サス大学ジャーナリズム学部の学生20人が
5月31日、クラブを訪ね、記者クラブの仕
組みや日米のメディアについて懇談した。
学生から「官庁の記者クラブに外国人は入
れるか」「警察の無線は聞いているか」「電子
版の課金はできているのか」「米国は日本以
上に部数が減っているが私は記者になりた
い。記者という仕事はどうなるだろうか」
などの質問が出た。「私が新聞社に就職し
た40年前にも新聞なんて未来がない、と友
達に言われた。彼が就職した大銀行はなく
なったが、新聞はまだ存在している。ニュー
スを必要とする読者はどの時代にもいるか
ら、記者の仕事はなくならない」と、対応し
た中井顧問が記者志望の学生を励ました。
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撮影：沢
さわ

田
だ

　将
まさ

人
と

（東京新聞写真部）

G7サミットに先立ち、伊勢神宮内宮を訪れ参道を歩く安倍首相ら各国首脳　＝５月26日午前　三重県伊勢市

写 真 回 廊

　
ロ
シ
ア
の
哲
学
者
タ
チ
ア
ー
ナ
・
グ
レ
ゴ
リ
エ
ー
ヴ
ァ
さ

ん
を
神
社
に
案
内
し
た
ら「
神
様
を
殺
さ
な
か
っ
た
の
は
素

晴
ら
し
い
。
ロ
シ
ア
は
神
様
を
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」と

言
う
の
で
び
っ
く
り
し
た
。
彼
女
は
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

だ
。
ロ
シ
ア
の
深
い
森
と
大
地
に
は
一
神
教
の
教
義
に
は
ま

り
き
ら
な
い
豊
饒
な
霊
性
が
あ
っ
た
の
に
、
と
言
い
た
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。〈
原
始
の
日
本
人
が
自
然
の
神
秘
に
お
の

の
い
た
感
動
が
、
言
葉
・
観
念
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
な

く
伝
え
ら
れ
、
神
社
に
は
神
の
名
を
越
え
た
存
在
へ
の
畏
敬

へ
と
導
く
力
が
あ
る
〉。
日
本
人
に
は
当
た
り
前
の
身
体
経

験
が
、
外
国
人
に
は
大
発
見
な
の
だ
。

　
イ
ス
ラ
ム
へ
の
憎
悪
に
乗
じ
て
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
が
力
を
増

し
、ま
る
で
世
界
が
引
き
裂
か
れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
今
、

伊
勢
神
宮
は
首
脳
た
ち
に
何
を
感
じ
さ
せ
た
だ
ろ
う
。
仏
教

学
者
の
横
山
紘
一
さ
ん
は「
す
べ
て
の
宗
教
の
エ
ッ
セ
ン
ス

は
１
つ
、
清
ら
か
さ
で
す
。
仏
教
は
業
を
脱
し
、
キ
リ
ス
ト

教
は
罪
を
許
さ
れ
清
ら
か
に
な
る
。
神
道
は
理
屈
な
し
に
体

で
清
ら
か
さ
を
追
体
験
す
る
の
で
す
」と
言
う
。
教
義
が
な

い
だ
け
、
本
来
争
い
の
材
料
に
な
り
に
く
い
は
ず
だ
。

　
し
か
し
現
実
の
伊
勢
神
宮
は
太
古
か
ら
政
治
的
存
在
だ
っ

た
し
、
江
戸
時
代
の
国
学
者
に
よ
っ
て
世
界
の
最
高
神
に
祭

り
上
げ
ら
れ
、
大
戦
中
は
神
国
信
仰
に
利
用
さ
れ
た
。
全
地

球
に
あ
ま
ね
く
恵
み
を
も
た
ら
す
太
陽
神
＝
天
照
大
神
は
、

小
さ
な
島
国
の
神
様
と
し
て
政
治
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
も

う
一
度
、
太
陽
神
の
普
遍
性
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
新
市
長
に
選
ば
れ
た
パ
キ
ス
タ
ン

移
民
の
子
が
、
カ
テ
ド
ラ
ル
で
コ
ー
ラ
ン
に
よ
っ
て
就
任
宣

誓
を
し
た
。宗
教
の
垣
根
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
、

人
類
の
未
来
が
か
か
る
時
代
な
の
だ
。�

（
松
浦
　
茂
長
）

太
陽
神
の
ル
ネ
サ
ン
ス
？
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■
「
戦
後
70
年
」
と
「
3
・
11
か
ら
５
年
」
を
軸
に

公
益
社
団
法
人
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
２
０
１
５
年
度
、
合
計
２
５

２
回
の
プ
レ
ス
向
け
行
事
（
オ
ン
・
ザ
・
レ
コ
ー
ド
の
記
者
会
見
、

昼
食
会
、
討
論
会
・
対
談
、
研
究
会
、
記
者
ゼ
ミ
、
記
者
研
修
会
、

取
材
団
）
を
主
催
し
た
。
一
般
行
事
な
ど
を
加
え
た
行
事
の
総
数
は

２
７
８
回
と
な
り
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
日
本
全
国
の
新
聞
、
放
送
、
通
信
社
が
集
ま

り
、
政
府
か
ら
の
援
助
は
受
け
ず
、
会
費
で
運
営
す
る
日
本
で
唯
一

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
共

有
す
る
組
織
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
の
当
事
者
を
招
い
て
記
者
会
見
を

主
催
す
る
。
会
見
で
記
者
と
の
質
疑
を
通
し
て
ゲ
ス
ト
が
情
報
を
発

信
し
、
会
員
が
報
道
し
広
く
社
会
に
伝
わ
る
こ
と
で
、
国
民
の
知
る

権
利
に
資
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
目
的
と
し
て
い
る
。

◇

２
０
１
５
年
度
は
、
戦
後
70
年
で
あ
り
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

と
い
う
年
で
あ
っ
た
。２
０
１
４
年
度
に
始
め
た
シ
リ
ー
ズ
企
画「
戦

後
70
年
　
語
る
・
問
う
」
を
28
回
開
催
し
、
シ
リ
ー
ズ
総
回
数
は
42

回
と
な
っ
た
。
ま
た
首
相
談
話
が
注
目
さ
れ
る
中
、
村
山
富
市
元
首

相
、
河
野
洋
平
元
官
房
長
官
に
よ
る
対
談
「
戦
後
70
年
を
語
る
」
が

２
０
１
５
年
度
で
最
多
の
３
２
３
人
の
出
席
者
を
集
め
た
ほ
か
、
安

保
法
制
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
講
師
か
ら
話
を
聞
く
な
ど
、
タ
イ
ム
リ

ー
な
テ
ー
マ
と
ゲ
ス
ト
に
よ
る
会
見
の
開
催
に
努
め
た
。
恒
例
の
記

者
研
修
会
も
戦
後
70
年
を
取
り
上
げ
、
研
修
会
参
加
者
を
中
心
に
沖

縄
へ
取
材
団
を
派
遣
し
た
。

５
年
目
を
迎
え
た
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
は
、
会
員
各
社
の
震

災
５
年
企
画
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
３
・
11
か
ら

５
年
」
を
立
ち
上
げ
、
被
災
地
の
首
長
な
ど
16
人
の
ゲ
ス
ト
か
ら
話

を
聞
い
た
。
さ
ら
に
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
や
岩
手
・
福
島
・
宮

城
へ
取
材
団
を
３
回
派
遣
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
の
背
景
を
多
角
的
に
掘
り
下
げ
る
研
究
会
は
、
短
期
・

長
期
の
両
面
で
活
発
に
開
催
し
た
。
主
な
テ
ー
マ
は
「
変
わ
る
ア
メ

リ
カ
　
変
わ
ら
な
い
ア
メ
リ
カ
　
米
大
統
領
選
」「
チ
ェ
ン
ジ
・
メ
ー

カ
ー
ズ
に
聞
く
」「
ど
う
み
る
マ
イ
ナ
ス
金
利
」「
ど
う
な
る
中
国
経

済
」「
ド
イ
ツ
の
戦
後
和
解
」「
国
連
と
日
本
人
」
な
ど
で
、
一
部
は
２

２
０
１
５
年
度
事
業
報
告
（
概
要
）

＊
全
文
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す

＊
「
詳
」
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
全
文
文
字
起
こ
し
の
「
会
見
詳
録
」
を
掲
載

行
事
リ
ス
ト

０
１
６
年
度
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
を
訪
問
す
る
取
材
団
・
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
も
積
極

的
に
開
催
し
た
。
ド
イ
ツ
の
戦
後
和
解
を
考
え
る
「
ド
イ
ツ
・
イ
ス

ラ
エ
ル
取
材
団
」、
北
京
と
四
川
省
を
訪
れ
た
「
中
国
取
材
団
」
の

海
外
取
材
団
の
ほ
か
、「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
取
材

団
」「
沖
縄
取
材
団
」「
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
事
前
取
材
団
」
な
ど

過
去
最
多
の
９
回
と
な
っ
た
。

◇

毎
月
発
行
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
会
報
は
、
全
て
の
ゲ
ス
ト
の
会
見
内

容
を
紹
介
し
て
い
た
「
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
」
面
を
プ
レ
ス
会
見
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
改
革
、ゲ
ス
ト
を
一
覧
で
き
る
「
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
」

と
、
一
部
ゲ
ス
ト
の
会
見
内
容
を
伝
え
る
「
会
見
リ
ポ
ー
ト
」
に
分

割
し
て
掲
載
、
全
ゲ
ス
ト
の
会
見
内
容
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
紹
介
す

る
こ
と
に
し
た
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
ほ
ぼ
全

て
の
会
見
動
画
を
一
般
公
開
し
た
。
２
０
１
５
年
度
の
掲
載
動
画
は

２
２
１
本
に
上
っ
た
。

◇

２
０
１
５
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
は
、
読
売
新
聞
東
京
本
社

取
締
役
論
説
委
員
の
竹
内
政
明
氏
に
、
特
別
賞
は
伊
東
英
朗
氏
な
ら

び
に
南
海
放
送
「
Ｘ
年
後
」
制
作
グ
ル
ー
プ
に
贈
っ
た
。

◇

第
86
回
定
時
社
員
総
会
（
２
０
１
５
・
５
・
27
）
で
第
22
期
の
役

員
（
任
期
２
年
）
が
選
任
さ
れ
、
総
会
後
に
開
か
れ
た
新
役
員
に
よ

る
理
事
会
は
伊
藤
芳
明
氏
（
毎
日
新
聞
社
）
を
理
事
長
に
再
任
し
、

副
理
事
長
に
水
谷
亨
氏（
共
同
通
信
社
＝
新
任
）と
板
野
裕
爾
氏（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
＝
新
任
）
を
、
専
務
理
事
に
中
井
良
則
氏
（
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

＝
再
任
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
定
し
た
。◇

２
０
１
６
年
２
月
４
日
付
で
内
閣
総
理
大
臣
名
の
「
税
額
控
除
に

係
る
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
、
法
人
賛
助
会
員
と
特
別
賛
助
会
員
の

会
費
は
寄
付
と
し
て
扱
わ
れ
、
法
人
税
や
所
得
税
・
都
民
税
の
税
額

控
除
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◇

２
０
１
６
年
３
月
31
日
現
在
で
の
会
員
数
は
、
法
人
会
員
１
３
４

社（
対
前
年
マ
イ
ナ
ス
２
社
）、法
人
賛
助
会
員
65
社（
プ
ラ
ス
３
社
）、

会
員
総
数
２
４
９
９
人
（
プ
ラ
ス
37
人
）。

昼
食
会
　

7
回

金
高
雅
仁
　
警
察
庁
長
官

6
月
29
日

70

小
林
喜
光
　
経
済
同
友
会
代
表
幹
事

7
月
22
日

82

程
永
華
　
駐
日
中
国
大
使

7
月
23
日

156

宮
内
義
彦
　
日
本
取
締
役
協
会
会
長
【
東
芝
不

適
切
会
計
問
題
と
企
業
統
治
】

8
月
18
日

89

マ
ー
ク
・
ト
ン
プ
ソ
ン
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

9
月
25
日

169

詳

シ
ハ
サ
ッ
ク
・
プ
ア
ン
ゲ
ッ
ゲ
オ
　
駐
日
タ
イ

大
使

9
月
30
日

41

エ
ブ
ゲ
ー
ニ
ー
・
ア
フ
ァ
ナ
シ
エ
フ
　
駐
日
ロ

シ
ア
大
使

12
月
22
日

64

記
者
会
見
　

122
回

丹
野
純
一
　
福
島
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校

校
長
／
南
郷
市
兵
　
福
島
県
立
ふ
た
ば
未
来
学

園
高
校
副
校
長
　

4
月
2
日

27

小
沼
士
郎
　
外
務
省
ア
フ
リ
カ
第
一
課
交
渉
官
4
月
3
日

32

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ブ
キ
ン
　
米
国
務
次
官
補

4
月
6
日

81

デ
ィ
ト
ミ
ル
・
ブ
シ
ャ
テ
ィ
　
ア
ル
バ
ニ
ア
外

相

4
月
7
日

31

ア
ン
ヘ
ル
・
グ
リ
ア
　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
総
長

4
月
15
日

96

北
側
一
雄
　
公
明
党
副
代
表

4
月
27
日

78

翁
長
雄
志
　
沖
縄
県
知
事

5
月
20
日

238

詳

東
北
六
県
　
魂
の
酒
ま
つ
り
２
０
１
５
　
発
表

会
見
　

5
月
20
日

46

山
崎
拓
　
元
自
民
党
幹
事
長
【
日
米
安
保
を
考

え
る
2
】

5
月
21
日

93

詳

野
口
健
　
登
山
家
【
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
報
告
】
5
月
22
日

71

リ
カ
ル
ド
・
ガ
ル
シ
ア
・
ビ
ラ
ノ
バ
　
第
2
回

山
本
美
香
記
念
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
賞
受
賞

者

5
月
25
日

28

篠
田
正
浩
　
映
画
監
督
【
戦
後
70
年
　
語
る
・

問
う
17
】

6
月
1
日

68

詳

ピ
ー
タ
ー
・
ピ
オ
ッ
ト
　
ロ
ン
ド
ン
大
学
衛
生

・
熱
帯
医
学
大
学
院
学
長
【
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
】

6
月
4
日

30

ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領

6
月
5
日

144

詳

石
破
茂
　
地
方
創
生
担
当
相

6
月
9
日

147

村
山
富
市
　
元
首
相
／
河
野
洋
平
　
元
官
房
長

官
【
戦
後
70
年
を
語
る
】

6
月
9
日

323

詳

山
崎
拓
氏
／
亀
井
静
香
氏
／
武
村
正
義
氏
／
藤

井
裕
久
氏
【
安
保
法
制
反
対
声
明
発
表
】

6
月
12
日

221

開
催
日

参
加
者
記
録
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マ
ン
ガ
ラ
・
サ
マ
ラ
ウ
ィ
ー
ラ
　
ス
リ
ラ
ン
カ

外
相

6
月
19
日

35

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
ウ
ォ
ッ
チ
　
ブ
ラ
ッ
ド

・
ア
ダ
ム
ス
　
ア
ジ
ア
局
長
／
土
井
香
苗
　
同

日
本
代
表
【
日
本
の
援
助
政
策
に
お
け
る
人
権

保
護
調
査
の
報
告
】

6
月
24
日

42

大
西
隆
　
豊
橋
技
術
科
学
大
学
学
長
、
日
本
学

術
会
議
会
長
【
人
口
問
題
民
間
臨
調
　
検
証
と

提
言
】

7
月
2
日

77

武
富
和
彦
　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
編
集
局
長
／
潮
平

芳
和
　
琉
球
新
報
編
集
局
長
　

7
月
2
日

161

柿
沢
未
途
　
維
新
の
党
幹
事
長
／
今
井
雅
人
　

同
政
調
会
長
／
小
野
次
郎
　
同
安
全
保
障
調
査

会
長
（
幹
事
長
代
理
）／
丸
山
穂
高
　
同
安
全

保
障
調
査
会
事
務
局
長
【
維
新
の
党
　
安
保
法

案
に
関
す
る
会
見
】

7
月
6
日

81

堺
屋
太
一
　
作
家
、ア
ジ
ア
刑
政
財
団
会
長
【
手

帳
『
安
全
な
国
　
日
本
』
発
表
会
見
】

7
月
14
日

53

三
谷
太
一
郎
氏
／
大
沼
保
昭
氏
／
毛
里
和
子
氏

／
小
此
木
政
夫
氏
／
波
多
野
澄
雄
氏
／
石
田
淳

氏
【「
戦
後
70
年
総
理
談
話
に
関
す
る
歴
史
家
、

国
際
法
学
者
、
国
際
政
治
学
者
の
声
明
」
会
見
】

7
月
17
日

118

森
喜
朗
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
組
織
委
員
会
会
長

7
月
22
日

236

レ
ザ
・
ナ
ザ
ル
ア
ハ
リ
　
駐
日
イ
ラ
ン
大
使

7
月
23
日

51

遠
藤
利
明
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
担
当
相

7
月
24
日

120

鳥
原
光
憲
　
日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
会

長

8
月
5
日

48

詳

シ
リ
ル
・
ラ
マ
ポ
ー
ザ
　
南
ア
フ
リ
カ
副
大
統

領

8
月
25
日

70

「
料
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」会
見
と
福
島
ス
イ
ー

ツ・ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
　
中
村
勝
宏
　
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
総
料
理
長
、
日
本
ホ
テ
ル
統
括
名

誉
総
料
理
長
／
山
本
益
博
氏
／
渡
辺
幸
裕
　
料

理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
事
務
局
長
／
山
下
春
幸
　

H
A

L

　Y
A

M
A

SH
IT

A

東
京
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
シ
ェ
フ
／
望
月
完
次
郎
　
帝
国
ホ
テ
ル
東
京

シ
ェ
フ
パ
テ
ィ
シ
エ
／
田
中
健
一
郎
　
帝
国
ホ

テ
ル
東
京
総
料
理
長
／
小
林
香
　
福
島
市
長

8
月
29
日

50

北
岡
伸
一
　
国
際
大
学
学
長
、「
21
世
紀
構
想
懇

談
会｣

座
長
代
理

8
月
31
日

98

玉
木
林
太
郎
　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
次
長
【
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
改
定
】

9
月
7
日

57

丹
羽
宇
一
郎
　
日
中
友
好
協
会
会
長

9
月
15
日

102

ブ
ル
ー
ス
・
ス
ト
ー
ク
ス
　
米
ピ
ュ
ー
・
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
国
際
経
済
世
論
調
査
部
門
デ
ィ

レ
ク
タ
ー

9
月
18
日

46

ハ
ン
ス
・
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ア
テ
ル
ン
　

駐
日
独
大
使
【
ド
イ
ツ
の
難
民
・
移
民
政
策
】

9
月
18
日

74

門
川
大
作
　
京
都
市
長

9
月
25
日

58

ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ル
ピ
オ
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
高

裁
判
事
【
南
シ
ナ
海
問
題
】

9
月
25
日

46

ル
カ
ス
・
カ
ラ
ツ
ォ
リ
ス
　
駐
日
ギ
リ
シ
ャ
大

使

10
月
6
日

48

竹
花
豊
　
全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
理
事
長

10
月
8
日

37

岡
慎
一
　
第
29
回
日
本
エ
イ
ズ
学
会
学
術
集
会

・
総
会
会
長
【
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
】

10
月
15
日

22

フ
ラ
ン
ク
・
ジ
ャ
ヌ
ー
ジ
　
米
マ
ン
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
財
団
理
事
長

10
月
15
日

40

マ
リ
ナ
・
シ
ル
バ
　
ブ
ラ
ジ
ル
元
環
境
相

10
月
16
日

38

奥
野
長
衛
　
Ｊ
Ａ
全
中
会
長

10
月
19
日

71

甘
利
明
　
経
済
財
政
・
再
生
担
当
相

10
月
20
日

102

マ
グ
ヌ
ス
・
ロ
ー
バ
ッ
ク
　
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
大
使
【
欧
州
難
民
・
移
民
流
入
問
題
】

10
月
21
日

43

セ
ル
ダ
ヘ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
バ
ー
ン
　
駐
日
ハ
ン

ガ
リ
ー
大
使
【
欧
州
難
民
・
移
民
流
入
問
題
】

10
月
21
日

54

ハ
ナ
ア
・
シ
ン
ガ
ー
　
ユ
ニ
セ
フ
シ
リ
ア
事
務

所
代
表
／
ヨ
ー
カ
・
ブ
ラ
ン
ト
　
ユ
ニ
セ
フ
本

部
事
務
局
次
長

10
月
23
日

61

山
口
那
津
男
　
公
明
党
代
表

10
月
23
日

92

マ
オ
ド・ド・ブ
ー
ア
＝
ブ
キ
ッ
キ
オ
　
国
連「
子

ど
も
の
売
買
、
児
童
売
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
」
に

関
す
る
特
別
報
告
者

10
月
26
日

38

ア
ン
セ
ル
モ
・
ナ
カ
タ
ニ
　
日
伯
文
化
連
盟
前

理
事
長
／
ヘ
ル
・
サ
ン
ト
ソ
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・
ヤ
ヤ
サ
ン
福
祉
友
の
会
理
事
長
／
田
中
克
之
　

海
外
日
系
人
協
会
理
事
長
【
戦
後
70
年
　
語
る

・
問
う
34
】

10
月
26
日

44

志
位
和
夫
　
日
本
共
産
党
委
員
長

10
月
27
日

108

野
口
健
　
登
山
家
【
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
の
そ
の

後
】

10
月
27
日

28

リ
オ
ネ
ル
・
ザ
ン
ス
ー
　
ベ
ナ
ン
首
相

10
月
28
日

20

エ
デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
　
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代

表
チ
ー
ム
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

10
月
30
日

142

ハ
ン
ス
＝
ヨ
ゼ
フ
・
フ
ェ
ル
　
独
エ
ナ
ジ
ー
・
ウ

オ
ッ
チ
・
グ
ル
ー
プ
会
長

11
月
4
日

40

河
野
太
郎
　
国
家
公
安
・
行
革
・
防
災
担
当
相
11
月
5
日

71

鈴
木
英
敬
　
三
重
県
知
事

11
月
11
日

53

小
倉
和
夫
　
日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長
（
日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
研
究
会
代
表
）

11
月
12
日

31

中
野
晃
一
　
上
智
大
学
教
授
／
中
北
浩
爾
　
一

橋
大
学
大
学
院
教
授
／
杉
之
原
真
子
　
フ
ェ
リ

ス
女
学
院
大
学
准
教
授
【「
戦
後
保
守
」
は
終

わ
っ
た
の
か
　
自
民
党
政
治
の
危
機
】

11
月
13
日

75

ブ
ル
ー
ス
・
ス
ト
ー
ク
ス
　
米
ピ
ュ
ー
・
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
国
際
経
済
世
論
調
査
部
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
【
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
調
査
結
果
】

11
月
17
日

29

テ
ィ
エ
リ
ー
・
ダ
ナ
　
駐
日
仏
大
使

11
月
18
日

92

奥
野
誠
亮
　
元
法
相
【
戦
後
70
年
　
語
る
・
問

う
36
】

11
月
19
日

56

カ
ー
ト
・
ト
ン
　
米
首
席
国
務
次
官
補
代
理

11
月
19
日

55

不
破
哲
三
　
前
日
本
共
産
党
委
員
長
【
戦
後
70

年
　
語
る
・
問
う
37
】

11
月
24
日

86

鈴
木
大
地
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官

11
月
26
日

55

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
レ
ス
　
国
連
難
民
高
等
弁

務
官

11
月
26
日

45

市
川
雄
一
　
公
明
党
特
別
顧
問
【
戦
後
70
年
　

語
る
・
問
う
38
】

11
月
27
日

80

加
藤
勝
信
　
１
億
総
活
躍
・
拉
致
問
題
相

11
月
27
日

85

カ
イ
ス
・
ダ
ラ
ジ
　
駐
日
チ
ュ
ニ
ジ
ア
大
使

12
月
2
日

33

神
津
里
季
生
　
連
合
会
長

12
月
3
日

56

伊
吹
文
明
　
元
衆
院
議
長
【
戦
後
70
年
　
語
る

・
問
う
42
】

12
月
16
日

41

ナ
ー
セ
ル
・
ジ
ュ
デ
　
ヨ
ル
ダ
ン
副
首
相
兼
外

相

12
月
17
日

41

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
　
駐
日
米
大
使

12
月
17
日

201

詳

フ
ァ
テ
ィ
・
ビ
ロ
ル
　
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
事
務
局
長

12
月
21
日

51

梶
田
隆
章
　
東
大
宇
宙
線
研
究
所
長
（
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
）

1
月
7
日

92

野
田
章
子
　
モ
ル
デ
ィ
ブ
国
連
常
駐
調
整
官
兼

国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
常
駐
代
表
【
国

連
と
日
本
人
1
】

1
月
8
日

48

越
野
修
三
　
岩
手
大
学
地
域
防
災
研
究
セ
ン
タ

ー
教
授
／
秋
冨
慎
司
　
防
衛
医
科
大
学
校
講
師

【
３
・
11
か
ら
５
年
1
】

1
月
13
日

43

野
田
武
則
　
岩
手
県
釜
石
市
長
【
３
・
11
か
ら

５
年
2
】

1
月
19
日

37

ジ
ャ
リ
ル
・
ス
ル
タ
ノ
フ
　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

日
本
人
抑
留
者
資
料
館
館
長

1
月
21
日

37

ア
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
レ
　
国
連
フ
ィ
ー
ル
ド
支
援

担
当
事
務
次
長

1
月
22
日

30

菅
原
茂
　
宮
城
県
気
仙
沼
市
長
【
３
・
11
か
ら

５
年
3
】

1
月
28
日

47

御
手
洗
瑞
子
　
気
仙
沼
ニ
ッ
テ
ィ
ン
グ
社
長

【
３
・
11
か
ら
５
年
4
】

1
月
29
日

34

詳

隈
研
吾
　
建
築
家

2
月
1
日

70

詳

菊
地
啓
夫
　
宮
城
県
岩
沼
市
長
【
３
・
11
か
ら

５
年
5
】

2
月
4
日

30

大
崎
敬
子
　
国
連
本
部
経
済
社
会
局
統
計
部
次

長
【
国
連
と
日
本
人
2
】

2
月
10
日

32

吉
田
俊
通
　
公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
啓
発
普

及
部
副
部
長
／
櫻
井
重
夫
「
名
取
市
海
岸
林
再

生
の
会
」
副
会
長
【
３
・
11
か
ら
５
年
6
】

2
月
10
日

21
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ア
ビ
ー
ル
・
オ
ー
デ
　
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
経
済

相

2
月
15
日

25

杉
本
和
行
　
公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

2
月
15
日

55

ジ
ュ
リ
ー
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
　
豪
外
相

2
月
16
日

76

琴
奨
菊
　
大
関

2
月
16
日

97

ウ
エ
ン
デ
ィ
ー
・
シ
ャ
ー
マ
ン
　
前
米
国
務
次

官

2
月
17
日

65

品
川
萬
里
　
福
島
県
郡
山
市
長
【
３
・
11
か
ら

５
年
7
】

2
月
17
日

56

志
賀
俊
之
　
産
業
革
新
機
構
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

【
チ
ェ
ン
ジ
・
メ
ー
カ
ー
ズ
に
聞
く
1
】

2
月
19
日

110

山
海
嘉
之
　
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
社
長
【
チ
ェ
ン

ジ
・
メ
ー
カ
ー
ズ
に
聞
く
2
】

2
月
22
日

65

内
堀
雅
雄
　
福
島
県
知
事
【
３
・
11
か
ら
５
年

8
】

2
月
22
日

102

中
筋
純
　
写
真
家
【
３
・
11
か
ら
５
年
9
】

2
月
22
日

26

北
岡
伸
一
　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
理

事
長
【
国
連
と
日
本
人
3
】

2
月
24
日

54

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
レ
イ
シ
ー
・
ス
ウ
ィ
ン
グ
　
国

際
移
住
機
関
（
Ｉ
Ｏ
Ｍ
）
事
務
局
長

2
月
25
日

50

照
井
翠
　
俳
人
【
３
・
11
か
ら
５
年
10
】

2
月
26
日

29

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ト
ゥ
ビ
ア
ナ
　
仏
気
候
変
動
交

渉
担
当
大
使
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
特
別
代
表
）

2
月
26
日

29

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ア
ク
ト
ン
　
米
カ
ー
ネ
ギ
ー
国

際
平
和
財
団
上
席
研
究
員
【
３
・
11
か
ら
５
年

11
】

3
月
1
日

65

フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
グ
ラ
ン
デ
ィ
　
国
連
難
民
高
等

弁
務
官

3
月
2
日

72

忍
足
謙
朗
　
元
国
連
Ｗ
Ｆ
Ｐ
ア
ジ
ア
地
域
局
長

【
国
連
と
日
本
人
4
】

3
月
3
日

36

黒
川
清
　
元
国
会
事
故
調
委
員
長
【
３
・
11
か

ら
５
年
12
】

3
月
4
日

90

野
口
勝
宏
　
写
真
家
【
３
・
11
か
ら
５
年
13
】
3
月
7
日

22

ゴ
ン
サ
ロ
・
デ
・
ベ
ニ
ト
　
駐
日
ス
ペ
イ
ン
大

使

3
月
8
日

38

サ
ウ
リ
・
ニ
ー
ニ
ス
ト
　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
統

領

3
月
9
日

85

ア
リ
・
ビ
ー
ザ
ー
　
ア
メ
リ
カ
映
像
作
家
【
原

爆
機
乗
員
の
孫
が
ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
訪
ね
て
】

3
月
15
日

40

イ
ー
ホ
ル
・
ハ
ル
チ
ェ
ン
コ
　
駐
日
ウ
ク
ラ
イ

ナ
大
使

3
月
16
日

61

胡
鞍
鋼
　
清
華
大
学
国
情
研
究
セ
ン
タ
ー
長

【
第
13
次
五
カ
年
計
画
を
読
む
】

3
月
17
日

80

ト
ビ
ー
・
ラ
ン
ザ
ー
　
国
連
事
務
次
長
補
兼
国

連
サ
ヘ
ル
地
域
担
当
人
道
調
整
官

3
月
18
日

36

田
中
俊
一
　
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
【
３

・
11
か
ら
５
年
14
】

3
月
22
日

102

フ
ォ
ル
カ
ー
・
カ
ウ
ダ
ー
　
独
キ
リ
ス
ト
教
民

主
・
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
院
内
総

務

3
月
23
日

31

小
野
舞
純
　
国
連
事
務
総
長
室
シ
ニ
ア
・
オ
フ

ィ
サ
ー
【
国
連
と
日
本
人
5
】

3
月
24
日

38

黒
柳
徹
子
　
ユ
ニ
セ
フ
親
善
大
使
【
国
連
と
日

本
人
6
】

3
月
24
日

86

詳

宮
野
廣
　
日
本
原
子
力
学
会
廃
炉
検
討
委
員
会

委
員
長
【
３
・
11
か
ら
５
年
15
】

3
月
25
日

52

村
井
嘉
浩
　
宮
城
県
知
事
【
３
・
11
か
ら
５
年

16
】

3
月
25
日

51

小
野
寺
五
典
　
元
防
衛
相
【
安
保
法
施
行
と
日

本
の
防
衛
1
】

3
月
28
日

52

山
崎
拓
　
元
自
民
党
幹
事
長
【
安
保
法
施
行
と

日
本
の
防
衛
2
】

3
月
29
日

48

ダ
ニ
ロ
・
テ
ュ
ル
ク
　
前
ス
ロ
ベ
ニ
ア
大
統
領

3
月
29
日

38

鈴
木
直
道
　
北
海
道
夕
張
市
長【
再
生
策
会
見
】
3
月
30
日

42

吉
田
浩
一
郎
　
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー
ク
ス
代
表
取
締

役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
【
チ
ェ
ン
ジ
・
メ
ー
カ
ー
ズ
に

聞
く
3
】

3
月
30
日

41

研
究
会
・
懇
談
会
　
95
回

高
橋
伸
彰
　
立
命
館
大
学
教
授
【
現
代
日
本
の

貧
困
5
】

4
月
8
日

69

植
木
安
弘
　
上
智
大
学
教
授
【
国
連
：
グ
ロ
ー

バ
ル
問
題
へ
の
対
応
と
課
題
」】

4
月
9
日

36

石
田
勇
治
　
東
京
大
学
大
学
院
教
授
【
ド
イ
ツ

の
戦
後
和
解
1
】

4
月
17
日

84

詳

坂
本
団
　
弁
護
士
、
日
弁
連
情
報
問
題
対
策
委

員
会
委
員
長
【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
そ
の
可
能
性

と
危
険
性
1
】

4
月
20
日

68

須
田
桃
子
　
毎
日
新
聞
記
者【
著
者
と
語
る『
捏

造
の
科
学
者
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
事
件
』】

4
月
21
日

67

武
井
彩
佳
　
学
習
院
女
子
大
学
准
教
授
【
ド
イ

ツ
の
戦
後
和
解
2
】

4
月
22
日

67

詳

川
島
真
　
東
京
大
学
大
学
院
教
授
【
戦
後
70
年
　

語
る
・
問
う
15
】

4
月
24
日

66

榎
並
利
博
　
富
士
通
総
研
経
済
研
究
所
主
席
研

究
員
【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
そ
の
可
能
性
と
危
険

性
2
】

4
月
24
日

68

川
喜
田
敦
子
　
中
央
大
学
教
授
【
ド
イ
ツ
の
戦

後
和
解
3
】

4
月
24
日

78

詳

森
信
茂
樹
　
中
央
大
学
法
科
大
学
院
教
授
【
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
、
そ
の
可
能
性
と
危
険
性
3
】

4
月
30
日

64

新
崎
盛
暉
　
沖
縄
大
学
名
誉
教
授
【
沖
縄
か
ら

考
え
る
1
】

5
月
11
日

88

富
田
武
　
成
蹊
大
学
名
誉
教
授
【
戦
後
70
年
　

語
る
・
問
う
16
】

5
月
11
日

74

佐
藤
健
生
　
拓
殖
大
学
教
授
【
ド
イ
ツ
の
戦
後

和
解
4
】

5
月
13
日

95

詳

前
泊
博
盛
　
沖
縄
国
際
大
学
教
授
【
沖
縄
か
ら

考
え
る
2
】

5
月
13
日

65

植
木
千
可
子
　
早
稲
田
大
学
教
授
【
日
米
安
保

を
考
え
る
1
】

5
月
14
日

98

伊
勢
𥔎𥔎
𥔎
治
　
東
京
外
国
語
大
学
教
授
【
著
者

と
語
る
『
本
当
の
戦
争
の
話
を
し
よ
う
～
世
界

の
「
対
立
」
を
仕
切
る
』】

5
月
20
日

53

尾
崎
真
理
子
　
読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
委
員

【
著
者
と
語
る
『
ひ
み
つ
の
王
国
　
評
伝
　
石

井
桃
子
』】

5
月
21
日

27

ハ
ン
ス
・
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ア
テ
ル
ン
　

駐
日
独
大
使
【
ド
イ
ツ
の
戦
後
和
解
5
】

5
月
25
日

79

齋
藤
隆
　
元
統
合
幕
僚
長
【
日
米
安
保
を
考
え

る
3
】

5
月
26
日

85

田
中
均
　
日
本
総
研
国
際
戦
略
研
究
所
理
事
長

【
日
米
安
保
を
考
え
る
4
】

5
月
27
日

92

松
島
泰
勝
　
龍
谷
大
学
教
授
【
沖
縄
か
ら
考
え

る
3
】

6
月
2
日

77

石
原
信
雄
　
元
官
房
副
長
官
【
戦
後
70
年
　
語

る
・
問
う
18
】

6
月
3
日

94

石
田
憲
　
千
葉
大
学
教
授
【
戦
後
70
年
　
語
る

・
問
う
19
】

6
月
4
日

68

高
崎
智
彦
　
国
立
感
染
症
研
究
所
第
一
部
第
２

室
長
【
デ
ン
グ
熱
ほ
か
蚊
媒
介
感
染
症
流
行
へ

の
対
応
】

6
月
5
日

38

馬
立
誠
　
元
人
民
日
報
論
説
委
員
【
中
国
と
ど

う
つ
き
あ
う
か
13
】

6
月
11
日

86

小
林
節
　
慶
応
大
学
名
誉
教
授
／
長
谷
部
恭
男
　

早
稲
田
大
学
法
学
学
術
院
教
授
【
憲
法
と
安
保

法
制
1
】

6
月
15
日

209

小
長
啓
一
　
元
通
産
次
官
【
戦
後
70
年
　
語
る

・
問
う
20
】

6
月
16
日

72

森
本
敏
　
元
防
衛
相
【
沖
縄
か
ら
考
え
る
4
】
6
月
17
日

70

長
元
朝
浩
　
沖
縄
タ
イ
ム
ス
専
任
論
説
委
員

【
沖
縄
か
ら
考
え
る
5
】

6
月
18
日

39

西
修
　
駒
澤
大
学
名
誉
教
授
／
百
地
章
　
日
本

大
学
教
授
【
憲
法
と
安
保
法
制
2
】

6
月
19
日

141

ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー
ド
ン
　
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
教
授
【
戦
後
70
年
　
語
る
・
問
う
21
】

6
月
22
日

84

白
井
聡
　
京
都
精
華
大
学
専
任
講
師
【
戦
後
70

年
　
語
る
・
問
う
22
】

6
月
25
日

70

行
天
豊
雄
　
国
際
通
貨
研
究
所
理
事
長
（
元
大

蔵
省
財
務
官
）【
戦
後
70
年
　
語
る
・
問
う
23
】

7
月
1
日

71

ロ
ジ
ャ
ー
・
パ
ル
バ
ー
ス
　
作
家
、
演
出
家
【
戦

後
70
年
　
語
る
・
問
う
24
】

7
月
13
日

45

今
野
勉
　
テ
レ
ビ
演
出
家
【
戦
後
70
年
　
語
る

・
問
う
25
】

7
月
16
日

43
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藤
原
作
弥
　
元
日
銀
副
総
裁
【
戦
後
70
年
　
語

る
・
問
う
26
】

7
月
21
日

62

樋
口
陽
一
　
東
京
大
学
名
誉
教
授
【
戦
後
70
年
　

語
る
・
問
う
27
】

7
月
27
日

67

森
伸
生
　
拓
殖
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
所
長

【
イ
ス
ラ
ム
の
視
点
2
】

7
月
29
日

48

青
木
冨
貴
子
　
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
【
戦

後
70
年
　
語
る
・
問
う
28
】

7
月
30
日

58

堀
川
惠
子
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
【
著
者
と
語
る

『
原
爆
供
養
塔
』】

8
月
4
日

41

宝
田
明
　
俳
優
【
戦
後
70
年
　
語
る
・
問
う

29
】

8
月
6
日

59

坂
本
慎
一
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
主
事
【
戦
後
70
年
　

語
る
・
問
う
30
】

8
月
6
日

52

福
永
文
夫
　
獨
協
大
学
教
授【
著
者
と
語
る「
日

本
占
領
史
」】

8
月
7
日

51

鈴
木
宣
弘
　
東
京
大
学
大
学
院
教
授
【
Ｔ
Ｐ
Ｐ

1
】

8
月
19
日

86

海
老
原
嗣
生
　
雇
用
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
【
新
就

活
ル
ー
ル
】

8
月
24
日

29

山
下
一
仁
　
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究

所
研
究
主
幹
【
Ｔ
Ｐ
Ｐ
2
】

9
月
2
日

68

柯
隆
　
富
士
通
総
研
主
席
研
究
員
【
ど
う
な
る

中
国
経
済
1
】

9
月
3
日

95

津
上
俊
哉
　
現
代
中
国
研
究
家
【
ど
う
な
る
中

国
経
済
2
】

9
月
4
日

106

中
山
義
隆
　
沖
縄
県
石
垣
市
長
【
沖
縄
か
ら
考

え
る
6
】

9
月
7
日

54

大
場
智
満
　
元
大
蔵
省
財
務
官
【
戦
後
70
年
　

語
る
・
問
う
31
】

9
月
14
日

65

井
上
恭
介
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
【
著
者
と
語

る
『
里
海
資
本
論
』】

9
月
24
日

48

福
井
健
策
　
弁
護
士
【
リ
セ
ッ
ト
　
東
京
五
輪

1
】

9
月
28
日

38

詳

早
川
浩
　
早
川
書
房
社
長
【
戦
後
70
年
　
語
る

・
問
う
32
】

9
月
29
日

47

ト
ル
コ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
囲
む
会

9
月
30
日

56

「
神
宮
外
苑
と
国
立
競
技
場
を
未
来
へ
手
わ
た

す
会
」
共
同
代
表
　
森
ま
ゆ
み
氏
／
大
橋
智
子

氏
【
リ
セ
ッ
ト
　
東
京
五
輪
2
】

10
月
1
日

31

向
井
治
紀
　
内
閣
官
房
社
会
保
障
改
革
担
当
室

審
議
官
【
大
丈
夫
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
1
】

10
月
2
日

70

其
田
真
理
　
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
事
務

局
長
【
大
丈
夫
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
2
】

10
月
9
日

46

宮
下
紘
　
中
央
大
学
准
教
授
【
大
丈
夫
か
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
3
】

10
月
13
日

57

ヤ
ン
・
ペ
ー
タ
ー
・
バ
ル
ケ
ネ
ン
デ
　
オ
ラ
ン

ダ
元
首
相
／
ア
ン
ネ
マ
リ
ー
・
ム
ン
ツ
　
国
際

人
材
派
遣
事
業
団
体
連
合
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
）
会

長
／
村
上
由
美
子
　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
東
京
セ
ン
タ
ー

所
長
【
オ
ラ
ン
ダ
の
労
働
市
場
改
革
に
学
ぶ
】

10
月
14
日

63

小
栗
康
平
　
映
画
監
督
【
戦
後
70
年
　
語
る
・

問
う
33
】

10
月
16
日

38

岡
村
久
道
　
弁
護
士
【
大
丈
夫
か
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
4
】

10
月
20
日

62

朴
正
鎮
　
津
田
塾
大
学
准
教
授
【
中
韓
接
近
と

今
後
の
日
韓
関
係
】

10
月
22
日

70

柴
田
優
呼
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
タ
ゴ
大

学
助
教
授
【
戦
後
70
年
　
語
る
・
問
う
35
】

10
月
29
日

40

詳

マ
イ
ク
・
モ
チ
ヅ
キ
　
米
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
教
授
／
橋
本
晃
和
　
桜
美
林
大
学
大

学
院
特
任
教
授
【
沖
縄
か
ら
考
え
る
7
】

11
月
18
日

76

松
元
剛
　
琉
球
新
報
編
集
局
次
長
【
沖
縄
か
ら

考
え
る
8
】

11
月
20
日

60

宇
治
敏
彦
　
中
日
新
聞
相
談
役
【
戦
後
70
年
　

語
る
・
問
う
39
】

12
月
1
日

60

高
橋
哲
哉
　
東
京
大
学
大
学
院
教
授
【
沖
縄
か

ら
考
え
る
9
】

12
月
2
日

61

木
宮
正
史
　
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究

科
教
授
【
日
韓
関
係
の
検
証
と
展
望
】

12
月
4
日

55

工
藤
年
博
　
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
【
ミ

ャ
ン
マ
ー
】

12
月
7
日

66

若
宮
啓
文
　
元
朝
日
新
聞
主
筆
【
著
者
と
語
る

『
戦
後
70
年
　
保
守
の
ア
ジ
ア
観
』】

12
月
8
日

64

加
藤
典
洋
　
文
芸
評
論
家
・
早
稲
田
大
学
名
誉

教
授
【
戦
後
70
年
　
語
る
・
問
う
40
】

12
月
9
日

75

詳

石
毛
博
行
　
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
）
理
事
長
【
T
P
P
３
】

12
月
11
日

48

中
島
岳
志
　
北
海
道
大
学
准
教
授
【
戦
後
70
年
　

語
る
・
問
う
41
】

12
月
15
日

65

詳

福
井
健
策
　
弁
護
士
【
T
P
P
4
】

12
月
15
日

39

早
川
英
男
　
富
士
通
総
研
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・

フ
ェ
ロ
ー
、
元
日
銀
調
査
統
計
局
長
【
２
０
１

６
年
経
済
見
通
し
1
】

1
月
13
日

130

詳

田
中
浩
一
郎
　
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

常
務
理
事
、
中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
長
／
保
坂
修

司
　
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
研
究
理

事
、
中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
【
サ

ウ
ジ・イ
ラ
ン
断
交：地
政
学
的
影
響
を
考
え
る
】

1
月
15
日

93

渡
辺
博
史
　
国
際
協
力
銀
行
総
裁
【
２
０
１
６

年
経
済
見
通
し
2
】

1
月
18
日

65

武
者
陵
司
　
武
者
リ
サ
ー
チ
代
表
【
２
０
１
６

年
経
済
見
通
し
3
】

1
月
18
日

68

藻
谷
浩
介
　
日
本
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員

【
２
０
１
６
年
経
済
見
通
し
4
】

1
月
20
日

115

山
口
義
行
　
立
教
大
学
経
済
学
部
教
授
【
２
０

１
６
年
経
済
見
通
し
5
】

1
月
22
日

71

小
林
恭
子
　
在
英
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
【
著
者
と

語
る
『
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
の
実
力
』】

1
月
27
日

98

室
井
尚
　
横
浜
国
立
大
学
教
授
【
文
系
学
部
は

ど
う
な
る
】

1
月
28
日

59

大
矢
根
聡
　
同
志
社
大
学
教
授
【
Ｔ
Ｐ
Ｐ
5
】
2
月
2
日

57

古
矢
旬
　
北
海
商
科
大
学
教
授
【
変
わ
る
ア
メ

リ
カ
　
変
わ
ら
な
い
ア
メ
リ
カ
　
米
大
統
領
選

1
】

2
月
5
日

110

詳

武
田
洋
子
　
三
菱
総
合
研
究
所
政
策
・
経
済
研

究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
【
２
０
１
６
年
経

済
見
通
し
6
】

2
月
5
日

85

小
笠
原
欣
幸
　
東
京
外
国
語
大
学
准
教
授
【
台

湾
総
統
選
を
読
み
解
く
】

2
月
8
日

66

宮
本
悟
　
聖
学
院
大
学
特
任
教
授
【
北
朝
鮮
の

核
実
験
と
軍
事
力
】

2
月
9
日

91

藤
田
孝
典
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
プ
ラ
ス
代
表

理
事
【
現
代
日
本
の
貧
困
6
】

2
月
9
日

55

川
瀬
光
義
　
京
都
府
立
大
学
教
授
【
沖
縄
か
ら

考
え
る
10
】

2
月
12
日

40

モ
ハ
メ
ド
・
エ
ル
メ
ン
シ
ャ
ウ
ィ
　
ア
ラ
ラ
ビ

・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ワ
シ
ン
ト
ン

支
局
長

2
月
18
日

30

工
藤
律
子
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
【
著
者
と
語
る

『
ル
ポ
　
雇
用
な
し
で
生
き
る
』】

2
月
24
日

31

森
本
あ
ん
り
　
国
際
基
督
教
大
学
教
授
【
変
わ

る
ア
メ
リ
カ
　
変
わ
ら
な
い
ア
メ
リ
カ
　
米
大

統
領
選
2
】

3
月
2
日

102

詳

若
田
部
昌
澄
　
早
稲
田
大
学
教
授
／
加
藤
出
　

東
短
リ
サ
ー
チ
社
長
【
ど
う
み
る
マ
イ
ナ
ス
金

利
1
】

3
月
2
日

123

上
英
明
　
神
奈
川
大
学
助
教
【
変
わ
る
ア
メ
リ

カ
　
変
わ
ら
な
い
ア
メ
リ
カ
　
米
大
統
領
選
3
】

3
月
18
日

68

柳
澤
協
二
　
元
内
閣
官
房
副
長
官
補
（
安
全
保

障
）【
安
保
法
施
行
と
日
本
の
防
衛
3
】

3
月
31
日

49

記
者
ゼ
ミ
第
3
期

次
世
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
現
場
―
そ
の
原
則
と
ス
キ
ル
　
18
回

稲
田
修
一
　
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
特
任
教
授
【
デ
ー
タ
活
用
で
変
わ
る
社

会
と
ニ
ュ
ー
ス
】

5
月
29
日

37

細
田
正
和
　
共
同
通
信
デ
ジ
タ
ル
推
進
局
長

【
変
わ
る
通
信
社
】

6
月
12
日

44

福
原
伸
治
　
フ
ジ
テ
レ
ビ
報
道
局
局
次
長
、「
ホ

ウ
ド
ウ
キ
ョ
ク
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
【
変

わ
る
テ
レ
ビ
放
送
】

6
月
26
日

49

小
林
恭
子
　
在
英
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
【
変
わ
る

編
集
局
～Integrated

　N
ew

sroom

と
は
】

7
月
3
日

51



─ 付 5 ─

平
和
博
　
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
、

オ
ピ
ニ
オ
ン
編
集
部
記
者
【
変
わ
る
取
材
～
ネ

ッ
ト
活
用
】

7
月
17
日

29

松
波
功
　
中
日
新
聞
電
子
編
集
部
【
変
わ
る
表

現
と
新
し
い
職
種
の
誕
生
】

9
月
25
日

30

藤
村
厚
夫
　
ス
マ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
執
行
役
員【
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
と
向
き
合
う
～
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
視
点
１
】

10
月
5
日

35

橋
元
良
明
　
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
教
授

【
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
向
き
合
う
～
新
し
い
読
者

像
】

10
月
26
日

40

伊
藤
儀
雄
　
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
事
業
本
部
編
集

部
リ
ー
ダ
ー
【
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
向
き
合
う

～
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
視
点
2
】

11
月
9
日

35

高
田
昌
幸
　
高
知
新
聞
編
集
局
報
道
部
副
部
長

・
部
長
待
遇
【
権
力
監
視
の
条
件
と
環
境
】

11
月
27
日

13

岡
村
久
道
　
弁
護
士
【
改
正
個
人
情
報
保
護
法

と
表
現
の
自
由
～
取
材
の
自
由
を
中
心
に
】

12
月
7
日

25

セ
ド
リ
ッ
ク
・
サ
ム
　
サ
ウ
ス
チ
ャ
イ
ナ
・
モ

ー
ニ
ン
グ
ポ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
エ
デ
ィ
タ
ー

／
松
波
功
　
中
日
新
聞
電
子
編
集
部
【
デ
ジ
タ

ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
具
体
的
手
法
と
展
開
、

暗
号
メ
ー
ル
の
入
門
講
習
】

12
月
11
日

22

山
田
健
太
　
専
修
大
学
教
授
【
報
道
の
公
正
・

多
様
性
】

12
月
18
日

15

杉
田
敦
　
法
政
大
学
教
授
【
政
治
報
道
の
想
像

力
】

1
月
25
日

16

武
田
徹
　
恵
泉
女
学
園
大
学
教
授
【
実
証
の
報

道
・
報
道
の
検
証
】

2
月
5
日

26

松
波
功
　
中
日
新
聞
電
子
編
集
部【CA

R

（Com
puter-assisted

　reporting

）の
体
験
コ
ー
ス
】

2
月
13
日

13

赤
尾
光
史
　
元
「
新
聞
研
究
」
編
集
長
【
編
集

権
を
考
え
る
】

2
月
22
日

8

鈴
木
謙
介
　
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
准
教
授

【
情
報
飽
和
時
代
の
報
道
】

3
月
14
日

23

第
18
回
記
者
研
修
会 

6
／
8
～
9
　
49
社
59
人

研
究
会
「
な
に
を
伝
え
る
か
　
ど
う
伝
え
る
か
」

パ
ネ
リ
ス
ト
：
須
田
桃
子
　
毎
日
新
聞
科
学
環

境
部
記
者
／
長
谷
川
由
紀
　
読
売
新
聞
元
カ
イ

ロ
支
局
長

対
談
「
戦
後
70
年
を
語
る
」
保
阪
正
康
　
作
家

／
原
武
史
　
明
治
学
院
大
学
教
授

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　「
我
が
社
の
戦
後

70
年
報
道
」
パ
ネ
リ
ス
ト
：
西
村
修
　
秋
田
魁

新
報
編
集
委
員
／
岡
本
晃
明
　
京
都
新
聞
報
道

部
長
代
理
／
宮
崎
智
三
　
中
国
新
聞
ヒ
ロ
シ
マ

平
和
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
／
梶
井
正
人
　
Ｒ

Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
報
道
部
副
部
長

交
流
会

6
月
8
日

研
究
会
「
デ
ー
タ
を
紡
い
で
社
会
に
つ
な
ぐ
」　

渡
邉
英
徳
　
首
都
大
学
東
京
准
教
授

記
者
会
見
　
石
破
茂
　
地
方
創
生
担
当
相
（
会

員
オ
ー
プ
ン
）

対
談
「
戦
後
70
年
を
語
る
」
村
山
富
市
　
元
首

相
／
河
野
洋
平
　
元
官
房
長
官
（
会
員
オ
ー
プ

ン
）

6
月
9
日

沖
縄
取
材
団 

6
／
9
～
13
　
26
社
33
人

※
6
／
9
は
移
動
日

Ａ
Ｎ
Ａ
沖
縄
貨
物
ハ
ブ
（
那
覇
空
港
）
▼
沖
縄

国
際
大
学
米
軍
ヘ
リ
墜
落
現
場
▼
新
都
心
（
車

中
）
▼
米
軍
普
天
間
飛
行
場
視
察
▼
嘉
数
高
台

公
園
か
ら
普
天
間
基
地
を
望
む
　
西
江
昭
吾
　

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
会
部
記
者
に
よ
る
説
明
▼
米

軍
普
天
間
飛
行
場
視
察
　
ピ
ー
タ
ー
・
リ
ー
　

普
天
間
飛
行
場
司
令
官
会
見
▼
上
原
良
幸
　
沖

縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
長
（
沖

縄
振
興
予
算
、
観
光
に
つ
い
て
）
▼
高
良
倉
吉
　

琉
球
大
学
名
誉
教
授
「
沖
縄
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

6
月
10
日

翁
長
雄
志
　
沖
縄
県
知
事
▼
辺
野
古
を
漁
船
か

ら
見
学
　
安
次
富
浩
　
ヘ
リ
基
地
反
対
協
議
会

共
同
代
表
、
松
元
剛
　
琉
球
新
報
編
集
局
次
長

か
ら
説
明
▼
屋
良
朝
博
　
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
▼
懇
談
会

6
月
11
日

稲
嶺
進
　
名
護
市
長
　
会
見
▼
瀬
嵩
の
浜
▼

「
道
の
駅
か
で
な
」
か
ら
米
軍
嘉
手
納
飛
行
場

を
見
学
▼
井
上
一
徳
　
沖
縄
防
衛
局
長
　
懇
談

▼
佐
喜
真
淳
　
宜
野
湾
市
長

6
月
12
日

ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
見
学
　
仲
里
正
子

さ
ん
（
元
ひ
め
ゆ
り
学
徒
）
講
話
、
謝
花
直
美
　

沖
縄
タ
イ
ム
ス
編
集
委
員
か
ら
説
明
▼
南
部
戦

跡
（
魂
魄
の
塔
、
摩
文
仁
の
丘
）
▼
南
城
市
糸

数
・
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ

6
月
13
日

ド
イ
ツ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
取
材
団
　

6
／
30
～
7
／
9 

9
社
12
人

※
6
／
30
、
7
／
9
は
移
動
日

ベ
ル
リ
ン
市
内
：
▼
ニ
ー
ル
　
駐
独
イ
ス
ラ
エ

ル
大
使
館
公
使
　
会
見
▼
ロ
ー
ト
　
独
連
邦
議

会
副
議
長
　
会
見

7
月
1
日

ベ
ル
リ
ン
市
内
：
▼
「
躓
き
の
石
」
見
学
▼
ハ

ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（
中
高

一
貫
校
）
訪
問
▼
プ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
　
独
外
務
省

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
部
長
　
会
見
▼
ス
ク
リ
ー

バ
　
国
立
歴
史
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
部
長
　

会
見

7
月
2
日

ベ
ル
リ
ン
：
▼
テ
ロ
の
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
見
学

▼
ア
ッ
セ
ル
ブ
ル
ク
　
独
国
際
問
題
安
全
保
障

研
究
所
主
席
研
究
員
　
昼
食
会
▼
ゲ
ア
ラ
ン
ト
　

「
記
憶
・
責
任
・
未
来
」
財
団
理
事
会
担
当
　

会
見

7
月
3
日

ベ
ル
リ
ン
市
内
・
近
郊
：
▼
ア
ス
マ
ン
　
コ
ン

ス
タ
ン
ツ
大
学
名
誉
教
授
　
会
見
▼
ヴ
ァ
ン
ゼ

ー
会
議
記
念
館
見
学
▼
焚
書
記
念
碑
、
ノ
イ
エ

・
ヴ
ァ
ッ
ヘ
、
欧
州
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
記
念
碑
、

シ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
記
念
碑
な
ど
見
学

7
月
4
日

ベ
ル
リ
ン
近
郊
：
▼
ザ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
強
制

収
容
所
見
学
　
テ
ル
ア
ビ
ブ
へ
移
動

7
月
5
日

テ
ル
ア
ビ
ブ
市
内
：▼
ラ
ビ
ン
元
首
相
記
念
碑
、

独
立
記
念
館
見
学
▼
ラ
ウ
　
テ
ル
ア
ビ
ブ
教
区

主
席
ラ
ビ
　
会
見
▼
ハ
ラ
リ
　
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学

名
誉
教
授
夫
妻
　
昼
食
会
▼
ペ
レ
ス
　
前
大
統

領
　
会
見

エ
ル
サ
レ
ム
市
内
：
▼
ツ
ィ
マ
ー
マ
ン
　
ヘ
ブ

ラ
イ
大
学
教
授
　
会
見
▼
ホ
シ
ェ
ン
　
イ
ス
ラ

エ
ル
外
務
省
審
議
官
　
懇
談
会

7
月
6
日

エ
ル
サ
レ
ム
市
内
：
▼
ヤ
ド
・
ヴ
ァ
シ
ェ
ム
（
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
館
）
見
学
▼
シ
ャ
ラ
ン
ス
キ

ー
　
ユ
ダ
ヤ
機
関
長
官
　
会
見

7
月
7
日

死
海
、
嘆
き
の
壁
、
ヴ
ィ
ア
・
ド
ロ
ロ
ー
サ
（
悲

し
み
の
道
）、
聖
墳
墓
教
会
な
ど
見
学
▼
イ
ワ
ー

セ
ン
　
駐
イ
ス
ラ
エ
ル
独
大
使
館
臨
時
代
理
大

使
　
会
見

7
月
8
日

岡
山
　
里
山・里
海
プ
レ
ス
ツ
ア
ー 

10
／
28
～
29
　
　
　
16
人

真
庭
市
：
▼
太
田
昇
市
長
▼
銘
建
工
業
訪
問
、

中
島
浩
一
郎
社
長
▼
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

10
月
28
日

日
生
町
：
▼
田
中
丈
裕
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里
海
づ

く
り
研
究
会
議
理
事
・
事
務
局
長
／
天
倉
辰
己
　

日
生
町
漁
協
専
務
理
事
▼
鹿
久
居
島
周
辺
を
船

上
か
ら
見
学

10
月
29
日

中
国
取
材
団 

11
／
8
～
14
　
13
社
15
人

※
11
／
14
は
移
動
日

北
京
着
：
▼
中
国
人
民
抗
日
戦
争
記
念
館
（
盧

溝
橋
記
念
館
）　
張
栓
中
　
接
待
組
長
に
よ
る

説
明

11
月
8
日

北
京
：
▼
中
国
公
共
外
交
協
会
会
館
　
龔
建
忠

副
会
長
▼
座
談
会
　
胡
志
平
　
国
家
漢
弁
副
主

任
／
陽
伯
江
　
中
国
社
会
科
学
院（
孔
子
学
院
）

日
本
研
究
所
副
所
長
／
石
丁
　
環
球
網
副
編
集

長
／
何
申
権
　
環
球
時
報
副
編
集
長
／
劉
洋
　

環
球
時
報
要
聞
部
副
主
任
／
姜
英
敏
　
北
京
師

範
大
学
研
究
員
／
伊
迪
　
完
美
世
界
（
ネ
ッ
ト

企
業
　PerfectW

orld

）
副
社
長
▼
北
京
市
第

三
十
九
中
学
校
訪
問
▼
外
交
部
ア
ジ
ア
司
（
外

務
省
ア
ジ
ア
局
）と
の
夕
食
会
　
陳
海
副
司
長
、

張
沛
霖
　
同
司
東
北
ア
ジ
ア
部
副
部
長
ほ
か

11
月
9
日

北
京：▼
２
０
２
２
年
冬
季
五
輪
予
定
会
場
（
鳥

巣
、
水
立
方
）
▼
環
球
網
訪
問
　
石
丁
副
編
集

長
ら
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

11
月
10
日
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北
京
：
▼
劉
晋
　
外
交
部
新
聞
司
副
司
長 

成
都
：
▼
四
川
省
外
字
弁
公
室
と
の
夕
食
会
：

肖
永
剛
　
同
室
副
主
任
ほ
か

11
月
11
日

四
川
大
地
震
関
連
取
材
：
▼
都
江
堰
九
龍
新
農

村
地
区
訪
問
　
住
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
▼
汶

川
県
映
秀
鎮
被
災
地
の
新
住
宅
地
、
震
災
遺
構

（
中
学
校
跡
）、
震
災
記
念
館
見
学
、
住
民
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

11
月
12
日

成
都
：
▼
パ
ン
ダ
繁
殖
基
地
見
学
▼
三
星
堆
博

物
館
▼
川
劇
変
面
演
出
鑑
賞
　
役
者
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

11
月
13
日

大
阪
文
楽
ツ
ア
ー
　

1
／
8
～
9 

13
人

国
立
文
楽
劇
場
▼
首
部
屋
、
床
山
部
屋
、
衣
装

部
屋
作
業
見
学
▼
「
国
性
爺
合
戦
」
鑑
賞
▼
人

形
遣
い
　
吉
田
幸
助
さ
ん
ほ
か
技
芸
員
と
の
懇

親
会

1
月
8
日

国
立
文
楽
劇
場
▼
舞
台
裏
見
学
▼
八
代
・
豊
竹

嶋
大
夫
引
退
公
演
「
関
取
千
両
幟
」

1
月
9
日

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
取
材
団 

1
／
25
～
27 
34
社
39
人

Ａ
班
　
福
島
第
一
原
発
取
材
：
１
～
４
号
機
建

屋
周
辺
、
陸
側
遮
水
壁
周
辺
（
防
護
服
を
着
用

し
て
下
車
）
▼
バ
ス
か
ら
高
性
能
多
核
種
除
去

設
備
、
汚
染
水
タ
ン
ク
群
な
ど
▼
大
型
休
憩
所

▼
小
野
明
所
長
へ
の
取
材

1
月
25
日

Ａ
班
、
Ｂ
班
　
周
辺
取
材
：
松
本
幸
英
　
楢
葉

町
長
▼
こ
こ
な
ら
商
店
街
▼
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
楢
葉
遠
隔
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
　
バ

ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
訓
練
施
設
、
原
子
炉
格

納
容
器
実
規
模
試
験
体
、
ロ
ボ
ッ
ト
実
証
試
験

設
備
（
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
階
段
、
試
験
用
水
槽
、

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
）

1
月
26
日

Ｂ
班
：
福
島
第
一
原
発
取
材
（
Ａ
班
と
同
内
容
）
1
月
27
日

岩
手
・
宮
城
取
材
団 

2
／
17
～
19 

9
社
21
人

大
船
渡
市
：
▼
三
陸
サ
イ
コ
ー
商
店
会
▼
酔
仙

酒
造
　
金
野
連
社
長
、
工
場
見
学
▼
三
陸
鉄
道
　

熊
谷
松
一
運
行
部
主
任
、
南
リ
ア
ス
線
　
盛
～

唐
丹
乗
車

2
月
17
日

陸
前
高
田
市
：
▼
下
和
野
災
害
公
営
住
宅
　
自

治
会
長
、
住
民
な
ど
と
懇
談
▼
高
田
小
学
校
　

木
下
邦
男
校
長
▼
戸
羽
太
市
長
▼
陸
前
高
田
未

来
商
店
街
▼
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
　
佐
々
木

誠
消
防
長
、
見
学
▼
新
市
街
予
定
地
か
さ
上
げ

工
事
現
場
、
奇
跡
の
一
本
松
な
ど
見
学
▼
普
門

寺
　
住
職
・
熊
谷
光
洋
さ
ん

気
仙
沼
市
：
▼
今
川
悟
・
気
仙
沼
市
議
会
議
員

と
懇
談

2
月
18
日

気
仙
沼
市
：
▼
防
潮
堤
工
事
見
学
▼
菅
原
茂
市

長
▼
製
缶
工
場「
ミ
ヤ
カ
ン
」　
寺
田
正
志
社
長
、

工
場
見
学
▼
気
仙
沼
ニ
ッ
テ
ィ
ン
グ
　
御
手
洗

瑞
子
社
長
、
編
み
手
の
方
と
懇
談

南
三
陸
町
：
▼
佐
藤
仁
町
長
▼
市
防
災
対
策
庁

舎
見
学
▼
南
三
陸
病
院
　
佐
々
木
三
郎
事
務

長
、
見
学
▼
戸
倉
小
学
校
　
手
塚
泰
弘
防
災
担

当
教
諭
、
見
学

2
月
19
日

福
島
・
宮
城
取
材
団 

2
／
24
～
25
　
11
社
18
人

福
島
市
：「
か
ー
ち
ゃ
ん
の
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

協
議
会
」
渡
辺
と
み
子
会
長
（
於
　
福
島
民
報

社
）
▼
同
会
運
営
の
「
あ
ぶ
く
ま
茶
屋
」
訪
問

▼
菅
野
典
雄
村
長
（
於
　
飯
舘
村
仮
役
場
） 

飯
舘
村：▼
菊
池
製
作
所
　
高
橋
幸
一
取
締
役
、

見
学

南
相
馬
市
：
▼
和
田
智
行
「
小
高
ワ
ー
カ
ー
ズ

ベ
ー
ス
」
社
長
▼
「
仮
設
ス
ー
パ
ー
東
町
エ
ン

ガ
ワ
商
店
」「
お
だ
か
の
ひ
る
ご
は
ん
」
見
学
▼

大
森
プ
ラ
ン
ツ
：
佐
々
木
清
志
郎
社
長
、
バ
ラ

栽
培
見
学

2
月
24
日

南
相
馬
市
：
▼
ベ
テ
ラ
ン
マ
マ
の
会
事
務
所
（
南

相
馬
市
内
）：
番
場
さ
ち
子
代
表
、
小
鷹
昌
明

南
相
馬
市
立
総
合
病
院
医
師
▼
南
相
馬
ソ
ー
ラ

ー
・
ア
グ
リ
パ
ー
ク
：
運
営
団
体
「
あ
す
び
と

福
島
」
半
谷
栄
寿
代
表
理
事

相
馬
市
：
立
谷
秀
清
市
長
▼
松
川
浦
漁
港
見
学

▼
山
元
い
ち
ご
農
園
　
岩
佐
隆
社
長
▼
山
元
町

臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
放
送
局
り
ん
ご
ラ
ジ
オ
　
高
橋

厚
局
長

2
月
25
日

Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
事
前
取
材
団 

3
／
8
　
14
社
20
人

▼
鈴
木
英
敬
　
三
重
県
知
事
▼
篠
原
英
樹
　
三

重
県
警
察
本
部
警
備
部
長
▼
岩
本
弘
一
　
三
重

県
庁
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
推
進
開
催
支
援
課
長

▼
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
営
サ
ン

ア
リ
ー
ナ
）
▼
サ
ミ
ッ
ト
会
場
（
志
摩
観
光
ホ

テ
ル
）

3
月
8
日

試
写
会
・
上
映
会
　
20
回

ハ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
マ
イ
ン
ズ
　
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
の
真
実

4
月
1
日

73

放
射
線
を
浴
び
た
Ｘ
年
後
（
ク
ラ
ブ
賞
特
別
賞

対
象
作
品
）

5
月
18
日

52

岳
飛
伝
　
英
雄
岳
飛
、
誕
生
編

5
月
25
日

71

戦
場
ぬ
止
み

6
月
1
日

62

先
祖
に
な
る
／
ル
ン
タ

6
月
13
日

48

沖
縄
　
う
り
ず
ん
の
雨

6
月
15
日

70

日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日

7
月
10
日

280

天
皇
と
軍
隊

8
月
4
日

111

ド
ロ
ー
ン
・
オ
ブ
・
ウ
ォ
ー

9
月
4
日

150

顔
の
な
い
ヒ
ト
ラ
ー
た
ち

9
月
14
日

140

放
射
線
を
浴
び
た
Ｘ
年
後
２

10
月
16
日

35

放
浪
の
画
家
　
ピ
ロ
ス
マ
ニ

11
月
2
日

52

海
難
１
８
９
０

11
月
6
日

130

ひ
つ
じ
村
の
兄
弟

12
月
3
日

72

サ
ウ
ル
の
息
子

12
月
22
日

82

袴
田
巖
　
夢
の
間
の
世
の
中

1
月
12
日

108

バ
ナ
ナ
の
逆
襲

1
月
28
日

60

最
高
の
花
婿

2
月
1
日

130

浴
衣
カ
ウ
ボ
ー
イ

3
月
24
日

40

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
　
世
紀
の
ス
ク
ー
プ

3
月
25
日

251

賛
助
会
員
の
会
　

1
回

賛
助
会
員
と
記
者
の
集
い

12
月
8
日

76

一
般
行
事
　

5
回

ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
夕
べ
／
「
コ
ー
ン・ア
イ
ラ
ン
ド
」

上
映
▼
ワ
イ
ン
会
　

4
月
22
日

147

２
０
１
５
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
贈
賞
式
・

パ
ー
テ
ィ
ー

5
月
27
日

160

総
会
記
念
講
演
会
　
柳
田
邦
男
　
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
家

5
月
27
日

122

詳

２
０
１
５
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
記
念

講
演
会
　
竹
内
政
明
　
読
売
新
聞
東
京
本
社
論

説
委
員
、
伊
東
英
朗
　
南
海
放
送
デ
ィ
レ
ク
タ

ー

6
月
3
日

194

２
０
１
６
年
新
年
互
礼
会
員
懇
親
会

6
月
3
日

207

趣
味
の
会

囲
碁
の
会
　

4
／
25
　

5
／
23
　

6
／
27
　

7

／
18
　

9
／
26
　
10
／
24
　
11
／
21
　
12
／

12
　

1
／
23
　

2
／
27
　

3
／
26

ゴ
ル
フ
会
　

4
／
13
総
武
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

総
武
コ
ー
ス
　
10
／
20
磯
子
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ

ブ




